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は じめに   

前橋市は、関東平野の北西部に位置し、名山赤城山を背に利根川や広瀬川  

が市街地を貫流する、四季折々の風情に溢れる県都です。市域は豊かな自然  

環境に恵まれ、2万年前から人々が生活を始めました。そのため市内のいた  

る所に人々の息吹を感ぜられる歴史遺産が存在します。   

古代において前橋台地には、広大に分布する穀倉地帯を控え、前橋天神山  

古噴などの初期古墳をはじめ王山古噴・天川二子山古墳といった首長塞が連  

綿と築かれ、上毛野の国の中心地として栄えました。また、続く律令時代になっ  

てからは総社・元総社地区に山王廃寺、国分僧寺、国分尼寺、国府など上野  

国の中枢をなす施設が次々に造られました。   

中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけずっ  

た地として知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した  

関東三名城の一つに数えられる厩橋城が築かれました。   

やがて近代になると、生糸の一大生産地であり、横浜港から前橋シルクの  

名前で遠く海外に輸出され、日本の発展の一翼を担いました。   

今回、報告書を上梓する元総社蒼海遺跡群（20）は古代上野国の中枢地域の  

調査であります。上野国府推定区域に隣接することから、調査成果に多くの  

注目を集めております。今回の調査では、国府そのものに関連する遺構の検  

出はかないませんでしたが、古墳時代から平安時代にいたる多くの竪穴式住  

居跡を検出しました。今は一本の糸に過ぎない調査成果も織り上げて行けば、  

国府や国府のまちの姿を再現できるものと考えております。残念ながら、現状  

のままでの保存が無理なため、記録保存という形になりましたが、今後、地  

域の歴史・前橋の歴史を解明する上で、貴重な資料を得ることができました。   

最後になりましたが、この調査事業を円滑に進められたのは、関係機関や  

各方面のご配慮の結果といえます。また、猛暑寒風の中、直接調査に携わっ  

てくださった担当者・作業員のみなさんに厚くお礼申しあげます。   

本報告吾が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。  

平成21年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長 依 田 三次郎   



例  

1．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業および前橋市元総社公民館新築移転工事に伴う   

元総社蒼海遺跡群（20）発掘調査報告書である。  

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。  

3．発掘調査の要項は次のとおりである。  

調  査  場  所  

発 掘 調 査 期 間  

整理・報告書作成期間  

発掘・整理担当者  

群馬県前橋市元総社町1085－4番ほか  

平成20年5月7日～平成20年12月25日  

平成20年12月25日～平成21年3月19日  

阿久洋美一・清水亮介・神宮 聡・小田菅生・池田史人・綿貫綾子  

（発掘調査係貞）  

4．本書の原稿執筆・編集は阿久澤・清水・神宮・小田・池田・綿貫が行った。  

5．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。   

青木昭二郎・阿部シゲ子・石原義夫・伊藤修道・岩木 操・植木政俊・大木伸二・大澤俊夫・小棒香代   

岸フクエ・斉藤亀寿・佐藤佳子・杉渕富雄・須田博治・須藤 豊・関根その子・高津京子・高橋公代   

瀧上政信・角田 憶・多田啓子・角田節子・角田昌幸・勅使川原幸枝・渡木秋子・友永 茂・中山 昭   

長澤幸枝・中澤光江・中林美智子・奈良啓子・西山勝久・萩原秀子・橋本ちづる・平林しのぶ・星野和子   

細野進太郎・堀込とよ江・町田妙子・町田敏彦・真庭武志・峰岸あや子・森下陽介・弥郡啓吾・山口淳子   

湯浅たま江・湯浅道子  

6．発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財   

保護課で保管されている。  

凡   例  

1．挿図中に使用した北は、座標北である。  

2．挿図に国土地理院発行の1：200，000地形図（宇都宮、長野）、1‥25，000地形図（前橋）、1：6，000前橋市現形  

図を使用した。  

3．本遺跡の略称は、20A130－20である。  

4．遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。   

H…古項・奈良・平安時代の竪穴住居跡  T…竪穴状遺構 W・・・溝跡 A…道路状遺構 D‥・土坑   

DB…土壌墓 P・・・ピット・貯蔵穴（住居内P5を貯蔵穴とした。）Ⅹ・‥性格不明遺構 0・・・風倒木跡  

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、原則的に次のとおりである。その他、各図スケールを参照されたい。   

遺構 全体図…1：200 住居跡・竪穴状遺構・溝跡・土坑・ピット・1：60 竃・炉断面図…1：30   

遺物  土器・鉄製品…1／3・1／4 石器・石製品・土製品…2／3・1／3 鉄器・鉄製品…1／2 瓦…1／6  

6．計測値については、（）は現存倍、［］は復元倍を表す。  

7．セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示し、それぞれ以下のように表現する。   

◎…非常に締まり・粘性あり、○…締まり・粘性あり、△…締まり・粘性ややあり、×…締まり・粘性なし  

8．遺構平面図の－…… は推定線を表す。  

9．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。  

遺構平面図  焼 土…ト∴・∴・㍊ 粘 土…院議喜瑚  

遺構断面図  構築面…物  

遠物実測図 須恵器断面‥・＋ 灰粕陶器断面…ト：・：・：・：・H 灰粕陶器表面…「制  

緑粕陶器断面…ト：・：・：・封 内黒‥  粘土、たたき…膵臓閻  

いぶし焼成‥   煤、炭化物付着…陪側 石；煤、被熱痕‥  

10．主な火山降下物等の略称と年代は次のとおりである。  

As－B （浅間B軽石：供給火山・浅間山、1108年）  

Hr－FP （榛名ニッ岳伊香保テフナ：供給火山・榛名山、6世紀中葉）  

Hr－FA （榛名ニッ岳渋川テフラ‥供給火山・榛名山、6世紀初頭）  

As－C （浅間C軽石：倶給火山・浅間山、4世紀前半）  
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Ⅰ 調査に至る経緯   

本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施され、9年目にあたる。本調査地は、  

周辺で埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。   

平成20年4月1日付けで、前橋市長 高 木 政 夫より前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴  

う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織  

である前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 依 田 三次郎に対し、調査実施について協議を行い、調査団はこ  

れを受諾した。平成20年4月17日、調査依頼者である前橋市長 高 木 政 夫と前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団長 依 田 三次郎との間で、本発掘調査の委託契約を締結し、5月7日に現地での発掘調査を開始するに至っ  

た。   

なお、遺跡名称「元総社蒼海遺跡群（20）」（遺跡コード‥20A130－20）の「元総社蒼海遺跡群」は区画整理事  

業名を採用し、数字の「（20）」は過年度に発掘調査を実施した遺跡と区別するために付したものである。  

Ⅱ 遺跡の位置と環境  

1遺跡の立地   

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、  

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地の利根川左岸、東部  

の広瀬川低地帯という4つの地域に分けられる。   

本遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅間山噴火によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを被  

覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は、広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地  

の中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と  

推定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ケ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かっ  

て流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との  

比高3m～5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。   

本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約3kmの地点、前橋市元総社町地内に所在している0南東へ約  

1kmの所に上野国総社神社があり、すぐ西には関越自動車道が南北に走っている。さらに、遺跡地の南側には国  

道17号線、主要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これらの幹  

線道路を中心にオフィスビルや大規模小売店が進出している。本遺跡はこれらの幹線道路から奥に入ったところ  

に位置し、周囲には田畑が多い住宅地という静かで落ち着いた環境である。  

2 歴史的環境  
本道跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古項群と山  

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割を利用し築かれたとされる  

蒼海城があり、歴史的環境に優れている○周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴史  

を物語る多くの新しい知見が集積されている。   

縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地  
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Fig．1 元総社蒼海遺跡群位置図  
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域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。   

弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検  

出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ケ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。   

古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡の北東に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するものに  

は、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と後円部にそれぞれ横穴式両  

袖型の石室が築造された前方後円墳の総社二子山古噴、両袖型横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳、県内古墳最  

終末期と考えられ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古噴があり、この地域と中央との関係を考えるうえ  

で重要な意味をもつ古墳群といえる。また、宝塔山古墳の南西500mには白鳳期の建立と考えられる山王廃寺跡（放  

光寺）がある。さらにこの寺の塔心礎や石製鴎尾、根巻石等の石造物群は、宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石  

室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この寺は上野地域を治めていた「上毛野  

氏」の氏寺であり、この古墳群には「上毛野氏」一族が葬られているとも考えられている。これらから、この地  

が「車評」の中心地として、仏教文化が古噴文化と併存しながら機能していた様子が窺える。なお、平成18年度  

から5カ年計画で「山王廃寺範囲内容確認調査」が実施され、平成18年度では「講堂」の版築基壇や「回廊」の  

北東根石、平成19年度では「金堂」の版築基壇や「回廊」の西側根石が、平成20年度では「塔」の基壇とその周  

辺部が確認された。   

奈良・平安時代になると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地城は古代の政治的・経済的・  

文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動拠点で地方を統治する機能をもつ国府  

は、元総社地区に置かれたとされる。   

国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡や「囲厨」「曹司」「国」  

「邑厨」等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡などがある。また、国府域の推定を可能にした  

大規模な東西方向の溝跡が検出された閑泉樋遺跡や元総社蒼海遺跡群（7）（9）（10）と南北方向の溝跡が検出され  

た元総社明神遺跡の調査成果により、国府域の東北外郭線が想定されるに至った。さらに、周辺遺跡からは、宮  

人が用いたと考えられる円面硯、巡方（腰帯具）、緑粕陶器も出土し、国府について考えるうえで貴重な資料となっ  

ている。   

国分僧寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代から部分的ながら調査が進められるようになった。本格  

的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、塀等が確認されている。さらに、国分尼寺の  

調査では、昭和44・45年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ伽藍配置が推定できるようになった。さらに平  

成12年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と南西隅の築垣、それと平行する溝  

跡や道路状遺構が確認された。国分僧寺、国分尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野  

国分僧寺、尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘立柱建物群が検出されている。   

また、群馬町（現高崎市）の調査等により、本遺跡から約1．5km南の地点にN－640－E方向の東山道（国府ルー  

ト）があることが推定されている。推定日高道は、日高遺跡で検出された幅約4．5mの道路状遺構を国府方面へ  

延長したものである。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。   

中世に至り、永享元年（1429）、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭としての  

機能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城  

の縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って造られていると推測される。   

このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元給社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと  

推定される元総社地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11年より継続  

的に本地域の発掘調査が行われている。これにより、手付かず状態であった本地域の全容が明らかになっていく  

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。  
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Tab．1 元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表  

番号   遺  跡  名   調査年度   時代：主な遺構・出土遺物   

ロ  元総社蒼海遺跡群（20）   2008  本遺跡   

2  上野国分寺跡（県教委）   1980～88  奈良：金堂基壇・塔基壇   

3  上野国分尼寺跡   （1999）  奈良：西南隅・東南隅築垣   

4  山王廃寺跡   （1974）  古噴：塔心礎・根巻石   

5  東山道（推定）  

6  日高道（推定）  

7  王山古墳   1972  古墳：前方後円墳（6C中）   

8  蛇穴山古墳   1975  古墳：方墳（8C初）   

9  稲荷山古墳   1988  古墳：円墳（6C後半）   

10  愛宕山古墳   1996  古墳：円墳（7C初）   

田  総社二子山古墳   未調査  古墳：前方後円墳（6C末～7C初）   

12  遠見山古墳   未調査  古墳：前方後円墳（5C後半）   

13  宝塔山古墳   未調査  古墳：方墳（7C末）   

14  元総社小学校校庭遺跡   1962  平安：掘立柱建物跡・柱穴群・周濠跡   

15  産業道路東遺跡   1966  縄文：住居跡   

16  産業道路西遺跡  縄文：住居跡   

17  中尾遺跡（事業団）   1976  奈良・平安：住居跡   

18  日高遺跡（事業団）   1977  弥生：水田跡・方形周溝墓・住居跡・木製農耕具、平安：条里制水田跡   

19  正観寺遺跡Ⅰ～Ⅳ（高崎市）   1979～81  弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡   

上野国分僧寺・尼寺中間地域   縄文：住居跡・配石遺構、弥生：住居跡・方形周溝墓、古墳：住居跡、  

20  1980～83  

21  清里南部遺跡群Ⅲ   1980  縄文：ピット、奈良・平安：住居跡、溝跡   

22  中島遺跡   1980  奈良・平安：住居跡   

23  下東西遺跡（事業団）   
縄文：屋外埋棄、弥生：住居跡、古墳：住居跡  

1980～84       奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・柵列、中世：住居跡・溝跡   

国分境遺跡（事業団）   1990  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡  

24         国分境Ⅱ遺跡   1991  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡  

国分境Ⅲ遺跡（群馬町）   1991  古噴：住居跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中世：土墳墓   

25  元総社明神遺跡Ⅰ～）Ⅲ   
古墳：住居跡・水田跡・堀跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・大形人形  

1982～96       中世：住居跡・溝跡・天目茶碗   

26  北原遺跡（群馬町）   1982  縄文：土坑・集石遺構、古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡   

27  鳥羽遺跡（事業団）   1978～83  古墳：住居跡・鍛冶場跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡（神殿跡）   

28  閑泉樋遺跡   1983  奈良・平安：溝跡（上幅6．5～7m、下幅3．24m、深さ2m）   

29  柿木遺跡・Ⅱ遺跡   1983，88  奈良・平安：住居跡・溝跡   

30  草作遺跡   1984  古項：住居跡、平安：住居跡、中世：井戸跡   

桜ケ丘遺跡  弥生：住居跡  
31  

総社桜ケ丘遺跡・Ⅱ遺跡   1985，87  奈良・平安：住居働く   

32  閑泉樋南遺跡   1985  古墳：住居跡、奈良・平安：溝跡   

33  後疋間遺跡Ⅰ～Ⅲ（群馬町）   1985～87  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：道路状遺構   

34  塚田村東遺跡（群馬町）   1985  平安：住居跡   

35  寺田遺跡   1986  平安：溝跡・木製品   

36  天神遺跡・Ⅱ遺跡   1986，88  奈良・平安：住居跡   

37  屋敷遺跡・Ⅱ遺跡   1986，95  古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：堀跡・石敷遺構   

38  大友屋敷Ⅱ・Ⅲ遺跡   1987  古墳：住居跡、平安：住居跡・溝跡・地下式土坑   

39  堰越遺跡   1987  奈良・平安：住居跡・溝跡   

40  堰越Ⅱ遺跡  1988  平安：住居跡   

41  昌楽寺廻向遺跡・Ⅱ遺跡   1988  奈良・平安：住居跡   

42  村東遺跡   1988  古墳：住居跡・．溝跡、奈良・平安：住居跡、中世：堀跡   

43  熊野谷遺跡   1988  縄文：住居跡、平安：住居跡・溝跡   

ー 5 －   



番号   遺  跡  名   調査年度   時代：主な遺構・出土遺物   

43  熊野谷Ⅱ・Ⅲ遺跡   1989  平安：住居跡   

古墳：水田跡・溝跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・人形・斎串・墨書土器  
44  元総社寺田遺跡Ⅰ～Ⅲ（事業団）  1988～91       中世：溝跡   

45  弥勤遺跡・Ⅱ遺跡   1989，95  古墳：住居跡、平安：住居跡   

46  大屋敷遺跡Ⅰ～Ⅵ   
縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡  

1992～2000       中世：掘立柱建物跡・地下式土坑・溝跡   

47  元総社稲葉遺跡   1993  縄文：土坑、平安：住居跡・瓦塔   

48  上野国分寺参道遺跡   1996  古墳：住居跡、平安：住居跡   

49  大友宅地添遺跡   1998  平安：水田跡   

総社閑泉明神北遺跡   1999  古墳：畠跡・水田跡・溝跡、中世：溝跡  

総社閑泉明神北Ⅱ遺跡   2001  古墳：住居  跡・溝跡、平安   溝跡  

50                     総社閑泉明神北Ⅴ遺跡   2004  古墳：水田跡、奈良・平安  

元総社蒼海遺跡群（7）   2005    跡  
元総社蒼海遺跡群（9）・（10）   2006  古墳：水田跡、奈良・平安    掘建柱建物跡・溝跡   

51  元総社宅地遺跡1～23トレンチ   
古墳：住居跡、平安：住居跡・掘立柱建物跡・鍛冶場跡・溝跡・道路状遺構  

2000       中世：溝跡、近世：住居跡・五輪塔・椀類   

52  元総社小見遺跡   
縄文：住居跡、古墳：住居跡  

2000       奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡・道路状遺構   

53  元総社西川遺跡（事業団）   2000  古噴：住居跡・畠跡、奈良・平安：住居跡・溝跡   

総社甲稲荷壕大道西遺跡   2001  奈良・平安  跡、中世：畠跡、近世：溝跡  
54  

総社甲稲荷壕大道西Ⅱ遺跡   2001  古墳：住居跡、奈良■平安    溝跡、近世：溝跡   

元総社小見内Ⅲ遺跡   
古墳：住居跡・溝跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡  

55    2001       中世：掘立柱建物跡、溝跡  
元総社小見内Ⅵ遺跡   2003  奈良・平安  跡、中世：井戸跡   

総社甲稲荷壌大道西Ⅲ遺跡   2002  古墳：住居跡、奈良・平安    畠跡・溝跡  

56             総社閑泉明神北Ⅲ遺跡   2002  縄文：住居跡   居跡、奈良・平安：住居跡  

総社甲稲荷塚大道西Ⅳ遺跡   2003  古墳：畠跡、中世：畠跡   

元総社小見Ⅱ遺跡   
縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡  

2002       中世：溝跡・道路状遺構  

元総社小見Ⅳ遺跡   2003  縄文：住居跡   居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡  

57                        元総社小見Ⅴ遺跡   2003  縄文：住居跡   居跡、奈良・平安：住居跡、中世：掘立柱建物跡  

元総社小見Ⅵ遺跡   2004  縄文：住居跡   居跡、奈良・平安：住居跡  

元総社小見Ⅶ遺跡   2004  縄文：住居跡   居跡、奈良・平安：住居跡  

元総社蒼海遺跡群（4）   2005  縄文：住居跡、古墳   屠跡、奈良・平安：住居跡   

元結社小見Ⅲ遺跡   
縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡  

58    2002       中世：溝跡  ・道路状遺構  
元総社革作Ⅴ遺跡   2002  古墳：住居跡  、、奈良・平安   中世：溝跡   

元総社小見内Ⅳ遺跡   
2002  奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡     ： 

中世土墳墓・掘立柱建物跡・溝跡  

元総社小見内Ⅷ遺跡   2003    跡、中世：竪穴状遺構  

元総社小見内Ⅸ遺跡   2004    住居跡、中世  
59  

元総社小見内Ⅹ遺跡   
古墳：住居跡、奈良・平安    工房跡・粘土採掘坑・金片・金粒  

2004           中世：溝跡・土墳墓  

元総社蒼海遺跡群（2）（6）   2005  古墳：住居跡、奈良・平安    井戸跡、中世二溝跡  

元総社蒼海遺跡群（11）   2006  古墳：住居跡、奈良・平安    中世：溝跡   

60  元総社北川遺跡（事業団）   
古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・畠跡  

2002～04       中・近世：掘立柱建物跡・水田跡・火葬墓   

61  稲荷坂道東遺跡（事業団）   2003  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・竃構築材採掘痕・井戸跡   

元総社小見内Ⅶ遺跡   2003  縄文：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：畠跡、溝跡  
62  
元総社蒼海遺跡群（1）（5）   2005  奈良・平安：住居働こ・溝跡、中世：溝跡・土坑墓   

63  元総社蒼海遺跡群（8）   2006  奈良・平安：住居跡、緑粕陶器   

※ 調査年度の欄の（）は調査開始年度を表す。  

※ 調査名の欄の（事業団）は（郷群馬県埋蔵文化財調査事業団を表す。  
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Ⅲ 調査方針と経過  

1 調査方針   

委託された調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い築造予定の道路用地であるため、  

幅6mの極めて狭長なトレンチ状の調査区が中心となっている。絵詞査面積は約4，351Ⅰポである。現地での調査  

では、遺構の付番等における混乱をさけるため、調査区全体を1～11区に区分した。遺構番号は、各区ごとに個  

別に付番することとし、1区H－1号住居跡、2区H－1号住居跡のように遺構の前に必ず地区名を付すことと  

した。   

グリッド座標については国家座標（日本測地系）Ⅹ＝＋44000・Y＝－72200を基点（Ⅹ0・YO）とする4mピッ  

チのものを使用し、7区においては、西から東へⅩ58、59、60…、北から南へY79、80、81…と付香し、グリッ  

ド呼称は北西杭の名称を使用した。   

本遺跡のⅩ68・Y82の公共座標は以下のとおりである。  

日本測地系  Ⅹ＝＋43，672．000  Y＝－71，928．000  

緯  度  36023’27〝．3193  経  度   139001’53〝．5311  

子午線収差角  28’32”．6  増 大 率  0．999964   

調査方法については、表土掘削・遺構確認・方眼杭等設置・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真の手順で行  

うこととした。このうちの遺構確認については、基本的にAs－C・Hr－FP軽石とAs－B軽石が混入する土層を手  

がかりにした。   

図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡竃は1／10の縮尺で作成した。  

遺物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録を記載しながら収納した。包含層の遺物はグリッド単位で  

収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。  

2 調査経過   

現地調査は平成20年5月7日から12月25日まで行った。調査経過は下記一覧表のとおりである。   

元総社蒼海遺跡群（20）の調査地は11カ所に分かれており、調査着手順で1区、2区…とした。  

1区‥・蒼海公園の西側に位置し、南側が住宅、北側が道路に面しており、最初に安全対策を実施した。5月7  

日から重機による表土掘削を開始した。5月9日に杭打ち測量を行い、遺構掘り下げ・遺構精査を進めていった。  

住居跡1軒、溝跡2条、土坑3基、井戸跡1基を検出した。   

2区…蒼海公園の南側に位置し、東西に細長い調査区ながら、東から中央部までは粘性が強く乾くと硬い土質  

で、雨が降るたびに水が溜まり調査に遅れを生じた。5月9日に杭打ち測量を行い、遺構の掘り下げ・遺構精査  

を進めていった。住居跡11軒、溝跡4条、土坑2基を検出した。6月4日に1区と共に全景写真撮影を行い、6  

月6日に1区を含めて埋め戻しを終了した。   

3区…5月7日から重機による表土掘削を開始した。5月9日に杭打ち測量を行い、遺構の掘り下げ、精査を  

進めていった。調査区中央部分で遺構の重複があり、やや手間がかかった。住居跡15軒、溝跡5条、土坑5基、  

井戸跡1基を検出した。6月13日に全景写真撮影を行い、6月25日には埋め戻しを終了した。   

4区…牛池川左岸の低地にあり、まず5月27日に試掘調査を行った。結果、東側は宅地造成のために削平され  

た台地で遺構がないことがわかった。西側の低地部分・では Hr－FA下の水田が確認されたが、調査可能な場所  

が少ないため、試掘のみで調査終了とした。   

5区…6月9日から調始し、6月10日に杭打ち測量を行い、遺構の掘り下げ、精査を進めていった。粘性の強  

い土質のため、雷雨の後は水が溜まり調査に遅れを生じた。住居跡5軒、溝跡3条、土坑4基などを検出した。  
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8月6日にラジコンヘリによる全景空中撮影を行い、8月22日に埋め戻しを終了した。   

6区…三方を住宅に囲まれた狭い調査区で、重機による掘削土はダンプにより別の場所へ搬送した。6月9日  

に重機による表土掘削を行った。6月10日に杭打ち測量を行い、遺構掘り下げ・遺構精査を進めていった。遺構  

確認面まで浅く残りも悪かったが8軒の住居跡などを検出した。7月3日に全景写真撮影を行い、7月11日に埋  

め戻しを終了した。   

7区…国分尼寺の南面に位置する。6月16日から重機による表土掘削を行い、6月18日に杭打ち測量を行った。  

その後遺構の掘り下げや精査を行っていたが、急遽道路予定地北側部分・に仮設住宅を8月下旬に建設するために、  

6月25日からその部分の重機による表土掘削を行った。調査区の中央から東側では国分尼寺と関わりがあると思  

われる瓦敷遺構や土坑が検出された。今後再調査が必要となってきたので、仮設住宅建設において遺跡の更なる  

保護を区画整理第二課に伝えた。住居跡10軒、土坑12基、溝跡2条などを検出した。8月6日にラジコンヘリに  

よる全景空中撮影を行い、8月21日に埋め戻しを行った。   

8区…7月3日に重機による表土掘削を行い、7月4日に杭打ち測量を行った。その後遺構の掘り下げを行っ  

たが、溝1条を検出するだけとなった。7月11日に全景写真撮影を行い、7月15日に埋め戻しを行った。   

9区は11月6日から耕作土を分けながら重機による表土掘削を開始した。調査区中央に石を含んだ溝が東西  

方向に走るため、重機による掘り下げに苦労した。その溝に重複する住居跡11軒などを検出した。12月に入り霜  

と寒さに悩まされながら調査を進め、12月18日に全景写真撮影を行い、12月25日に埋め戻しを終了した。  

10区は牛池川に向かって下降する斜面に位置する。11月18日から重機による掘削を開始した。東側は約2m掘  

削してHr－FA下の水田確認面へ達するために掘削に時間を要した。人力によりHr－FAを剥がし水田面を確認後、  

12月8日に再び重機掘削を行い、As－C下の水田面を確認したが、湧き水にも悩まされ思うように確認はできな  

かった。12月10日に全景写真撮影後、12月17日に埋め戻しを終了した。  

11区は5区の東側に位置する飛び地である。12月4日に重機による表土掘削を行い、12月8日に杭打ち測量を  

行った。霜と寒さに悩まされながら調査を進め、住居跡4軒、土坑3基などを検出した。12月18日に全景写真撮影  

を行い、12月22日に埋め戻しを終了した。  

12月25日より文化財保護課庁舎に戻り、出土遺物・図面・写真当の整理作業及び報告書作成にあたり、翌年3  

月13日までに全ての作業を終了した。  
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Fig．3 元総社蒼海遺跡群位置図とグリッド設定図  
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Fig．4 元総社蒼海遺跡群（20）調査区位置図  
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Fig．5 元総社蒼海遺跡群（20）1・2区全体図  
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0  1：200  8m  

Fig．6 元総社蒼海遺跡群（20）3区全体図  
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Fig．7 元総社蒼海遺跡群（20）5区全体図  
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0  1：200  8m  

Fig．8 元総社蒼海遺跡群（20）6・8区全体図  
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Fig．10 元総社蒼海遺跡群（20）9区全体図  
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Figtll元総社蒼海遺跡群（20）10・11区全体図  

－18 －  



Ⅳ 基本層序  

本遺跡の1，2，3，6区の地層の堆積は上記の通りである。  

Ⅰ 現耕作土  

Ⅱ 灰黄褐色租砂層（10YR4／2） As，B混土層  
締まり○ 粘り○  

Hr－FP・As－C混土層  

As－C混土層   

総社砂層への漸移層  

総社砂層  

Ⅲ 暗褐色細砂層（10YR3／4）   

締まり○ 粘り○  

Ⅳ 黒褐色微砂層（10YR2／2）   

締まり○ 粘り○  

Ⅴ 暗褐色微砂層（10YR3／3）  

締まり△ 粘り○  

Ⅵ 黄褐色微砂層（10YR5／6）  

締まり◎ 粘り○  

116．Om  

本遺跡の10区の地層の堆積は上記の通りである。  

Ⅰ 現耕作土  

Ⅱ 灰黄褐色租砂層（10YR4／2）  

締まり○ 粘り○  

Ⅲ 暗褐色維砂層（10YR3／4）  

締まり○ 粘り△  

Ⅳa 褐色細砂層（10YR4／4）  

締まり○ 粘り△  

Ⅳb 褐色租砂層（10YR4／4）  

締まり○ 粘り×  

Ⅴ にぷい黄褐色微砂層（10YR4／3）  

締まり△ 粘り○  

Ⅵ 黄褐色微砂層（10YR5／6）  

締まり◎ 粘り○  

As－B混土層   

Hr－FP・As－C混土層  

洪水による砂層   

洪水による砂礫層   

総社砂層への漸移層  

総社砂層  

Fig．12 基本層序  
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Ⅴ 遺構と遺物  

1区  

（り 竪穴住居跡  

H－1号住居跡（Fig．13・62・85、PL，1・19）  

位置 Ⅹ151、Y127・128グリッド 主軸方向 N－9lO－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．22）m、  

南北（3・12）m、壁現高46・Ocm。面積（11．55）出 床面 平坦な貼り床。竃 東壁南寄りに位置する。主軸  

方向N－900－E。全長68cm、最大幅76cm、焚口部幅46cmo構築材に凝灰岩、粘土、袖部に瓦を用いる。重複  

W－2と重複しており、新旧関係はW－2→本遺構 出土遺物 土師器27点、須恵器22点、瓦21点、鉄製品2点、  

石製品1点。そのうち土師器杯1点、須恵器小型杯1点・須恵器棄1点・須恵器蓋1点、瓦4点を図示。時期  

覆土や出土遺物から10世紀後半から11世紀前半と考えられる。  

（2）溝  跡  

Wql号溝跡（Fig．14、PL．1）  

位置 Ⅹ150・151、Y127・128グリッド 主軸方向 N－50－W 形状等 逆台形。長さ 6．Om 深さ  

87・Ocm 最大上幅270cm、最大下幅82cm 出土遺物 土師器1点、須恵器3点、縄文土器1点、石製品1点。時期  

覆土からAs－B降下以前と考えられる。 備考 流水の痕跡無し。  

W－2号溝跡（Fig．14・62・85、PL．1・19）  

位置 Ⅹ151・152、Y127・128グリッド  主軸方向 N－60－E 形状等 逆台形。長さ 6．4m 探さ  

129・5cm 最大上幅406cm、最大下幅140cm 出土遺物 土師器105点、須恵器64点、瓦9点、縄文土器41点、鉄製  

品3点、灰粕陶器3点。そのうち土師器杯1点、須恵器蓋1点、鉄製品3点を図示。時期 覆土と出土遺物か  

らAs－B降下以前と考えられる。 備考 流水の痕跡無し。  

（3）土坑、井戸跡（F鹿．13）  

土坑、井戸跡については、Tab．4土坑、井戸跡計測表を参照のこと。  

（4）グリッド等出土遺物（Fig．85、PL36）  

土師器95点、須恵器62点、瓦12点、鉄製品2点、石製品5点を出土。そのうち鉄製品2点を図示。  

2区  

（り 竪穴住居跡  

H－1号住居跡（Fig．15・62、PL．2・20）  

位置 Ⅹ155・156、Y140グリッド 主軸方向 N－940－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．26）m、南  

北（1・68）m、壁現高9・Ocm。面積（3．17）戒 床面 平坦な貼り床。竃 東壁南寄りに位置する。主車由方向  

N－960－E。全長112cm、最大幅124cm、焚口部幅56cm。構築材に粘土、袖部に凝灰岩を用いる。重複 H－  

2と重複しており、新旧関係は本遺構→H－2 出土遺物 土師器32点、須恵器3点、瓦3点。そのうち土師器  

棄3点を図示。時期 覆土や出土遺物から10世紀後半から11世紀前半と考えられる。  
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H－2号住居跡（Fig．15、PL．2）  

位置 Ⅹ155、Y141グリッド 主軸方向 N－910－E 形状等 長方形と推定される。東西（0．52）m、南北  

（3．82）m、壁現高11．Ocm。 面積（1．40）出 床面 平坦な貼り床。 重複 H－1と重複しており、新旧関係  

はH－1→本遺構 時期 時期は覆土と重複関係から10世紀後半以降からAs－B降下以前と考えられる。  

H－3号住居跡（Fig．16・62・85・89、PL．2・20）  

位置 Ⅹ160・161、Y140・141グリッド 主軸方向 N－1270－W 形状等 長方形。東西4．74m、南北4．30m、  

壁現高27．Ocm。面積17．36Ⅰポ 床面 平坦な貼り床。竃 西壁中央北寄りに位置する。主軸方向N－1320－W。  

全長110cm、最大幅100cm、焚口部幅40cm。構築材に粘土、袖部に瓦、川原石を用いる。 出土遺物 土師器27点、  

須恵器42点、瓦12点、灰粕陶器4点、石製品4点、鉄製品1点。そのうち須恵器小型杯2点、瓦4点、鉄製品1  

点を図示。 時期 覆土や出土遺物から10世紀後半から11世紀前半と考えられる。  

H－4号住居跡（Fig．16・64、PL．2・20）  

位置 Ⅹ161・162、Y140・141グリッド 主軸方向 N－1010－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．30）m、  

南北（1．40）m、壁現高38．Ocm。 面積（4．78）戒 床面 平坦な貼り床。 重複 H－5、10と重複しており、  

新旧関係はH－5→H－10→本遺構 出土遺物 土師器18点、須恵器10点、瓦2点、灰粕陶器3点。そのうち土  

師器棄1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。  

H－5号住居跡（Fig．17・62、PL．2・20）  

位置 Ⅹ162・161、Y140・141グリッド 主軸方向 N－930－E 形状等 長方形と推定される。東西（4．00）m、  

南北（3．71）m、壁現高27．Ocm。 面積（11．16）d 床面 平坦な貼り床。 竃 東壁中央に位置する。主軸方  

向N－1200－E。全長140cm、最大幅86cm、焚口部幅34cm。構築材に粘土を用いる。 重複 H－4、W－4と  

重複しており、新旧関係はW－4→本道構→H－10 出土遺物 土師器36点、須恵器44点、瓦1点、灰粕陶器4  

点。そのうち土師器杯1点、須恵器杯1点・須恵器高台椀1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から9世紀後半  

と考えられる。  

H－6号住居跡（Fig．17・63・85・89、PL．3・20・21）  

位置 Ⅹ162・163、Y140・141グリッド 主軸方向 N－930－E 形状等 長方形と推定される。東西（4．30）m、  

南北（2．20）m、壁現高30．Ocm。 面積（11．85）d 床面 平坦な貼り床。 竃 東壁中央南寄りに位置する。主  

軸方向N－920－E。全長112cm、最大幅80cm、焚口部幅24cm。構築材に粘土、瓦を用いる。 重複 H－9と重  

複しており、新旧関係はH－9→本遺構 出土遺物 土師器290点、須恵器90点、瓦21点、瓦6点、灰粕陶器1点、  

鉄製品1点。そのうち土師器碧4点、須恵器小型杯3点、瓦1点、鉄製品1点を図示。 時期 覆土や出土遺物  

から10世紀後半から11世紀前半と考えられる。  

H－7号住居跡（Fig．18・62、PL．20・21）  

位置 Ⅹ164・165、Y141グリッド 主軸方向 N－910－E 形状等 長方形と推定される。東西（2．02）m、  

南北（1．50）m、壁現高29．Ocm。 面積（2．62）戒 床面 平坦な貼り床。 重複 H－8と重複しており、新旧  

関係は本遺構→H－8 出土遺物 土師器13点、須恵器19点。そのうち土師器棄1点、須恵器高台椀3点を図示。  

時期 覆土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。  
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H－8号住居跡（Fig．18）  

位置 Ⅹ165、Y141グリッド 主軸方向 N－990－E 形状等 長方形と推定される。東西（2．99）m、南北  

（1．80）m、壁現高28．Ocm。 面積（3．72）rrf 床面 平坦な貼り床。 重複 H－7，11と重複しており、新旧  

関係はH－7，11→本遺構 時期 覆土や重複関係から9世紀代と考えられる。  

H－9号住居跡（Fig．18・63・64、PL．3・21）  

位置 Ⅹ165～167、Y140・141グリッド 主軸方向 N－950－E 形状等 長方形と推定される。東西（2．24）m、  

南北（4．90）m、壁現高45．Ocm。 面積（8．88）rrf 床面 平坦な貼り床。 重複 H－6と重複しており、新旧  

関係は本遺構→H－6 出土遺物 土師器180点、須恵器47点。そのうち土師器杯5点、須恵器嚢1点・須恵器  

蓋1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から7世紀後半と考えられる。  

H－10号住居跡（Fig．16、PL．2）  

位置 Ⅹ162・163、Y140グリッド 主軸方向 N－1020－E 形状等 長方形と推定される。東西（2．40）m、  

南北（1．60）m、壁現高11．Ocm。 面積（2．76）d 床面 平坦な貼り床。 重複 W－2と重複しており、新旧  

関係はH－5→本遺構→H－4 出土遺物 須恵器1点。 時期 覆土や重複関係から9世紀代と考えられる。  

H－11号住居跡（Fig．18）  

位置 Ⅹ106、Y141グリッド 主軸方向 N－1060－E 形状等 長方形と推定される。東西（2．20）m、南北  

（1．70）m、壁現高21．Ocm。 面積（2．97）rrf 床面 平坦な貼り床。 重複 H－8と重複しており、新旧関係  

は本遺構→H－11出土遺物 土師器41点、須恵器20点、瓦2点、鉄製品2点。 時期 覆土や出土遺物から9  

世紀代と考えられる。  

（2）溝  跡  

W－1号溝跡（Fig．19）  

位置 Ⅹ156、Y140・141グリッド 主軸方向 N－lO－E 形状等 U字形。 長さ 2．8m 深さ17．Ocm  

最大上幅80cm、最大下幅54cm 時期 覆土からAs－B降下以前と考えられる。 備考 流水の痕跡無し。  

W－2号溝跡（Fig．19）  

位置 Ⅹ157、Y140・141グリッド 主軸方向 N－450－E 形状等 U字形。 長さ 2．9m 深さ13．5cm  

最大上幅74cm、最大下幅56cm 時期 覆土からAs－B降下以前と考えられる。 備考 流水の痕跡無し。  

W－3号溝跡（Fig．19）  

位置 Ⅹ157～160、Y141グリッド 主軸方向 NN880－E 形状等 U字形。 長さ11．5m 探さ 29．5cm  

最大上幅160cm、最大下幅100cm 出土遺物 土師器20点、須恵器16点。 時期 覆土と出土遺物からAs－B降下  

以前と考えられる。 備考 流水の痕跡無し。  

W－4号溝跡（Fig．19・63・64、PL．3・22）  

位置 Ⅹ163・164、Y140・141グリッド 主軸方向 N－180－W 形状等 逆台形。 長さ 4．8m 探さ  

69．5cm 最大上幅323cm、最大下幅54cm 出土遺物 土師器186点、須恵器251点、石製品1点。そのうち土師器  

棄3点・土師器高杯1点、須恵器杯1点・須恵器棄1点・須恵器壷2点を図示。 時期 覆土と重複関係から  
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Hr－FP降下以降9世紀以前と考えられる。 備考 流水の痕跡無し。  

（3）土坑（Fig．18、PL．3）   

土坑については、Tab．4 土坑、ピット、井戸跡計測表を参照のこと。  

（4）グリッド等出土遺物（Fig．64、PL．22）   

土師器158点、須恵器86点、瓦14点、縄文土器1点、灰粕陶器2点、石製品6点を出土。このうち須恵器棄1  

点を図示。  

3区  

（1）竪穴住居跡  

H－1号住居跡（Fig．20・65、PL．23）  

位置 Ⅹ283、Y135～136グリッド 主軸方向 不明 形状等 遺構本体の多くは調査区外にあり、東壁側の一  

部と竃部分を確認。 面積 検出部分で（1．22）d 床面 わずかに堅緻面を確認。 罵 東壁側に付設。主軸  

方向N－63O－E。全長71cm、最大幅52cm、焚口部幅30cm。本体は粘土で構築、被熱により焼土化している。手  

袖部両側に、径20～25cm大の安山岩自然礫を設置する。 重複 H－3と重複しており、新旧関係はH－3→本  

遺構 出土遺物 床面出土の遣物2点を図示。 時期 重複関係や出土遺物から10世紀中～後半頃。  

H－2号住居跡（Fig．20・65、PL．4・23）  

位置 Ⅹ283・284グリッド、Y135・136グリッド 主軸方向 N－650－E 形状等 検出部分から、方形状をなす。   

規模 東西5．16m、南北（3．11）m、壁高55．5cm。 面積（10．56）d。 床面ほぼ平坦。竜手前付近を中心に不  

整形状に堅赦面が拡がる。 貯蔵穴 北東コーナー部に平面方形状で確認。またピット西～南側にはL字状をな  

し、粘質土主体の高さ5cm程度の周堤で区画する。P5掘削土で構築。周提部上面で炭化材確認。 罵 東壁側  

に付設。主軸方向N－960－E。全長（106）cm、最大幅（64）cm、焚口幅（30）cm。袖部は粘土構築、長く舌状に  

張出す。燃焼部内側の焼士分布拡がる。 重複 H－7と重複。H－2→7の順。 出土遣物 竃内で土師器杯  

（3）が出土したほか、東壁下・竃前付近の床面遺物を中心に図化。 時期 出土遺物から6世紀末～7世紀初頭頃。  

H－3号住居跡（Fig．21・65、PL．4・23）  

位置 Ⅹ283・284グリッド、Y135・136グリッツド 主軸方向 N－960－E 形状等 南北に長い方形状。  

規模 東西（2．64）m、南北（3．11）m、壁高33．Ocm。 面積〔7．96〕出 床面 ほぼ平坦。さほどの堅緻はみられ  

ない。ピット等は確認できなかった。 竃 東壁南寄りに付設。主軸方向N－990－E。全長70cm、最大幅57cm、  

焚口幅30cm。袖部・燃焼部には構築材・支脚材の安山岩礫がまとまる。 重複 0－1・D－1と重複。いずれ  

より本跡が旧い。 出土遣物 比較的竃付近の床面に集中。 時期 出土遺物から10世紀中～後半頃か。  

H－4号住居跡（Fig．21・22・65・82、PL．3・23）  

位置 Ⅹ283・284、Y126グリッド 主軸方向 N－870－E 形状等 東西に長い方形。東西4．72m、南北2．90m、  

壁現高36．5cm。 面積12．72d 床面 北西隅部がやや高まるが、全体的には平坦。暗褐色土を用いた貼床。竃  

前が堅赦。 竃 東壁中央に付設。主軸方向N－960－E、全長122cm、最大幅76cm。焚口部幅34cm。構築材とし  

て両袖に粘土、右袖に円筒埴輪片、右袖には安山岩礫を使用。竃手前には構築材に用いられたと思われる凝灰質  
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砂岩の流出も確認された。 重複 W－2と重複し、本遺構が新。 出土遺物 総数230点が出土。うち土師器  

4点（杯1、小型棄2、棄1）、円筒埴輪2点（竃構築材と考えられる）を図示した。 時期 出土遺物から7  

世紀後半と考えられる。  

H－5号住居跡（Fig．22・66・67、PL．4・23・24）  

位置 Ⅹ284・285グリッド、Y134・135グリッド 主軸方向 N－920－E 形状等 方形状。 規模 東西  

（3．46）m、南北（4．30）m、硯壁高49．Ocm。 面積（13．19）d 床面 南東側付近で、比較的平坦面形成。 竃  

未検出。重複 中央部分で（D－3・4・5・7）土坑が出土。これらについては、床下土坑の可能性も想定さ  

れたが、須恵器凛（20・21・24）等が、住居跡覆土上面～土坑（D－3・5）の底面にかけて出土することから、  

住居跡床あるいは下面（床下土坑）のいずれかに帰属するといった状況は窺えない。土坑群との関係は遺物出土  

状況から、住居跡→土坑群（D－3・5、若干の時間差でD－4）であろうか。 出土遺物 住居跡覆土～D－  

3・5内に須恵器大喪（20・24）、住居跡床面で同（21）、D－3底面で土師器高杯（19）が出土。（20）はH－  

6出土片を含む等の特徴を示す。 時期 5世紀末～6世紀初め頃。  

H－6号住居跡（Fig．23・24・68・81・82、PL．5・6・24～26）  

位置 Ⅹ283・284、Y127～129グリッド 主軸方向 N－690－E 形状等 正方形。東西6．98m、南北7．00m、  

壁現高73．Ocm。南壁中央やや東側に張り出しがある。 面積（36．57）戒 覆土 地山の黄褐色土ブロックを多量  

に含み、人為的に埋められたよう別犬況が看取された。 床面 全体的に平坦で、竃前に広く堅赦面を確認。黄  

褐色土と黒褐色土で貼床を施す。住居西側の床面には広く灰の分布が認められた。 間仕切り 3カ所で間仕切  

りと思われる溝状の掘り方を検出。長さ0．9～1．4m、幅0．2m、深さ10～15cm程度。 竃 東壁中央やや南に付設。  

主軸方向N－730－E、全長152cm、最大幅87cm。焚口部帽45cm。両袖は粘土により構築され、袖石・天井石およ  

び支脚に凝灰質砂岩を使用している。天井石（Fig．823一石18）は崩落した状況で出土。支脚周辺には粘土が分  

布しており、粘土により固定されていたと見られる。また土師器嚢底部（No．47）が支脚頂部に被さった状態で  

出土している。 貯蔵穴 住居南東隅で検出。形状は隅丸方形で長軸116cm、短軸113cm、探さ55cmを測る。貯蔵  

穴内から土師器甑（No．51）が出土。 張り出し 台形、東西1．18m、南北0．4mを測る。張り出し部周辺は床面  

がわずかに堤状に高まる（馬蹄形状遺構）。馬蹄形状遺構中央部からは梯子穴と思われるピット（P6）を検出。  

これらは、入口施設に関連するものと考えられる。 重複 0－1と重複し、本遺構が切られる。 出土遺物等   

床面および壁面際から炭化材が多数出土し、とくに南・西壁付近での出土が多かった。遺物は竃周辺で土師器杯・  

嚢などがまとまって出土した。また、南西隅部では菰編石14点が出土している。遺物の総数は1，167点。うち  

土師器杯・嚢、手づくね小型杯、須恵器、菰編石などを図示した。 時期 出土遺物から5世紀末～6世紀初頭  

と考えられる。 備考 炭化材の出土状況や覆土の状況などを勘案すると住居焼失後、人為的に埋められたもの  

と考えられる。遺構・遺物とも残存状況が良く、該期の諸特徴をよく表している。  

Hq7胃住居跡（Fig．25・69、PL．6・25）  

位置 Ⅹ283・284グリッド、Y135・136グリッド 主軸方向 N－880－E 形状等 南半部は調査区外。現状から、  

南北に長い方形状か。 規模 東西2．65m、南北（2．34）m、現壁高16．5cm。 面積（5．67）rrf 床面 ほぼ平坦。  

中央部分で黒褐色土主体の堅緻面を確認。 重複 H－1・9と重複、新旧は、H－9→7→1の順である。  

出土遺物 遺物数は少なく、覆土内出土の土師器杯（52）を図化。 時期 出土遺物から、7世紀末頃であろうか。  

H－8胃住居跡（Fig．25、PL．6）  
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位置 Ⅹ283・284、Y132・133グリッド 主軸方向 N－10lO－E 形状等 西側が落ち込み（0－1）によ  

り切られるが、調査区西壁際に床面が残存していた。方形と推測される。東西（3．57）m、南北3．66m、壁現高  

26．Ocm。 面積（5．79）d 床面 全体的に平坦で堅赦。部分的に黄褐色土で貼床を施す。 竃 東壁南寄りに  

付設。主軸方向N－1000－E、全長85cm、最大幅72cm。焚口部幅38cm。竃壁面および周辺部に粘土を貼付して構  

築している。また、周辺からは構築材として用いたとみられる安山岩礫片が出土した。 重複 0－1、D－2  

と重複し、いずれも本遺構を切る。 出土遺物 総数61点が出土。 時期 出土遣物は少ないものの概ね9世紀  

代と推測される。  

H－9号住居跡（Fig．26■69・83、PL．6・25）  

位置 Ⅹ283・284グリッド 、Y134～136グリッド 主軸方向 N－760－E 形状等 東半側1／2程度を検出。現  

状から整った方形状をなすとみられる。 規模 東西（5．82）m、南北（3．70）m、現壁高24．5cm。 面積（9．49）d  

床面 ほぼ平坦。中央東寄りの壁下で、不整形状に堅緻面が拡がる。 間仕切り 東壁下で、長1．6m、幅20cm、  

深18cmの溝状。貯蔵穴 東壁下南寄りに出土。平面方形状。 竃 H－7に切られ本体は未検出だが、間仕切り  

の南側に竃関連とみられる、灰色粘土主体分布が確認された。 重複 H－9→7の順。出土遺物 竃付近床面  

を中心に菰編石群、貯蔵穴内で土師器杯（54）、床面で同（53）が出土。 時期 出土遺物から7世紀前半代。  

H－10号住居跡（Fig．26・27・69・70・83、PL．7・25）  

位置 Ⅹ284・285グリッド 、Y132・133グリッド 主軸方向 N－950－E 形状等 隅丸万形状 規模 東西  

3．13m、南北3．73m、現壁高41．Ocm 面積10．68Ⅰポ 床面 ほぼ平坦。竃手前付近を中心に堅緻面拡がる。 貯  

蔵穴 南東コーナー部で検出。 竃 東壁南寄りに付設。袖部に大形自然礫を配し、燃焼部内には支脚材や、構  

築材に使用したとみられる礫、土釜等の土器類が散在する。主軸方向N－890－E。全長102cm、最大幅73cm、焚  

口幅38cm。 出入口 南壁下中央部分で、幅75cm程度のテラス中央部分に少ピット1本を確認、梯子穴であろう  

か。 重複 北半側でH－14と重複。H－14→10の順。 出土遺物 竃内、焚口付近を中心に集中していた。  

時期 出土遺物から、おおよそ10世紀後半頃。  

H－11弓住居跡（Fig．27・70、PL．7・26）  

位置 Ⅹ284・285、Y129・130グリッド 主軸方向 N－970－E 形状等 南北に長い長方形。東西3．88m、南  

北4．90m、壁現高14．Ocm。 面積17．64Ⅰポ 床面 全体的に平坦で、竃前を中心に堅赦。 竃 東壁南東隅近く  

に付設。主軸方向N－9lO－E、全長68cm、最大幅44cm。焚口部幅22cm。 貯蔵穴 中央南壁近くでP5を検出。  

形状は楕円形、長径72cm、短径57cm、深さ51cm。 重複 H－12・13・15、W－1と重複し、新旧関係はH－12  

→H－13→H－15→本遺構→W－1の順。 出土遺物 総数116点が出土した。そのうち須恵器小型杯1点、灰  

粕陶器段皿1点を図示した。 時期 出土遺物から11世紀前半と推測される。  

H－12胃住居跡（Fig．28、PL．7）  

位置 Ⅹ283・284、Y129～131グリッド 主軸方向 N－530－E 形状等 東西に長い長方形。東西5．78m、南  

北3．20m、壁現高32．5cm。 面積（6．62）d 床面 全体的に平坦で、部分的に堅赦。 貯蔵穴 北東隅で検出。  

形状は方形、長軸49cm、短軸46cm、探さ35．5cm。 重複 H－11・13・15、0－1と重複し、新旧関係は本遺構  

→H－13→H－15→H－11、本遺構→0－1の順。 出土遺物 総数66点が出土した。 時期 出土遺物が少な  

く時期決定は難しいが、重複するH－13との関係から、6世紀代と推測される。  
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H－13胃住居跡（Fig．28・70、PL．7・26）  

位置 Ⅹ283～285、Y129・130グリッド 主軸方向 N－890－E 形状等 東西に長い長方形。東西5．64m、南  

北3．17m、壁現高45．5cm。 面積（21．71）d 床面 全体的に平坦で、竃前を中心に堅赦。 竃 東南隅に付設。  

撹乱により一部壊される。主軸方向N－1310－E、全長（58）cm、最大幅（85）cm。焚口部幅（44）cm。 貯蔵穴  

竜北側で検出。形状は楕円形、長径72cm、短径52cm、探さ19．5cm。 重複 H－11・12・15と重複し、新旧関係  

はH－12→本遺構→H－15→H－11の順。出土遺物 総数89点が出土。うち土師器杯1点を図示した。 時期  

出土遺物から6世紀後半と考えられる。  

H－14号住居跡（Fig．26・70・71、PL．7・26）  

位置 Ⅹ284・285グリッド 、Y131・132グリッド 主軸方向 N－950－E 形状等 現状で隅丸万形状 規模  

東西3．24m、南北（2．80）m、現壁高38．Ocm 面積（7．07）戒 床面 ほぼ平坦。中央部円形状に堅赦面拡がる。  

周溝 西～北壁下の一部に確認。最大幅20cm、深さ4cm前後。 竃 東壁北寄りに付設痕。主軸方向N－870qE、  

全長84cm、最大幅56cm、焚口幅36cm。 重複 H－10、W－5と重複。H－14→10、H－14→W－5の順。 出  

土遺物 竃内、検出南側床面を中心にまとまる。 時期10世紀後半頃。  

H－15胃住居跡（Fig．29・71、PL．26）  

位置 Ⅹ284・285、Y129・130グリッド 主軸方向 N－960－E 形状等 南北に長い長方形。東西3．50m、南  

北4．10m、壁現高28．5cm。 面積13．25Id 床面 全体的に平坦で、竃前を中心に堅赦。 竃 東壁南東隅近く  

に付設。主軸方向N－970－E、全長92cm、最大幅60cm。焚口部幅34cm。 貯蔵穴 南西隅で検出。形状は円形、  

長径74cm、籍径72cm、深さ31．5cm。 重複 H－11・12・13、W－1と重複し、新旧関係はH－12→H－13→本  

遺構→H－11→W－1の順。 出土遺物 総数48点が出土。うち須恵器杯2点を図示した。 時期 出土遺物や  

重複関係から10世紀後半頃と考えられる。  

（2）溝  跡  

W－1号溝跡（Fig．30）  

位置 Ⅹ284～285、Y124～129グリッド 主軸方向 N－20－E 長さ 23．Om 最大幅 上幅120cm、下幅  

35cm。 深さ 31cm 形状 U字形 重複 W－2、H－11・15と重複し、いずれの遺構よりも新しい。 出土  

遺物 土師器・須恵器など総数17点が出土。 時期 覆土にAs－B軽石の混入が認められることから、As－B降  

下以降と考えられる。  

W－2胃溝跡（Fig．30、PL．7）  

位置 Ⅹ283～285、Y124～127グリッド  主軸方向 N－33Q－W 長さ14．2m 最大幅 上幅95cm、下幅  

36cm。 深さ 51cm 形状 U字形 重複 W－1、H－4と重複し、新旧関係は本遺構→H－4→W－1の順。  

出土遺物 土師器など総数73点が出土。 時期 H－4との新旧関係から、7世紀後半以前と考えられる。  

W－3号溝跡 欠番  

W－4号溝跡（Fig．30、PL．7）  

位置 Ⅹ283～285、Y131グリッド 主軸方向 N－870－W 長さ 7．Om 最大幅 上幅76cm、下幅36cm。 深  

さ 23．5cm 形状 U字形 重複 0－1と重複し、切られる。 出土遺物 土師器16点が出土。 時期 不明。  

－ 26 一   



As－B軽石降下以前。  

W－5号溝跡（Fig．30）  

位置 Ⅹ284・285、Y132グリッド 主軸方向 N－86O－W 長さ（3．2）m 最大幅 上幅90cm、下幅60cm。  

深さ18～28．5cm 形状 U字形 重複 H－14と重複。新旧関係はH－14→本遺構の順。 出土遺物 土師器・  

須恵器・瓦片など総数17点が出土。 時期 H－14との関係から、10世紀後半以降と考えられる。  

（3）土坑・ピット・井戸跡・落ち込み（Fig．29・71、PL．7・26）   

3区からは土坑8基、ピット2基、井戸跡1基を検出した。土坑・ピットについてはいずれも古代、井戸跡は  

出土遣物から中世と考えられる。Tab．4にこれらの規模等の詳細を記した。   

また、調査区東側には自然地形と考えられる落ち込み（0－1）が確認された。覆土は褐色シルトを多く含む  

黄褐～暗褐色土で、As－CやHr－FPと思われる白色軽石粒をわずかに含む。AsTB軽石は混入しない。砂利層な  

どは確認できず、洪水による堆積層ではなく形成要因は不明であるが、H－6・8・11などはこの落ち込みに切  

られていた。覆土中からは古墳～平安時代にかけての土器片等が出土しており、うち須恵器杯など6点を図示し  

た。これらの出土遺物からこの落ち込みの堆積層は、10世紀後半以降に形成されたとみられる。  

4区  

試掘調査のみ  

5区  

（1）竪穴住居跡  

H－1弓住居跡（Fig．31・72、PL．8・27）  

位置 Ⅹ32・33、Y159グリッド 主軸方向 N－970－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．22）m、南  

北（2．29）m、壁現高23．Ocm。 面積（5．92）d 床面 平坦な貼り床。 竃 東壁中央に位置する。主軸方向N  

－1000－E。全長86cm、最大幅76cm、焚口部幅48cm。構築材に粘土、凝灰岩を用いる。 重複 Wqlと重り、  

新旧関係は本遺構→W－1 出土遺物 土師器102点、須恵器40点、瓦6点、縄文土器9点、石製品4点。その  

うち土師器杯1点・土師器嚢1点、須恵器杯1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。  

H－2号住居跡（Fig．31・61・72、PL．8・19・27）  

位置 Ⅹ39・40、Y164グリッド 主軸方向 N－920－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．22）m、南北  

（2．29）m、壁現高39．Ocm。 面積（10．63）rrf 床面 平坦な床面。 炉 長軸方向N－720－E。長軸52cm、短軸  

48cm、探さ10．5cm。 出土遺物 土師器101点、須恵器1点、縄文土器瓦9点、石8点。そのうち土師器棄3点、  

縄文土器2点を図示。 時期 覆土や出土遺物から4世紀代と考えられる。  

H－3号住居跡（Fig．32・61・73・84・85、PL．8・19・27・28）  

位置 Ⅹ31・32、Y163・164グリッド 主軸方向 N－720－E 形状等 長方形と推定される。東西（4．20）m、  

南北（3．20）m、壁現高40．Ocm。 面積（10．35）d 床面 平坦な貼り床。 竃 東壁中央南寄りに位置する。  

主軸方向N－820－E。全長90cm、最大幅123cm、焚口部幅70cm。構築材に粘土と凝灰岩を用いる。 重複 H－  
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7、A－1、W－2、W－3と重複しており、新旧関係はH－7→本遺構→A－1→W－2→W－3 出土遺物  

土師器216点、須恵器204点、縄文土器36点、鉄製品1点、石製品20点。そのうち土師器杯13点・土師器棄4点、  

須恵器壷1点・須恵器棄1点、縄文土器2点、石製品1点、鉄製品1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から8  

世紀前半と考えられる。  

H－4号住居跡（Fig．32・72、PL．8・28）  

位置 Ⅹ32・33、Y160グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 面積 不明 床 不明 竃 位置は不明。  

主軸方向N－860－E。全長191cm、最大幅67cm、焚口部幅40cm。構築材に粘土、土師器杯、須恵器杯、瓦、凝灰  

岩を用いる。 重複関係 W－1と重複しており、新旧関係は本遺構→W－1 出土遺物 土師器47点、縄文土  

器4点、石製品2点。そのうち土師器杯1点、須恵器杯1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から9世紀後半と  

考えられる。  

H－5号住居跡（Fig．33・85、PL．9・28・29）  

位置 Ⅹ34・35、Y164・165グリッド 主軸方向 N－590－E 形状等 長方形と推定される。東西（4．40）m、  

南北（3．32）m、壁現高36．Ocm。 面積（7．30）戒 床面 平坦な床面。 寒 中央南寄りに位置する。主軸方向  

N－630－E。全長116cm、最大幅112cm、焚口部幅78cm。 重複 H－6と重複しており、新旧関係はH－6→  

本遺構 出土遣物 土師器43点、須恵器11点、縄文土器17点、鉄製品1点。そのうち鉄製品1点を図示。 時期  

覆土からAs－C降下以降から、Hr－FP降下以前と考えられる。  

H－6号住居跡（Fig．33・72・84）  

位置 Ⅹ35・36、Y164・165グリッド 主軸方向 N－840－E 形状等 長方形と推定される。東西（2．48）m、  

南北（2．27）m、壁現高12．Ocm。 面積（4．27）rrf 床面 平坦な床面。 炉 長軸方向N－250－E。長軸41cm、  

短軸35cm、深さ4cm。 重複 H－5と重複しており、新旧関係は本遺構→H－5 出土遺物 土師器15点、縄  

文土器2点、鉄製品1点、石製品1点。そのうち土師器棄1点、鉄製品1点、石製品1点を図示。 時期 覆土  

や出土遺物から4世紀代と考えられる。  

H－7胃住居跡（Fig．34・61・72、PL．19）  

位置 Ⅹ37・38、Y163・164グリッド 主軸方向 N－850－E 形状等 長方形と推定される。東西（5．80）m、  

南北（2．14）m、壁現高58．Ocm。 面積（11．06）d 床面 平坦な貼り床。 重複 H－3と重複しており、新  

旧関係は本遺構→H－3 出土遺物 土師器88点、須恵器10点、縄文土器26点、石製品1点。そのうち土師器柑  

1点・土師器嚢2点、縄文土器1点を図示。時期 覆土や出土遣物から6世紀後半から7世紀前半と考えられる。  

（2）溝  跡  

W－1号溝跡（Fig．35）  

位置 Ⅹ32・33、Y159～163グリッド 主軸方向 N－50－W 形状等 逆台形。 長さ16．9m 深さ  

34．Ocm 最大上幅90cm、最大下幅30cm  出土遺物 土師器26点、須恵器18点、瓦2点、縄文土器5点、灰粕陶  

器3点、鉄製品1点。 時期 覆土からAs－B降下以降と考えられる。 備考 流水の痕跡無し。  

W－2号溝跡（Fig．35）  

位置 Ⅹ37・38、Y163～165グリッド 主軸方向 N－450－E 形状等 U字形。 長さ 6．Om 深さ  
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33．5cm 最大上幅80cm、最大下幅40cm 重複 H－7、H－3、A－1、W－3と重複しており、新旧関係はH  

－7→H－3→A－1→本遺構→W－3 出土遺物 土師器40点、須恵器10点、瓦2点、縄文土器2点、石製品  

1点、灰粕陶器3点。 時期 覆土からAs－B降下以降と考えられる。 備考 流水の痕跡無し。  

W－3号溝跡（Fig．35）  

位置 Ⅹ36・37、Y163～165グリッド 主軸方向 N－880－E 形状等 U字形。 長さ 6．1m 深さ  

43．Ocm 最大上幅155cm、最大下幅88cm 重複 H－7、Hq3、A－1、W－2と重複しており、新旧関係は  

H－7→H－3・・＋A－1→W－2→本遺構 時期 覆土からAs－B降下以降と考えられる。 備考 流水の痕跡  

無し。  

（3）道路状遺構  

A－1胃溝跡（Fig．35）  

位置 Ⅹ37、Y163～165グリッド 主軸方向 N－5O－W 長さ 6．Om 最大幅18．3cm 時期 覆土や重複  

から8世紀後半以降As－B降下以前と考えられる。  

（4）土坑（Fig．35・61・72・74・84、PL19・29）   

土坑については、Tab．4 土坑・ピット・井戸跡・落ち込み計測表を参照のこと。  

（5）グリッド等出土遺物（Fig．74・61・80、PL19・29）   

土師器762点、須恵器219点、瓦22点、縄文土器327点、灰粕陶器3点、緑粕陶器2点、土製品1点、石製品19  

点を出土。そのうち土師器窯3点、緑粕陶器2点、縄文土器6点、土製品1点を図示。  

6区  

（1）竪穴住居跡  

H－1号住居跡（Fig．36・74・85、PL．9・29）  

位置 Ⅹ200、Y138グリッド 主軸方向 N－1040－E 形状等 長方形と推定される。東西（1．96）m、南北  

（3．59）m、壁現高7．Ocm。 面積（4．86）d 床面 平坦な貼り床。 竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向  

N－1110－E。全長109cm、最大幅74cm、焚口部幅14cm。構築材に粘土、袖部に凝灰岩を用いる。 重複 H－  

2、6と重り、新旧関係はH－6→H－2→本遺構 出土遺物 土師器108点、須恵器34点、瓦2点、灰粕陶器1点、  

鉄製品1点。そのうち須恵器羽釜1点・須恵器小型杯2点・須恵器高台椀1点、鉄製品1点を図示。 時期 覆  

土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。  

H－2号住居跡（Fig．36、PL．10）  

位置 Ⅹ200、Y137・138グリッド 主軸方向 N－1250－E 形状等 長方形と推定される。東西（2．38）m、  

南北（3．42）m、壁現高14．Ocm。 面積（9．45）戒 床面 平坦な床。 重複 H－1、3、6と重り、新旧関係  

はH－6→本遺構→H－1、3 出土遺物 土師器47点、須恵器10点、瓦1点。 時期 覆土や出土遺物から9  

世紀代と考えられる。  
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H－3号住居跡（Fig．36、PL．10）  

位置 Ⅹ200、Y137グリッド 主軸方向 N－1000－E 形状等 長方形と推定される。東西（0．92）m、南北  

（2．50）m、壁現高18．Ocm。 面積（1．70）出 床面 平坦な床。 重複 H－2と重り、新旧関係は→H－2→  

本遺構 出土遺物 土師器10点、須恵器4点、瓦2点。 時期 覆土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。  

H－4号住居跡（Fig．37・74、PL．10・29）  

位置 Ⅹ200・201、Y140グリッド 主軸方向 N－850－E 形状等 長方形と推定される。東西（4．23）m、南  

北（2．40）m、壁現高18．Ocm。 面積（8．81）d 床面 平坦で堅赦な貼り床。 出土遺物 土師器147点、須恵  

器15点。そのうち土師器杯1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から7世紀後半と考えられる。  

H－5号住居跡（Fig．37・74、PL．10）  

位置 Ⅹ200・201、Y137グリッド 主軸方向 N－780－E 形状等 長方形と推定される。東西（1．32）m、南  

北（3．00）m、壁現高11．Ocm。 面積（2．72）rrf 床面 平坦な床。 重複 H－6と重り、新旧関係はH－6→  

本遺構 出土遺物 土師器2点、須恵器27点。そのうち須恵器小型杯2点を図示。 時期 覆土や出土遺物から  

8世紀前半から中葉と考えられる。  

H－6号住居跡（Fig．37）  

位置 Ⅹ200・201、Y137・138グリッド 主軸方向 N－600－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．90）m、  

南北（3．30）m、壁現高22．Ocm。 面積（10．83）戒 床面 平坦で堅緻な貼り床。 重複 H－1、2、5と重り、  

新旧関係は本遺構→H－2→H－1、5 出土遺物 須恵器3点。 時期 覆土や重複関係から7世紀後半と考  

えられる。  

H－7号住居跡（Fig．37・74・85、PL．29）  

位置 Ⅹ200・201、Y137・138グリッド 主軸方向 N－600－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．20）m、  

南北（3．10）m、壁現高20．Ocm。 面積（8．48）d 床面 平坦な貼り床。 竃 東壁中央に位置する。主軸方向  

N－900－E。全長62cm、最大幅70cm、焚口部幅34cm。構築材に粘土を用いる。 重複 H－8と重り、新旧関  

係は本遺構→H－8 出土遺物 土師器239点、須恵器25点、瓦1点、鉄製品2点。そのうち土師器棄2点、鉄  

製品2点を図示。 時期 覆土や出土遺物から7世紀後半と考えられる。  

H－8号住居跡（Fig．74）  

位置 Ⅹ200・201、Y136グリッド 主軸方向 不明 形状等 不明 面積（4．86）d 床面 平坦で堅赦な貼  

り床。 重複 H－7と重り、新旧関係はH－7→本遺構 出土遺物 須恵器2点。そのうち須恵器小型杯1点  

を図示。 時期 重複関係や出土遺物から10世紀後半と考えられる。  

（2）土坑、ピット、落ち込み、井戸跡（Fig．38・74・85、PL．10・29・30）   

土坑、ピット、落ち込み、井戸跡については、Tab．4土坑、ピット井戸跡等計測表を参照のこと。  

（3）グリッド等出土遺物   

土師器390点、須恵器38点、瓦4点、縄文土器1点を出土。  
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7区  

（1）竪穴住居跡  

H－1胃住居跡（Fig．39）  

位置 Ⅹ59・60、Y85・86グリッド 主軸方向 N－930－E 規模 東西3．70m、南北（1．94）m、壁現高17cm。  

面積（5．95）出 床面 平坦な床面。貼り床有り。周溝有り。 竃 竃検出されず。 出土遺物 土師器37点、  

須恵器7点、瓦3点、石類1点。 時期 埋土からHr－FP降下以降As－B降下以前と考えられる。  

H－2号住居跡（Fig．39・75、PL．30）  

位置 Ⅹ58～60、Y83・84グリッド  主軸方向 N－920－E 規模 東西3．90m、南北3．98m、壁現高52cm。  

面積14．42Ⅰポ 床面 平坦で堅徹な貼り床。周溝有。 竃 東壁中央やや南と北壁やや西寄りに位置する。東  

竃 主軸方向N－100O－E。全長94cm、最大幅98cm、焚口部幅42cm。北竜 主軸方向N－20－E。全長160cm、  

最大幅90cm、焚口部幅22cm。構築材に粘土を用いる。 重複 H－11・W－2と重複しており、新旧関係は、H  

－11→本遺構→W－2の順である。 出土遺物 土師器601点、須恵器42点、瓦10点、鉄製品1点。そのうち土  

師器杯4点、須恵器杯2点、土師器棄1点を図示。 時期 覆土や出土遣物から8世前半と考えられる。  

H－3号住居跡（Fig．40・75、PL．30）  

位置 Ⅹ60、Y83・84グリッド 主軸方向 N－1120－E 規模 東西3．32m、南北3．32m、壁現高は37．5cm。  

面積10．56汀f 床面 平坦で堅緻な床面。 篭 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－1160－E。全長72cm、最  

大幅62cm、焚口部幅30cm。構築材に粘土を用いる。 重複 H－5・9・11と重複しており、新旧関係はH－11・  

H－5→H－9→本遺構の順である。 出土遺物 土師器295点、須恵器47点、瓦52点。そのうち土師器整1点、  

カワラケ1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から11世紀前半と考えられる。  

H－4胃住居跡 欠番  

H－5号住居跡（Fig．40）  

位置 Ⅹ60・61、Y84グリッド 主軸方向 N－900T E 規模 東西（1．92）m、南北（1．92）m、壁現高は  

24．Ocm。 面積（2．92）戒 床面 平坦な床面。周溝有。 竃 不明。 重複 H－3・9・W－1と重複しており、  

新旧関係は、本遺構が一番古い。 出土遺物 土師器67点、須恵器1点、瓦4点。 時期 覆土や出土遣物から  

Hr－FP降下以降から8世紀と考えられる。  

H－6胃住居跡（Fig．41・75、PL．30・31）  

位置 Ⅹ60・61、Y81・82グリッド 主軸方向 N－850－E 規模 東西［2．94］m、南北3．80m、壁現高34．Ocm。  

面積［10．73］d 床面 平坦で堅赦な床面。 竃 東壁に位置する。主軸方向N－900－E。、W－1により焚口  

部は削られている。 重複 W－1と重複しており、新旧関係は、本遺構→W－1の順である。 出土遣物 土  

師器91点、須恵器6点、瓦3点。そのうち土師器杯1点、土師器棄1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から8  

世紀中葉と考えられる。  

H－7号住居跡（Fig．41・76、PL．31）  

位置 Ⅹ61・62、Y82・83グリッド 主軸方向 N－850－E 規模 東西3．30m、南北［4．50］m、壁現高28．5cm。  

面積［13．89］出 床面 平坦で堅緻な床面。 竃 東壁に位置する。主軸方向N－840－E。全長112cm、最大幅  
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100cm、焚口部幅42cm。構築材に粘土、凝灰岩を用いる。重複 H－8と重複しており、新旧関係は、H－8  

→本道構の順である。出土遺物 土師器227点、須恵器15点○そのうち土師器杯2点、土師器棄1点、須恵器  

蓋1点を図示。時期 覆土や出土遺物、重複関係から8世紀中葉と考えられる。  

H－8号住居跡（Fig．41・75、PL．31）  

位置 Ⅹ61・62、Y81・82グリッド 主軸方向 N－96。－E 規模 東西3．00m、南北［2．28］m、壁現高29．Ocm。  

面積（5・19）d 床面 平坦で堅赦な床面。竃 東壁に位置する。主軸方向N－790－E。全長（52）cm、最大  

幅（70）cm、焚口部幅ト］cm。構築材に粘土、凝灰岩を用いる○ 重複 H－7と重複しており、新旧関係は、  

本遺構→H－7の順である。出土遺物 縄文土器1点、土師器214点、須恵器2点、灰粕陶器1点、瓦7点。  

そのうち土師器杯1点、須恵器杯1点を図示。時期 覆土や出土遺物、重複関係から8世紀前半と考えられる。  

H－9号住居跡（Fig．42・76、PL．31）  

位置 Ⅹ60・61、Y83・84グリッド 主軸方向 N－87。－E 規模 東西3．88m、南北5．24m、壁現高57．5cm。  

面積19・16Hi床面 平坦で堅赦な床面。憲 東壁やや南寄りに位置する。主軸方向［N－800－E］。全長－Cm、  

最大幅（110）cm、焚口部幅（46）cm。構築材に粘土、凝灰岩を用いる。重複 H－3・H－5・H－11・W－  

1と重複しており、新旧関係は、＝－11・H－5→H－9→H－3→Wqlの順である。出土遺物 土師器  

1027点、須恵器65点、灰粕陶器2点、瓦11点、鉄製品1点、石類2点。そのうち土師器杯3点、須恵器杯2点を  

図示0 時期 覆土や出土遺物、重複関係から8世紀中葉と考えられる。  

Hq10号住居跡（Fig．42・76、PL．31・32）  

位置 Ⅹ63・64、Y80・82グリッド 主軸方向 N－75。－E 規模 東西4．38m、南北5．60m、壁現高44．Ocm。  

面積19・27d 床面 平坦な床面。張り出し床有り○ 竃 東壁やや南寄りに位置する。主軸方向N－750－E。  

全長100cm、最大幅116cm、焚口部幅40cm。構築材に粘土、凝灰岩を用いる。出土遺物 縄文土器1点、土師  

器389点、須恵器5点、瓦3点、剥片1点。そのうち土師器杯8点、土師器長胴嚢1点、須恵器蓋1点を図示。  

時期 覆土や出土遣物から8世紀前半と考えられる。  

H－11胃住居跡（Fig．43）  

位置 Ⅹ59・60、Y83・84グリッド  主軸方向 N－75。－E 規模 東西（2．90）m、南北（4．34）m、壁現高  

16・5cm。面積（7・53）rd 床面 平坦で堅赦な床面。竃 不明。重複 H－2・3・9・Wq2と重複し  

ており、新旧関係は、本遺構が一番古い。出土遺物 土師器72点、須恵器6点、瓦3点、石類1点。時期  

覆土や出土遺物、重複関係から8世紀初頭と考えられる。  

（2）竪穴状遺構  

T－1号竪穴状遺構（Fig．40）  

位置 Ⅹ63・64、Y84・85グリッド 主軸方向 N－80。－E 規模 東西（2．64）m、南北（3．84）m、壁現高  

12・5cm。面積 9・41Id 床面 平坦な床面。竃 不明○ 重複 D－2と重複しており、新旧関係は、本遺構  

→D－2の順である。出土遺物 土師器314点、須恵器29点、石類1点。時期 埋土からHr－FP降下以降  

As－B降下以前と考えられる。  
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（3）溝  跡  

W－1号溝跡（Fig．43・76、PL．32）  

位置 Ⅹ61、Y79～84グリッド 主軸方向 N－30－W 長さ 20．90m 最大幅 上帽190．Ocm、下幅148・0。  

深さ 74．Ocm 形状等 逆台形 重複 H－5～9と重複しており、新旧関係は本道構が一番新しい。出土  

遺物 縄文土器1点、土師器956点、須恵器144点、瓦245点、須恵器1点を図示。 時期 埋土から9世紀以降  

As－B降下以前と考えられる。  

W－2号溝跡（Fig．43）  

位置 Ⅹ59、Y82・85グリッド 主軸方向 N－50－E 長さ12．24m 最大幅 上幅66．Ocm、下幅48．Ocm 深  

さ 32cm 形状等 U字形 重複 H－2・H－11と重複し、新旧関係はH－11→H－2→本遺構の順である。  

出土遺物 土師器38点、須恵器10点、灰粕陶器2点、瓦2点。 時期 覆土や出土遺物、重複関係からAs－B降  

下以降と考えられる。  

（4）道路状遺構  

A－1弓道路状遺構（Fig．43）  

位置 Ⅹ68・69、Y90グリッド 主軸方向 N－420－W 長さ 4．04m 最大幅 上幅220．Ocm、下幅200．Ocm 高  

さ15．Ocm 出土遺物 灰粕陶器2点、瓦10点。 時期 覆土と出土遺物からAs－B降下以前と考えられる。  

（5）土坑・ピット（Fig．44～46・77・87・88・90～92、PL・32・37・38）   

土坑・ピットについては、Tab．4土坑・ピット計測表を参照のこと。遣物は、縄文土器1点、土師器134点、  

須恵器95点、灰粕陶器2点、瓦2，809点が出土した。そのうち瓦10点を図示した。  

（6）グリッド等出土遺物（Fig．86～88、PL．36・38）   

土師器571点、須恵器214点、灰粕陶器14点、石26点、瓦3，375点、剥片1点、鉄製品1点、銭貨1点、陶器11点。  

そのうち瓦19点、鉄製品1点を図示。  

8区  

（1）溝  跡  

W－1号溝跡（Fig．47、PL．14）  

位置 Ⅹ117、Y141グリッド 主軸方向 N－200－E 形状等 逆台形。長さ 4．4m 深さ 36．5cm 最大  

上幅114cm、最大下幅49cm 出土遺物 土師器1点。時期 覆土からHr－FP降下以降As－B降下以前と考えら  

れる。 備考 流水の痕跡無し。  

（2）土坑、ピット（F短．47、PL．14）   

土坑、ピットについては、Tab，4 土坑、ピット計測表を参照のこと。  

（3）グリッド等出土遺物   

土師器13点、須恵器1点、瓦1点を出土。  
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9区  

（1）竪穴住居跡  

H－1号住居跡（Fig．48・77、PL．14・32）  

位置 Ⅹ73・74、Y151・152グリッド 主軸方向 N－650－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．96）m、  

南北（4．42）m、壁現高37．Ocm。 面積（14．11）出 床面 平坦で堅緻な貼り床。 竃 東壁中央に位置する。主  

軸方向N－680－E。全長86cm、最大幅106cm、焚口部幅33cm。 構築材に粘土を用いる。 重複 W－1と重り、  

新旧関係は本遺構→W－1出土遺物 土師器35点、須恵器6点、瓦1点。そのうち土師器杯1点・土師器棄1  

点を図示。 時期 覆土や出土遺物から7世紀後半と考えられる。  

H－2号住居跡（Fig．48・77、PL．14・32）  

位置 Ⅹ68～70、Y152・153グリッド 主軸方向 N－760－E 形状等 長方形と推定される。東西（4．95）m、  

南北（3．95）m、壁現高36．Ocm。 面積（16．08）d 床面 平坦な貼り床。 竃 東壁中央南寄りに位置する。  

主軸方向N－650－E。全長140cm、最大幅80cm、焚口部幅20cm。構築材に粘土、袖部に凝灰岩を用いる。 重複  

W－1と重り、新旧関係は本遺構→W－1出土遺物 土師器60点、瓦1点。そのうち土師器杯1点を図示。  

時期 覆土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。  

H－3号住居跡（Fig．49・77・78、PL．15・32・33）  

位置 Ⅹ68・69、Y152・153グリッド 主軸方向 N－750－E 形状等 長方形と推定される。東西（2．60）m、  

南北（2．12）m、壁現高29．Ocm。 面積（4．08）扇 床面 平坦で堅緻な貼り床。 罵 東壁中央南寄りに位置する。  

主軸方向N－900－E。全長96cm、最大幅80cm、焚口部幅44cm。構築材に粘土、袖部に凝灰岩を用いる。 重複  

H－10と重り、新旧関係は本遺構→H－10 出土遺物 土師器176点、須恵器12点、縄文土器1点。そのうち土  

師器杯4点・土師器嚢2点、須恵器杯2点・須恵器高台椀1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から8世紀中頃  

と考えられる。  

H－4号住居跡（Fig．49・77・79、PL．15・33）  

位置 Ⅹ59・60、Y152・153グリッド 主軸方向 N－680－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．20）m、  

南北（2．25）m、壁現高35．Ocm。 面積（4．46）d 床面 平坦な貼り床。 出土遺物 土師器82点、須恵器18点、  

瓦1点、縄文土器1点。そのうち土師器杯1点・土師器牽1点、須恵器杯1点を図示。 時期 覆土や出土遺物  

から8世紀後半と考えられる。  

璃－5号住居跡（Fig．50・77、PL．15・33）  

位置 Ⅹ64・65、Y152・153グリッド 主軸方向 N－930－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．53）m、  

湊町（2・36）m、撃甲27・Ocm。面積（6・6掴床面平坦細り床。竜北壁中央に位置する。主軸方向  

N軋1lO－W。全長60cm、最大幅66cm、焚口部幅32cm。構築材に粘土、袖部に川原石を用いる。 重複 W－1、  

4と重り、新旧関係は本遺構→W－4→W－1出土遺物 土師器261点、須恵器28点、瓦1点、縄文土器8点。  

そのうち土師器杯も点を図示。 時期 覆土や出土遺物から7世紀後半と考えられる。  

Hq6胃住居跡（Fig．50・61・77・89、PL．15・19・33）  

位置 Ⅹ61・62、Y152グリッド 主軸方向 N－850－E 形状等 長方形と推定される。東西（2．62）m、南北  

（1．45）m、壁現高32．Ocm。 面積（3．41）d 床面 平坦な貼り床。 罵 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－  
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960－E。全長70cm、最大幅66cm、焚口部幅34cm。構築材に粘土、支脚石に瓦を用いる。 重複 W－1、3と重り、  

新旧関係は本道構→W－3→W－1 出土遺物 土師器102点、須恵器44点、瓦10点、縄文土器5点、石製品2点。  

そのうち土師器凛1点、須恵器高台椀2点、瓦1点を図示。時期 覆土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。  

H－7号住居跡（Fig．51・77・86、PL．16・33）  

位置 Ⅹ60・61、Y152グリッド 主軸方向 N－920－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．28）m、南北  

（1．31）m、壁現高21．Ocm。面積（3．43）ITf 床面 平坦な床。罵 東壁南寄りに位置する。主軸方向N－950－E。  

全長36cm、最大幅36cm、焚口部幅27cm。構築材に粘土を用いる。 重複 W－1と重り、新旧関係は本遺構→W  

－1 出土遺物 土師器23点、須恵器9点、瓦5点、縄文土器1点、鉄製品2点。そのうち須恵器高台椀1点、  

鉄製品2点、縄文土器1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。  

H－8号住居跡（Fig．51、PL．16）  

位置 Ⅹ72・73、Y151グリッド 主軸方向 N－920－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．70）m、南  

北（1．64）m、壁現高32．Ocm。 面積（3．52）d 床面 平坦な貼り床。 竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸  

方向N－850－E。全長128cm、最大幅56cm、焚口部幅24cm。構築材に粘土を用いる。 重複 W－1と重り、新  

旧関係は本道構→W－1 出土遺物 土師器31点。 時期 覆土からHr－FP降下以降からAs－B降下以前と考  

えられる。  

H－9号住居跡（Fig．51・78、PL．16・33）  

位置 Ⅹ68・69、Y151グリッド 主軸方向 N－790－E 形状等 長方形と推定される。東西（5．72）m、南北  

（3．22）m、壁現高31．Ocm。 面積（15．59）d 床面 平坦で堅赦な貼り床。 竃 東壁南寄りに位置する。主軸  

方向N－850－E。全長128cm、最大幅56cm、焚口部幅24cm。構築材に粘土を用いる。 重複 W－1と重り、新  

旧関係は本遺構→W－1 出土遺物 土師器565点、須恵器59点、縄文土器9点、灰粕陶器4点。そのうち土師  

器杯4点・土師器嚢4点、須恵器棄1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から7世紀後半と考えられる。  

H－10号住居跡（Fig．49、PL．15）  

位置 Ⅹ68・69、Y152グリッド 主軸方向 N－830－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．64）m、南  

北（2．40）m、壁現高33．Ocm。 面積（5．43）rrf 床面 平坦な貼り床。 重複 H－3、W－1と重り、新旧関  

係はH－3→本遺構→W－1 出土遺物 土師器15点、須恵器1点、瓦1点。 時期 覆土や重複関係から9世  

紀代と考えられる。  

H－11号住居跡（Fig．52・79、PL．16・33・34）  

位置 Ⅹ66・67、Y150・151グリッド 主軸方向 N－680－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．70）m、  

南北（2．12）m、壁現高51．Ocm。 面積（4．43）d 床面 平坦な貼り床。 竃 東壁南に位置する。主軸方向N  

－1220－E。全長150cm、最大幅49cm、焚口部幅40cm。構築材に粘土、神部に凝灰岩を用いる。 出土遺物 土  

師器224点、須恵器12点。そのうち土師器杯5点・土師器棄2、須恵器高台椀1点を図示。 時期 覆土や出土  

遺物から7世紀後半と考えられる。  

（2）溝  跡  

W－1号溝跡（Fig．54・55・79・84・85・89、PL．16・34・36）  
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位置 Ⅹ60～75、Y151・152グリッド  主軸方向 N－85。－E 形状等 逆台形。長さ 63．Om 深さ  

82・Ocm 最大上幅280cm、最大下幅170cm 重複 H－1，2，5，6，7，8，9，10と重なり、新旧関係はH－1，  

2・5・6，7，8，9・10→本遺構 出土遺物 土師器1200点、須恵器532点、瓦59点、縄文土器24点、灰粕陶器6  

点、石製品2点、銭貨点。そのうち土師器杯1点、土師器禁1点、須恵器高台椀1点、瓦1点、石製品2点を図示。  

時期 覆土や出土遣物からAs－B降下以降と考えられる。備考 流水の痕跡無し。  

W－2号溝跡（Fig．53・78、PL．34）  

位置 Ⅹ60、Y151グリッド 主軸方向 N－80O－E 形状等 U字形○ 長さ 2．6m 深さ15．Ocm 最大  

178cm、最大下幅108cm 出土遺物 土師器30点、須恵器27点、瓦3点、縄文土器10点、石2点。そのうち須恵器  

杯2点を図示。時期 覆土や出土遺物からHr－FP降下以降からAs－B降下以前と考えられる。備考 流水  

の痕跡無し。  

W－3胃溝跡（Fig．53・78、PL．34）  

位置 Ⅹ61、Y151～154グリッド 主軸方向 N－4。－W 形状等 逆台形。長さ 7．8m 深さ 41．Ocm  

最大上幅226cm、最大下幅146cm 重複 H－6、W－3と重なり、新旧関係はHq6→本遺構→W－1出土遺  

物 土師器280点、須恵器125点、瓦8点、縄文土器7点○そのうち須恵器杯1点を図示。時期 覆土や出土遺  

物からHr－FP降下以降からAs－B降下以前と考えられる。備考 流水の痕跡無し。  

W－4胃溝跡（Fig．50）  

位置 Ⅹ64・65、Y152・153グリッド 主軸方向 N－63。－E 形状等 U字形。長さ 6．Om 深さ  

23・Ocm 最大上幅80cm、最大下幅49cm 重複 H－5、W－1と重なり、新旧関係はH－5→本道構→W－1  

出土遺物 土師器32点、須恵器6点、瓦1点。時期 覆土や出土遺物からHr－FP降下以降からAs－B降下以  

前と考えられる。 備考 流水の痕跡無し。  

（3）土坑（Fig．52・53・79・86、PL．16・19・34）  

土坑については、Tab．4土坑、ピット計測表を参照のこと。  

（4）グリッド等出土遺物（Fig．61・86、PL．19）  

土師器335点、須恵器45点、瓦7点、縄文土器21点、石製品1点を出土○そのうち縄文土器3点、鉄製品1点を図示。  

10区  

（1）溝  跡  

W－1号溝跡（Fig．56、PL．17）  

位置 Ⅹ243・244、Y151～153グリッド 主軸方向 N－12。－E 形状等 逆台形。長さ 8．Om 深さ  

86・Ocm 最大上幅256cm、最大下幅100cm 時期 覆土からAs－B降下以降と考えられる。備考 流水の痕跡無し。  

W－2号溝跡（Fig．57、PL．17）  

位置 Ⅹ245・246、Y152～154グリッド 主軸方向 N－120－E 形状等 逆台形。長さ 7．5m 深さ  
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23．Ocm 最大上幅280cm、最大下幅220cm  時期 覆土や出土遺物からAsqB降下以降と考えられる。 備考  

流水の痕跡あり。  

（2）土坑、ピット（Fig．56・79、PL．17）   

土坑、ピットについては、Tab．4 土坑、ピット、井戸跡計測表を参照のこと。  

（3）グリッド等出土遺物（Fig．86、PL．36）   

土師器148点、須恵器39点、瓦9点、縄文土器2点、鉄製品1点、石製品1点を出土。そのうち鉄製品2点を図示。  

11区  

（1）竪穴住居跡  

H－1号住居跡（Fig．58）  

位置 Ⅹ46・47、Y164・165グリッド 主軸方向 N－880－E 形状等 長方形と推定される。東西（4．88）m、  

南北（2．50）m、壁現高18．Ocm。 面積（10．98）d 床面 平坦な床面。 出土遺物 土師器85点、須恵器19点、  

瓦1点、縄文土器5点、石1点。 時期 覆土や出土遺物からHr－FP降下以降からAs－B降下以前と考えられる。  

H－2号住居跡（Fig．58・61・80、PL．19・34・35）  

位置 Ⅹ45・46、Y163・164グリッド 主軸方向 N－830－E 形状等 長方形と推定される。東西（2．50）m、  

南北（2．90）m、壁現高30．Ocm。 面積（5．28）戒 床面 平坦な貼り床。 竃 東壁南寄りに位置する。主軸方  

向N－840－E。全長139cm、最大幅114cm、焚口部幅70cm。構築材に粘土、袖部に凝灰岩を用いる。 重複 H  

－3と重り、新旧関係は本遺構→H－3 出土遺物 土師器65点、須恵器8点、縄文土器6点。そのうち土師器  

杯1点・土師器窯1点、縄文土器1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。  

H－3号住居跡（Fig．58・61・79・84～86、PL．19・34・35）  

位置 Ⅹ44・45、Y163・164グリッド 主軸方向 N－890－E 形状等 長方形と推定される。東西（3．96）m、  

南北（4．43）m、壁現高32．Ocm。 面積（15．86）戒 床面 平坦で堅緻な貼り床。 竃 東壁南寄りに位置する。  

主軸方向N－940TE。全長129cm、最大幅63cm、焚口部幅53cm。構築材に粘土を用いる。 重複 H－2、4、  

T－1と重り、新旧関係はH－4→H－2→本遺構→T－1 出土遺物 土師器284点、須恵器133点、瓦10点、  

縄文土器30点、灰粕陶器6点、鉄製品2点、石製品2点。そのうち須恵器杯2点・須恵器高台椀5点、灰粕陶器1点、  

縄文土器1点、鉄製品2点、石製品2点を図示。 時期 覆土や出土遺物から10世紀前半と考えられる。  

H－4号住居跡（Fig．59・80・84・86、PL．35）  

位置 Ⅹ45・46、Y164・165グリッド 主軸方向 N－850－E 形状等 長方形と推定される。東西（5．44）m、  

南北（2．68）m、壁現高74．Ocm。 面積（11．66）戒 床面 平坦な貼り床。 重複 H－3と重り、新旧関係は  

本遺構→H－3 出土遺物 土師器517点、須恵器175点、瓦10、縄文土器39点、鉄製品2点、石4点。そのうち  

須恵器蓋1点・須恵器杯6点・須恵器高台椀2点、鉄製品2点を図示。 時期 覆土や出土遺物から8世紀後半  

と考えられる。  
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（2）竪穴状遺構  

丁一1号竪穴状遺構（Fig．59）  

位置 Ⅹ44、Y164・165グリッド 主軸方向 N－20－E 形状等 長方形と推定される。東西（4．06）m、南  

北（1．84）m、壁現高56．Ocm。 面積（6．81）rrf 床面 平坦な床。 重複 H－3と重り、新旧関係はH－3→  

本遺構 出土遺物 土師器42点、須恵器27点、縄文土器11点、灰粕陶器2点。 時期 覆土からAs－B降下以降  

と考えられる  

（3）土坑、ピット（Fig．60・61、PL．19）   

土坑、ピットについては、Tab．4 土坑、ピット計測表を参照のこと。  

（4）グリッド等出土遺物（Fig．61・80、PL．19）   

土師器251点、須恵器47点、瓦4点、縄文土器12点、鉄製品1点、石製品3点、銭貨1点を出土。そのうち土  

師器杯1点、須恵器杯2点、灰粕陶器高台椀1点、縄文土器3点、鉄製品1点を図示。  
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Tab．2 住居跡等一覧表  

1区  

規 模（m）  竃  主な出土遺物  

遺構名  面積 （出）  主軸方向  
周  

溝  
東西  南北  壁現高 （cm）  

H－1  Ⅹ155■・156 Y140  ［3．26］  ［1．68］  9  ［3．17］  N－940－E  東壁南寄り  凝灰岩、粘土    棄  
H－2  Ⅹ155  ［0．52］  ［3．82］  田  ［1．4］  N－9lO－E  

Y141  

小型士不  H－3  Ⅹ160・161 Y140・141  4．74  4．30  27  17．36  N－1270－W  西壁中央北寄り  瓦、川原石、  粘土  
H－4  Ⅹ161・162 Y140・141  ［3．3］  ［1．40］  38  ［4．78］  N－10lO－E  襲  

H－5  Ⅹ162・163 Y140・141  （4．00）  ［3．71］  27  （11．16）  N－1080－E  東壁中央   粘土  高台椀  

H－6  Ⅹ166・167 Y140・141  （4．30）  ［2．20］  30  （11．85）  N－930－E  東壁中央南寄り  瓦、粘土  小型ゴ不、禁  

H－7  Ⅹ164・165 Y141  （2．02）  ［1．50］  29  （2．62）  N－9lO－E  聾  高台椀  

H－8  Ⅹ165  ［2．99］  ［1．80］  28  ［3．72］  N－990－E  
Y141  

H－9  Ⅹ165～167 Y140・141  （2．24）  （4．90）  45  （8．88）  N－950－E  杯  蓋、嚢  

H－10  Ⅹ162・163 Y140  ［2．40］  ［1．60］  四  ［2．76］  N－1020－E  
H－11  Ⅹ106  ［2．20］  ［1．70］  21  ［2．97］  N－1060－E  

Y141  

規 模（m）  竃  主な出土遺物  

遺構名  位  置  面積 （山1  

周 

溝  
東西  南北  壁現高 （cm）  

H－1  Ⅹ283 Y135・136  （1．00）  （2．20）    （1．22）  N－650－E   東壁  

H－2  Ⅹ283・284 Y135・136  5．16  （3．11）  56  （10．56）  N－650－E   東壁  有  

H－3  Ⅹ283・284 Y134・135  （2．64）  （3．22）  33  ［7．96］  N⊥650－E  東壁南  

H－4  Ⅹ283・284 Y126  4．72  2．90  37  12．72  N－870－E  東壁やや南寄り  ゴ不  

H－5  Ⅹ284・285 Y134・135  （3．46）  （4．30）  49  （13．19）  N－920－E  高ゴ不  

H－6  Ⅹ283・284 Y127～129  6．98  7．00  73  （36．57）  N－690－E  東壁南寄り  有  杯・嚢  

Ⅹ283・284  
H－7   Y135・136  2．65  （2．34）  17  （5．67）  N－880－E  杯  

H－8  Ⅹ283・284 Y132・133  3．57  3．66  26  （5．79）  N－1010－E  東壁南寄り  

H－9  Ⅹ283・284 Y134～136  （5．82）  （3．70）  25  （9．49）  N－760－E  有  杯  

H－10  Ⅹ284・285 Y132・133  3．13  3．73  41  10．68  N－950－E  東壁南寄り  有  

H－11  Ⅹ284・285 Y129・130  3．88  4．90  14  17．64  N－970－E  東壁南寄り  小型杯  

H－12  Ⅹ283・284 Y129～131  5．78  3．20  33  （6．62）  N－530－E  

H－13  Ⅹ283～285 Y129・130  5．64  4．17  46  （21．71）  N－890－E  南東壁角  有  杯  

H－14  Ⅹ284・285 Y131・132  3．24  （2．80）  38  （7．07）  N－950－E   東壁  有  

H－15  Ⅹ284・285 Y129・130  3．50  4．10  29  13．25  N－960－E  東壁南寄り  士不  
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5区  

規 模（m）  竃  主な出土遺物  

遺構名  位  置  面積 し山十  主軸方向  周  

溝  
東西  南北  壁現高 （cm）  

H－1  Ⅹ32・33 Y159   3．22  2．29  23  5．92  N－970－E  東壁中央  粘土、凝灰岩    杯・棄  杯  

棄  
H－2  Ⅹ39・40 Y164   2．46  3．41  39  10．63  N－920－E  
H－3  Ⅹ31・32 Y163・164  4．20  3．20  40  10．35  N－720－E  東壁中央南寄り  粘土  杯・棄  壷・棄  

Ⅹ32・33  

H－4   Y160   粘土、棄  杯  杯  

H－5  Ⅹ34・35 Y164・165  4．40  3．32  36  7．30  N－590－E  

H－6  Ⅹ35・36 Y163・164  2．48  2．27  12  4．27  N－840－E  東壁中央南寄り  粘土  棄  

H－7  Ⅹ37■38 Y163・164  5．80  2．14  58  11．06  N－850－E  杯・嚢  

規 模（m）  竃  主な出土遺物  

遺構名  位  置  

面積 （戒）   

主軸方向  
周 溝  

H－1  Ⅹ200  ［1．96］  ［3．59］  7  ［4．86］  N－1040－E  東壁中央南寄り  粘土  小型杯、  

Y138  羽釜  

H－2  Ⅹ200 Y137・138  ［2．38］  ［3．42］  14  ［9．45］  N－1250－E  

Ⅹ200  （0．92）  ［2．50］  18  （1．70）  N－1000－E  H－3   Y137  

有  杯  H－4  Ⅹ200・201 Y140  ［4．23］  ［2．40］  18  ［8．81］  N－850－E  
H－5  Ⅹ200・201 Y137  ［1．32］  （3．00）  田  （2．72）  N－780－E  小型杯  

H－6  Ⅹ200・201 Y137・138  ［3．90］  ［3．30］  22  ［10．83］  N－600－E  有  

H－7  Ⅹ200・201 Y136・137  ［3．20］  ［3．10］  20  ［8．48］  N－720－－E  東壁中央   粘土    嚢  

Ⅹ200・201  

H－8   Y136   小型杯  

規 模（  竃  主な出土遺物  

遺構名  位  置  ■≡■≡ し山）  主軸方向  
周  

東西  南北  壁現高 （cm）  
溝               位 置    構築材    土師器  須恵器  

H－1  Ⅹ59・60 Y85・86   3．70  （1．94）  17  （5．95）  N－930－E  

H－2  Ⅹ58～60 Y83・84   3．90  3．98  52  14．42  N－920－E  東壁南寄り・ 北壁西寄り  粘土・凝灰岩  ○  杯・葉  杯■棄  
H－3  Ⅹ60Y83・84  3．32  3．32  37．5  10．56  N－1160－E  東壁南寄り  粘土・瓦    棄  棄  

H－4  Ⅹ－ Y一   欠  番   

○  i不  H－5  Ⅹ60・61 Y84  （1．92）  （1．92）  24  （2．92）  N－900－E  
H－6  Ⅹ60・61 Y81・82  ［2．94］  3．80  34  ［10．73］  N－850－E  東壁  杯・棄  

H－7  Ⅹ61・62 Y82・83   3．30  ［4．50］  28．5  ［13．89］  N－840－E   東壁  粘土・凝灰岩    ゴ不・嚢  棄■蓋  

H－8  Ⅹ61・62 Y81・82   3．00  ［2．28］  29  （5．19）  N－790－E  東壁南寄り   粘土    杯・襲  棄・蓋  

H－9  Ⅹ60・61 Y83・84   3．88  5．24  57．5  19．16  N－800－E  東壁南寄り   粘土    杯・棄  台付塊  

H－10  Ⅹ63・64 Y80～82   4．38  5．60  44  19．27  N－750－E  東壁南寄り  粘土・凝灰岩    杯・嚢  蓋  

H－11  Ⅹ59・60 Y83・84  （2．90）  （4．34）  16．5  （7．53）  N－750－E  杯  

T－1  Ⅹ94 Y84・85   2．64  3．84  12．5  9．41  N－800－E  杯・棄  蓋  
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9区  

規 模（m）  竃  主な出土遺物  

遺構名  面積  

周 溝  
（山1  

H－1  粘土  有  杯、棄  

H－2  Ⅹ68～70 Y152・153  （4．95）  （3．95）  36  （16．08）  N－760－E  東壁中央南寄り  粘土、凝灰岩  ゴ不  

H－3  Ⅹ68・69 Y152・153  ［2．60］  ［2．12］  29  ［4．08］  N－750－E  東壁中央南寄り  粘土、凝灰岩  杯、襲  杯、高台椀  

H－4  Ⅹ59・60 Y152・153  ［3．20］  （2．25）  35  （4．46）  N－680－E  土不、棄  杯  

H－5  

H－6   

H－7  Ⅹ60・61 Y152  ［3．28］  ［1．31］  21  ［3．43］  N－9lO－E  東壁南寄り   粘土  高台椀  

H－8  Ⅹ72・73 Y151  ［3．70］  ［1．64］  32  ［3．52］  N－920－E  東壁中央南寄り  粘土  
H－9  Ⅹ68・69 Y151  ［5．72］  ［3．22］  31  ［15．59］  N－790－一E  東壁南寄り   粘土  杯、襲  棄  

H－10  Ⅹ68・69 Y152  （3月4）  ［2．40］  33  （5．43）  N－830－E  
H－11  Ⅹ66・67 Y150・151  ［3．70］  ［2．12］  51  ［4．43］  N－680－E  東壁南  粘土、凝灰岩  杯、棄  高台椀  

竃  主な出土遺物  
周 

し山1  

遺構名  溝  

H－1  

H－2  Ⅹ45・46 Y163・164  ［2朗］  ［2．90］  30  ［5．28］  N－830－E  東壁南寄り  粘土、凝灰岩    J不・棄  

H－3  Ⅹ44・45 Y163・164  3．96  4．43  32  15．86  N－890－E  東壁南寄り   粘土  有  杯・高台椀  

H－4  Ⅹ45・46 Y164・165  （5．44）  ［2．68］  74  （11．66）  有  杯・高台椀  

有  T－1  Ⅹ44 Y164・165  4．06  1．84  56．0  6．8  N－20－E  

Tab．3 溝跡・道路跡計測表  

1区  

深さ（cm）   上幅（cm）   下幅（cm）  
遺構名  位  置  長さ  主軸方向   断面形   時  期  

団                      最大  最小  最大  最小  最大  最小   

W－1  Ⅹ150・151  
Y127・128   6．0   87．0  69．5  270．0  236．0  82．0  72．0  N－50－W  逆台形   古代   

W－2  Ⅹ151・152 Y127・128   6．4  129，5  89．5  406．0  370．0  140．0  110．0  N－60－E  逆台形   古代   

長さ   深さ（cm）   上幅（cm）   下幅（cm）  
遺構名  位  置  主軸方向   断面形   時  期  

凶                      最大  最小  最大  最小  最大  最小   

W－1  Ⅹ156  
Y140・141   2．8   17．0  3．0  80．0  65．0  54．0  37．0  N－lO－E  U字形   古代   

W－2  Ⅹ157  
Y140・141   2．9   13．5  6．0  74．0  69．0  56．0  50．0  N－450－E  U字形   古代   

W－3  Ⅹ157～160  11．5   
Y141  

29．5  9．0  160．0  50．0  100．0  50．0  N－880－E  U字形   古代   

W－4  Ⅹ163・164  
Y140・141   4．8   69．5  20．0  323．0  224．0  54．0  33．0  N－180－W  逆台形   古代   
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3区  

遺構名  位  置  長さ  
深さ（cm）   上幅（cm）   下幅（cm）  

主軸方向  断面形   時  期  
凶                      最大  最小  最大  最小  最大  最小   

W－1  Ⅹ284・285 Y124～129   23．0   31．0  7．5  120．0  70．0  35．0  15．0  N－1820－E  U字形   中世   

W－2  Ⅹ283～285 Y124～   14．2   51．0  35．5  95．0  72．0  36．0  20．0  N－1470－E  逆台形   古代   

W－3  

W－4  Ⅹ283～285  7．0   
Y131  23．5  11．0  76．0  35．0  36．0  15．0  N－930－E  逆台形   古代   

W－5  Ⅹ283～285 Y132   （3．2）   28．5  18．0  90．0  84．0  60．0  50．0  N－940－E  U字形   中世   

探さ（cm）   上幅（cm）   下幅（cm）  
遺構名  位  置  長さ  主軸方向   断面形   時  期  

団                      最大  最小  最大  最小  最大  最小   

W－1  Ⅹ32・33 Y159～163   16．9   34．0  19．5  90．0  30．0  90．0  20．0  N－50－W  逆台形   中世   

W－2  Ⅹ37・38  
Y163～165   6．0   33．5  27．5  80．0  68．0  40．0  24．0  N－450－E  逆台形   中世   

W－3  Ⅹ36・37  
Y163～165   6．1   43．0  18．0  155．0  136．0  88．0  68．0  N－880－E  逆台形   中世   

Ⅹ32・33  
A－1   Y159～163   16．9   34．0    90．0  30．0  N－50－W■  古代   

遺構名  位  置  長さ   探さ（cm）   上幅（cm）   下幅（cm）  
主軸方向   断面形   時  期  

団                      最大  最小  最大  最小  最大  最小   

W－1  Ⅹ61  
Y79～84   20．9   74  56  190  148  142  102  N－30－E  逆台形   古代   

W－2  Ⅹ59  
Y82～85   12．2   66．0  58．0  48．0  38．0  32．0  3．0  N－50－E  U字形   中世   

A－1  Ⅹ68・60  
Y90   4．04   15．0    22．0    20．0    N－420－W  古代   

遺構名  位  置  長さ  
探さ（cm）   上幅（cm）   下幅（cm）  

凶  
主軸方向   断面形   時  期  

W－1  Ⅹ117  
Y141   4．4   36．5  31．0  114．0  97．0  49．0  38．0  N－200－E  逆台形   中世以降   

探さ（cm）   上幅（cm）   下幅（cm）  
遺構名  位  置  長さ  主軸方向   断面形   時  期  

凶                      最大  最小  最大  最小  最大  最小   

W－1  Ⅹ60～75 Y151・152   63．0   82．0  77．0  280．0  180．0  170．0  40．0  N－850－E  逆台形   中世   

W－2  Ⅹ60  
Y151   2．6   15．0  11．0  178．0  108．0  108．0  70．0  N－800－E  U字形   中世   

W－3  Ⅹ61  
Y151～154   7．8   41．0  32．0  226．0  174．0  146．0  96．0  N－40－W  U字形   中世   

W－4  Ⅹ64・65  
Y152・153   6．0   23．0  2．5  80．0  69．0  49．0  38．0  N－630－E  逆台形   古代   

遺構名  位  置  長さ  
探さ（cm）   上幅（cm）   下幅（cm）  

田  
主軸方向   断面形   時  期  

W－1  Ⅹ243・244 Y151～153   8．0   86．0  58．5  256．0  200．0  100．0  56．0  N－120－E  逆台形   中世   

W－2  Ⅹ245・246  7．5   Y152～154  23．0  21．0  280．0  260．0  220．0  80．0  N－120－E  逆台形   中世以降   
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Tab．4 土坑・ピット・井戸跡等 計測表  

1区  

遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  探さ（cm）  形 状   出土遺物   備  考   

D－1  Ⅹ151 Y128   58   27   37．5  楕円形  

D－2  Ⅹ151 Y127・128   72   54   52．0  楕円形  瓦1  

D－3  Ⅹ151 Y128   90   60   33．5  楕円形  

D－4  Ⅹ152 Y127   76   48   57．0  楕円形  瓦1  

D－5  Ⅹ152 Y127   88   58  楕円形  

Ⅰ－1  Ⅹ152 Y128   97   91  円形  土1・須1  

※土‥∵土師器、須・・・須恵器  

遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  探さ（cm）  形 状   出土遺物   備  考   

D－1  Ⅹ157 Y140・141   110   110   53．0  円形  土2・須2  

D－2  Ⅹ157 Y141   100   80   29．0  楕円形  土18・須3  

※土…土師器、須…須恵器  

遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  形 状   出土遺物   備  考   

D－1  Ⅹ283・284 Y134・135  400   280   51．5  楕円形  

D－2  Ⅹ283 Y132   246   196   31．5  楕円形  

D－3  Ⅹ284・285 Y135   210   135   46．5  楕円形  

D－4  Ⅹ285 Y135   92   （68）   43．0  円形  

D－5  Ⅹ284 Y135   138   14   52．0  不定形  

D－6  Ⅹ283 Y132・133   138   120   56．0  隅丸方形  

D－7  Ⅹ284 Y135   86   75   14．0  円形  

D－8  Ⅹ285 Y135   （60）   （40）   14．0  不明  

P－1  Ⅹ283 Y131   76   62   13．5  円形  

P－2  Ⅹ283 Y126   38   34   69．5  円形  

Ⅰ－1  Ⅹ283 Y127   122   122   268．0  円形  

※土…土師器、須…須恵器、灰…灰粕陶器、縄…縄文土器、石…石製品  

遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  探さ（cm）  形 状   出土遺物   備  考   

D－1  Ⅹ39 Y163・164   103   9．0  円形  

D－2  Ⅹ39 Y163   80   62   3．0  楕円形  

510   470   
土279・須88・灰1・瓦4・  

D－3  Ⅹ33・34 Y162～164  149．0  円形   縄30・石7  

D－4  Ⅹ33 Y159   82   61   28．0  楕円形  

P－1  Ⅹ39 Y163   52   52   29．0  円形  

P－2  Ⅹ33 Y159   44   25   20．0  楕円形  

P－3  Ⅹ33 Y159   68   56   30．0  円形  

※土…土師器、須…須恵器、灰…灰粕陶器、縄…縄文土器、石…石製品  
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6区  

遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  形 状   出土遺物   備  考   

D－1  Ⅹ200 Y140   116   54   31．5  楕円形  土2  

D－2  Ⅹ200・201Y137・138  278   78   24．5  楕円形  土39・須2  

D－3  Ⅹ200 Y136   54   44   29．5  円形  土9  

D－4  Ⅹ200 Y136   60   46   10．0  楕円形  

D－5  Ⅹ200 Y138   78   70   12．0  円形  

D－6  Ⅹ200 Y138   68  44   17．0  楕円形  土12・須23  

P－1  Ⅹ200 Y139   30   30   17．0  円形  

P－2  Ⅹ200 Y139   28   28   8．0  円形  

P－3  Ⅹ200 Y137   30   24  円形  

0－1  Ⅹ200・201Y138・139  380   220   33．5  楕円形  土1  

Ⅰ－1  Ⅹ200 Y136   76   74   土1・須2・瓦1・石2・  
162．5  円形   その他6  

Ⅰ－2  Ⅹ200 Y136   116   89   85．5  円形  

※土・‥土師器、須…須恵器、石‥・石製晶  

遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  探さ（cm）  形 状   出土遺物   備  考   

D－1  Ⅹ58 Y85   192   （70）   43．5  楕円形  

D－2  Ⅹ64 Y85   180   124   23．5  楕円形  土20・須3・瓦3  

D－3  Ⅹ65・66 Y79～81   678   570   131．5  楕円形  縄1・土71・須72・瓦2786  

D－4   欠  番   

D－5   欠  番   

D－6  Ⅹ74 Y78・79   270   224   62．0  隅丸方形  平瓦1   1・2トレンチ中間   

D－7  Ⅹ74 Y78・79   434   70   50．0  隅丸方形  土1・須10・平瓦20・  
丸瓦1   

1トレンチ   

D－8  Ⅹ59・60 Y79   490   450   75．0  楕円形  土41、須20、灰2、瓦18  

D－9  Ⅹ72・73 Y78・79   135   120   21．0  土1・須7・灰1・  
平瓦21■丸瓦1   3トレンチ   

D－10  Ⅹ71・72 Y79・80   532   245   58．0  土10・須12・灰1・  
平瓦255・丸瓦2・軒瓦4  3トレンチ   

D－11  Ⅹ71・72 Y79   124   96   15．0  平瓦6   旧2トレンチ   

D－12  Ⅹ74 Y78・79   280   56   39．0  平瓦6   2トレンチ   

D－13  Ⅹ71 Y80   192   110   58．0  土2・須12・平瓦630・ 瓦6 
丸・軒瓦20   

D－14  Ⅹ70・71 Y79   260   60   65．0  須1・平瓦19   4トレンチ   

D－15  Ⅹ71 Y79・80   166   48   67．0  4トレンチ   

※土…土師器、須…須恵器、灰・・・灰粕陶器  
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8区  

遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  探さ（cm）  形 状   出土遺物   備  考   

D－1  Ⅹ118 Y141   76   63   22．5  円形  土1  

D－2  Ⅹ118 Y141   72   58   50．0  円形  

D－3  Ⅹ117 Y141   59   44   13．0  円形  

D－4  Ⅹ115 Y141   56   54   33．0  円形  

D－5  Ⅹ116 Y140・141   59   57   13．0  円形  

D－6  Ⅹ115・116 Y140   63   41   11．0  楕円形  土1  

P－1  Ⅹ115 Y141   25   25   38．0  円形  

P－2  Ⅹ116 Y140   37   37   16．5  円形  

P－3  Ⅹ116 Y140   30   29   21．5  円形  

※土…土師器  

遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  探さ（cm）  形 状   出土遣物   備  考   

D－1  Ⅹ60 Y152・153   160   150   39．0  長方形  

D－2  Ⅹ64 Y152・153   96   78   75．0  隅丸方形  鉄3  

DB－1  Ⅹ65・66 Y150   210   170   13．0  円形  鉄1  

※鉄・‥鉄製品  

遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  形 状   出土遺物   備  考   

D－1  Ⅹ242 Y151   150   80   40．0  楕円形  

D－2  Ⅹ241・242 Y152   100   70   12．0  楕円形  

P－1  Ⅹ241・242 Y152   24   24   16．0  円形  

P－2  Ⅹ241 Y152   32   24   39．0  円形  

P－3  Ⅹ241・242 Y152   36   34   21．0  円形  

P－4  Ⅹ242 Y152   36   32   35．0  楕円形  

P－5  Ⅹ241 Y152   34   34   17．0  円形  

P－6  Ⅹ241Y151・152   38   32   22．0  楕円形  

P－7  Ⅹ241・242 Y152   34   32   22．0  円形  

P－8  Ⅹ241 Y151   36   32   27．5  楕円形  

P－9  Ⅹ242 Y152   20   16   15．5  円形  

P－10  Ⅹ242 Y151   50   40   16．0  楕円形  

P－11  Ⅹ242 Y151   26   26   16．0  円形  

P－12  Ⅹ242 Y152   42   40   26．0  円形  

P－13  Ⅹ242 Y152   30   24   41．0  楕円形  

P－14  Ⅹ242 Y152   30   30   14．5  円形  

P－15  Ⅹ242 Y152   34   32   15．0  円形  

P－16  Ⅹ242 Y151・152   50   40   17．0  楕円形  

P－17  Ⅹ242 Y151   34   30   15．0  円形  

P－18  Ⅹ242 Y151   30   30   25．0  円形  羽釜1  
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遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  探さ（cm）  形 状   出土遺物   備  考   

P－19  Ⅹ242 Y152   36   34   21．5  円形  

P－20  Ⅹ242 Y152   44   36   14．0  楕円形  

P－21  Ⅹ242 Y151   28   24   15．0  円形  

P－22  Ⅹ242 Y151   40   36   22．5  円形  

P－23  Ⅹ243 Y152   40   36   13．5  円形  

遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  形 状   出土遺物   備  考   

D－1  Ⅹ45 Y164   112   84   13．5  長方形  

P－1  Ⅹ46 Y164・165   62   58   52．0  円形  

P－2  Ⅹ47 Y165   26   22   75．0  円形  

P－3  Ⅹ47 Y164   32   28   78．0  円形  

P－4  Ⅹ47 Y164   43   32   21．0  楕円形  

P－5  Ⅹ47 Y164   48   30   32．0  楕円形  

P－6  Ⅹ47 Y164   28   25   39．0  円形  

P－7  Ⅹ44 Y164   29   24   11．0  楕円形  

P－8  Ⅹ45 Y164   18   18   19．0  円形  

P－9  Ⅹ45 Y164   14   12   15．0  円形  

P－10  Ⅹ45 Y164   19   16   22．0  円形  

P－11  Ⅹ45 Y164   27   22   48．5  楕円形  

P－12  Ⅹ44 Y165   32   26   28．0  楕円形  
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Tab．5 縄文土器観察表  

5区  

器種の特徴・整形・調整技術   登録 番号  備考   
番 号  出土遺構 層 位  器種名  ①口径②器高 ③底径  ①胎土②焼成 ③色調④遺存 度  

外面に半裁竹管による横位の平行沈線を施文、棒状粘土を縦に貼  

5－縄1  H－2  深鉢  
付し、その間にボタン状貼付文を2個貼付。口唇部内面に半裁竹管   ① 一 ②（5．5）  （D細粒（∋良好     32  諸磯c     ③ －  ③にぷい褐④口縁片  による斜位の平行沈線を施文、外面から続く棒状粘土の延長にボ  
タン状貼付文を2個貼付し、その間に幅広の棒状粘土を2個貼付。   

5一縄2  H－2  深鉢   ①－②（10．5） ③－  ①中粒②良好 ③橙④口縁片   口緑文様は隆帯による渦巻きを施し、区画内縄文RLを充填。   43  加曽利E3   

5一縄3  H－3  探鉢   ① 一 ②（4．5）  ①細粒（多良好   口唇部に貼付されたと思われる円盤状の突起。やや間隔をあける  115  諸磯bか  
♂ －   （参にぷい橙④破片  連続爪形文が横走する。   

5一縄4  H－3  深鉢  ①－②（6．6） ♂1  ①租粒（多良好 ③橙④口縁片   口緑部文様帯を沈線でが構成し、区画内に縄文RLを施文。   カマド フクド  加曽利E3   

外面に半裁竹管による横位の平行沈線を施文。棒状粘土を縦に貼  

5一縄5  H－7  深鉢   ① － ②（5．7）  ①細粒②良好  付し、その間にボタン状貼付文を貼付。口唇部内面に半裁竹管に   
（勤にぷい橙④口緑片  よる斜位の平行沈線を施文、外面から続く棒状粘土の延長にボタ  2  諸磯c  伊 1  

ン状貼付文を貼付、その間に幅広の棒状粘土を1個貼付。   

外面に半裁竹管による横位の平行沈線を施文し、棒状粘土を2条貼  

♂ －   
5－縄6  D－3  探鉢  ① － ②（3．7）  ①中粒②良好   付する口辰部内面に半裁竹管による斜位の平行沈線を施文、棒  10  諸磯c        ③にぷい橙④口縁片   0 仁コ 状粘土を3条貼付 

、うち2粂は破損している。   

5一縄7  Ⅹ35Y165  深鉢  ① － ②（5．1）  （丑粗粒②良好   半裁竹管による横位の集合沈線を施文。地文に縄文RLを施文。  
口唇部も同様。   

諸磯b  
覆土  （彰 一   ③橙 ④口縁片  

覆土   ♂1   
5一縄8  Ⅹ39Y164   探鉢  ①－②（13．3）   （∋中粒（∋良好 （∋にぷい褐④ロ緑片  波状口縁。ロ緑文様は隆帯で渦巻きを施し、区画内縄文RLを充填。  33  加曽利E3   

① － ②（5．5）  （D細粒②良好   波状口縁。口唇部に突起を形成。幅広の沈線の区画内に縄文LR   
5一縄9  Ⅹ39Y164  探鉢  ③にぷい赤褐④口縁片  を施文。   57  加曽利E3  

5一縄10  Ⅹ36Y164  深鉢   ① － ②（6．5）  （む細粒（∋良好   波状口緑。口唇部に環状把手が貼付され、円形刺突で上部に穴が  4  加曽利B  
覆土  ③ －   （∋橙 ④口緑片   2つ、下部に穴が3つ。口唇部内面に円形刺突の穴が3つ。   

①－②（4．9）  
5一縄11  Ⅹ36Y164 覆土  深鉢   ③－   （∋中粒（∋良好 ③にぷい赤褐④口緑片  隆帯により渦巻きを施文。   加曽利E3   

5一縄12  Ⅹ40Y164 覆土  探鉢  ①－②（5．5） （彰一  ①租粒（∋良好 ③にぷい橙④口縁片  口縁文様は隆帯で渦巻きを施し、区画内縄文LRを充填。   加営利E3   

登録  
器種の特徴・整形・調整技術  

番 号  出土遺構 層 位  器種名  ①口径②器高 （卦底径  ①胎土②焼成 （∋色調（む遺存度  
番号  備考   

隆帯に連続刺突文を巡らせる。その下に二本一組の沈線で楕円を  
措きその中に刺突文を施す。   

勝坂系  9一縄1  H－6  探鉢  ① － ②（6．5）  （む細粒（∋良好         覆土   ③ －  （∋橙（彰胴部片  
9－縄2  D－1  深鉢   ① － ②（2．8）  ①細粒（∋良好   半裁竹管による斜位の平行集合沈線を施文後、ボタン状貼付文を  諸磯c  

覆土  ♂ －   （卦橙（彰口縁片   貼付。   

口唇部：斜位の平行集合沈線を施文。その後幅約1．5cmの棒状粘土  9一縄3  Ⅹ68Y151  深鉢  ① － ②（6．8）  ①細粒⑦良好  諸磯c  覆土  （彰 一   

半裁竹管による横位の連続する平行沈線を施文。その後断面三角  
諸磯c  

覆土  ♂ 1   9－縄4  Ⅹ68Y151  探鉢  ① － ②（2．7）  （む細粒②良好   形の棒状粘土を縦位に貼付。棒状粘土の間にボタン状貼付文を貼             ③にぷい橙④胴部片  付。   
9一縄5  Ⅹ71Y153   深鉢   ①－②（4．6）  

覆土  ③－   ③橙④胴部片   
隆帯と平行沈線による渦巻文か？  

器種の特徴・整形・調整技術   
登録  

番 号  出土遺構 層 位  器種名  ①口径②器高 ③底径  ①胎土②焼成 ③色調④遺存 
度  

番号  備考   

①－②（4．3）  
11一縄1  H－2  深鉢   ③－   ①細粒②良好 ③灰黄褐④口縁片  隆帯でロ緑部文様を構成。区画内に縄文RLを施文。   5  加曽利E3   

①－②（6．5）  
11一縄2  H－3  探鉢   （彰一   ①細粒（多良好 ③にぷい褐④破片  隆帯のにそって指頭庄痕を施文。   6  加曽利E3   

加曽利E3   11一縄3  H－4 覆土  深鉢  ①－⑦（5．5） ③－  （∋租粒②良好 （∋にぷい橙（む破片  円形状刺突文を二段に施文。  
① － ②（5．5）  ①細粒（多良好   口唇部を丁寧に研磨する。半裁竹管による平行沈視で口縁部に文  

1ト縄4  表採覆土  深鉢  ③にぷい褐④口縁片  様を構成。   諸磯b  

1ト縄5  表探覆土  浅鉢  ①－⑦（4．3） （彰 棒状の粘土を外面に巡らして口唇部を形成。  加曽利E？   
一   ③にぷい橙④ロ緑片  

注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位から検出、「覆土」‥床面より10cmを超える層位から出土の2段階に分けた。  
竃内の検出については「竃内」と記載した。  

②長さ、厚さの単位はcmである。現存値を（）、復元値を［］で示した○   
③胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、租粒（2伽m以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。  
④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。  
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Tab．6 古墳・奈良・平安時代出土土器観察表  

1区  

器種の特徴・整形・調整技術   登録  
番 号  出土遺構 層 位  券種名  ①口径⑦器高 ③底径  ①胎土②焼成 ③色調④遣存 度  番号  備考   

1－1   H－1  須恵器  ① 8．9 ② 2．0  ①租粒⑦良好   輯堆整形。口緑・休部：外傾、体部中位に膨らみを持ち外反、内・  10  酸化焔  
床直  小型杯  （卦 5．4   ③橙 ④完形   外面轄櫨撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り未調整。   

1－2  H－1  須恵器  ①［2．4］②（10．5）  ①租粒②良好   

竃内  棄  ③ －   口綾部：外傾、内外面横撫で。胴部：やや膨らみを持つ、内面横撫  カマド3  酸化焔          ③にぷい橙④1／8  で、外面縦位の箆削り。底部：欠損。   
W－2  土師界  ①［12．8］② 3．6  ①細粒②良好   

1－3  ロ縁部：やや直立から外傾、内外面横撫で。休部・外傾、内面横撫  22他  
1－4  W－2  須恵器  ①［17．8］② 4．2  ①租粒②良好   

鴨輯整形。天井部：水平から緩やかに傾斜、内面軽輯撫で 外面  14，24     覆土  蓋  ③ 5．7（摘み）  ③にぷい橙④1／3                   ヽ 回転箆削り、輯櫨撫で。返り有。摘み：ボタン状。   

番 号  出土遺構    器種名  ①口径②器高   （∋胎土②焼成  器種の特徴・整形・調整技術   登録 番号  備考   
層 位  （参底径  ③色調④遺存度  

H－1  土師器  ①［25．3］②（14．9）  ①細粒②良好   口綾部：やや直立から短く外反。内外面横撫で。胴部・やや膨らみ   

2－1  ③橙 ④破片   2，8  

2－2  H－1  土師器  ①［24．0］②（6．6）  ①細粒②良好   口縁部：やや直立から短く外反。内外面横撫で。胴部・やや膨らみ  11，12  

竃内  棄  舟 －   ③橙 ④破片   を持つ。内面撫で、外面横位の箆削り。底部：欠損。   

2－3  H－1  土師器  ①［27．0］②（10．4）  （D細粒（多良好   ロ緑部：やや直立から短く外反。内外両横撫で。胴部・やや膨らみ  13  

竜内  嚢  ♂ 1   （∋明赤褐（彰破片   を持つ。内面撫で、外面横位の箆削り。底部：欠損。   

H－3  須恵器  ①［10．2］② 2．1  ①細粒②良好   蠣堆整形。ロ緑・体部・外傾、体部中位に膨らみを持ち外反 内・  54  酸化焔  
2－4                   竃内  小型ゴ不  ③ 5．0   ③灰黄褐④1／2   外面糖櫨撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り未調整。   

H－3  須恵器  （D 8．8 ② 2．0  ①細粒②良好   
2－5  蝶櫨整形。口縁・体部：外傾、体部中位に膨らみを持ち外反 内・  55  酸化焔  

H－4  土師器  ①［21．1］②（6．6）  （D細粒②良好   口縁部：やや直立から大きく外反。内外面横撫で。胴部：内面撫で、  6  

2－6                 覆土  嚢  ③ －   （∋橙 ④破片   外面横位の箆削り。底部：欠損。   

H－5  須恵器  ①［13．4］⑦（5．0）  （∋細粒（∋良好   韓櫨整形。口緑・体部：外傾、体部に膨らみを持ち梶軽症が顕著  

2－7  （参灰白（彰1／3   で外反、内・外面鴨輯撫で。内面に十文字の線刻有り。底部：内  酸化焔  
面撫で、外面回転糸切り後、雑な付け高台。   

H－6  土師器  ①［27．1］②（1鼠2）  ①細粒②良好   口綾部：やや直立から短く外反。内外面横撫で。胴部：やや膨らみ   

2－8  ③橙 ④破片   54  酸化焔  

H－6  土師器  ①［29．0］②（22．7）  ①細粒②良好   口綾部：やや直立から短く外反。内外面梶櫨撫で。胴部：やや膨ら  55  酸化焔  
2－9                 竃内  土釜  ♂ －   ③橙 ④破片   みを持つ。内面撫で、外面縦位の箆削り。底部：欠損。   

2－10  H－6  土師器  ①［28．8］②（10．6）  （D中粒（∋良好   口縁部：やや直立から大きく外反。内外面横撫で。胴部：椀櫨整形  57  酸化焔  

竃内  土釜  （彰 一   ③橙 ①破片   後内面撫で、外面箆削り。底部：欠損。   

2－11   H－6  土師器  ①［32．0］②（15．8）  （∋細粒（∋良好   
床直  土釜  ♂ －   軽櫨整形。ロ緑部：やや直立から短く外反。内外面軽櫨撫で。胴部：  94他  酸化焔          ③にぷい褐④破片  やや膨らみを持つ。内面撫で、外面撫で。底部：欠損。   
H－6  須恵器  ①10．2 ②（2．0）  ①細粒②良好   

2－12  暁櫨整形。口縁・体部：外傾で直線的に外反、内・外面糎軽撫で。底部・  19，20  酸化焔  
H－6  須恵器  ①［9．1］⑦1．3  ①細粒②良好   輯櫨整形。口縁・体部：外傾、休部中位に膨らみを持ち外反、内・   

・2－13  覆土  小型杯  （参 4．2   ③浅黄橙④3／4   28  酸化焔            外面槻軽撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り未調整。浅い皿  
に近い。   

H－6  須恵器  ① 9．6 ②1．8  ①細粒②良好   

2－14  輯韓整形。口緑・体部：外傾、体部中位に膨らみを持ち外反、内・  H－9  酸化焔  
口綾部：やや直立し、外反。内外面横撫で。胴部：中位よりやや上   

（彰一   
2－15  H－7  土師器  ①［20．4］②（15．5）   （∋細粒②良好    ノ′  2     床直  棄   ③にぷい橙④破片  で最大径の膨らみをもつ。内面撫で、外面上位に横位、中下位に 斜縦位の箆削り 

。底部：欠損。   

H－7  須恵器  ①［13．8］② 5．4  ①細粒②良好   輯輯整形。口縁・体部：外傾から口縁端部やや外反1内・外面鴨  

2－16  ③灰（彰1／2   
和■面l・lq■■■ l－1日・・  ロ  内面は燻し  

H－7  須恵器  ①［13．6］②（5．8）  ①細粒②良好   輯櫨整形。口縁・休部二外傾から口緑端部やや外反、内・外面梶  
2－17  ③灰 ④1／4   軽撫で。底部：内面撫で、外面回転系切り後、付け高台。   

墨書あり  

H－9  土師器  ①11．4 ② 4．3  （D細粒②良好   口綾部：短く内傾。内面横撫で・外面箆削り。休部：外傾。内面横  7，15，19  
2－18                   床直  杯  ③ －   ③橙（む3／4   撫で・外面箆削り。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－9  土師器  ①［14．0］②（4．7）  ①細粒②良好   口緑部：短く内傾。内面横撫で・外面箆削り。休部：外傾。内面横  47  
2－19                 床直  杯  ③ －   （参橙 ④1／4   撫で・外面箆削り。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－9  土師器  （DlO．0 ② 3．3  ①細粒②良好   ロ緑部二短く直立。内面横撫で・外面箆削り。体部：外傾。内面横  49他  
2－20                   床直  杯  ♂ －   （釘橙 ④完形   撫で・外面箆削り。底部：やや丸底、内面撫で、外面篤削り。   

H－9  土師器  ①［14．0］②（4．5）  ①細粒（多良好   口縁部：短く内傾。内面横撫で・外面箆削り。体部：外傾。内面横  63  
2－21                 床直  杯  ♂ －   （参橙 ④1／3   撫で・外面箆削り。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。   

2－22  H－9  土師器  ①10．3 ② 3．3  ①細粒⑦良好   口綾部：短く直立。内面横撫で・外面箆削り。体部：外傾。内面横  77  

床直  杯  ③ －   ③橙 ④2／3   撫で・外面箆削り。底部：やや丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－9  須恵器  （D 8．8 ② 3．0  ①細粒②良好   堆櫨整形。天井部：やや水平から緩やかに傾斜、内面椀櫨撫で、  48  
2－23                    床直  蓋  ③ －   ③灰自④完形   外面回転箆削り、鞭畦撫で、返り有。摘み：無。   

H－9  須恵器  ①21．3②（7．0）  輯櫨整形。口縁部：やや直立気味から大きく外反、内面梶櫨撫で、   

2－24  ♂1   3  

底部：欠損。   

2－25  W－4  土師器  ①［10．2］②（5．6）  ①細粒②良好   口綾部：直立からやや外傾。内外面横撫で。胴部：内面撫で、外面  108  

覆土  小碧  ③ －   ③橙 ④破片   横位に薦削り。底部：欠損。   109   

2－26  W－4  土師器  ①［13．2］②（14．2）  ①細粒②良好   口緑部：やや直立からやや外反。内外面横撫で。胴部：内面撫で  70他  

覆土  棄  （診 4．2   （参橙 ④破片  外面縦位に箆削り。底部：平底、内面撫で、外面箆削り。   

W－4  土師器  ①［17．8］②（19．4）  ①細粒②良好   口緑部：直立から外反。内外面横撫で。胴部・膨らみがなく 縦位  76他  

2－27                  覆土  棄  （卦 4．2   ③  ④1／2  の箆削り。底部：欠損。   

－ 48 －   



登録  
器種の特徴・整形・調整技術  番号  備考   

番 号  出土遺構 層 位  券種名  ①口径②器高 （参底径  ①胎土②焼成 ③色調④遺存度  

W－4  土師器  ①［13．5］②（6．4）  ①細粒②良好   杯部：大きく外傾、内・外面撫で。交換点に稜有。底部：浅い丸底、   口緑部に墨  

2－28  ③橙 ④1／2   内面撫で、外面箆削り。脚部：内面撫で、外面箆削り。  33，83  

W－4  須恵器  （D［10．2］② 3．4  ①細粒②良好   輯輯整形。口縁・体部：外傾から直立気味で口綾部やや内傾。内  
2－29                  覆土  杯  （診［9．0］   ③灰 ④3／4   外面糖軽撫で。底部：平底、内面撫で、外面静止糸切り後撫で調整0   

梶抵整形。ロ縁部：大きく外反、内面梶軽撫で、外面口唇部に波状文、  
W－4  須恵器  ①［25．8］②43．6  ①細粒②良好  

2－30  ③灰 ④3／5   
その下に箆書きで波状文。胴部：内面糖櫨撫で後叩き、外面轄軽  19他  
撫で後叩き。底部内外面撫で。   

W－4  須恵器  ① 9．6 ②（6．9）  （D細粒②良好   
概略整形。口緑部：直立。内・外面輯櫨撫で。体部に膨らみを持  

2－31  ③灰 ④1／2   
ち内傾。内面梶櫨撫で、外面上部に横位の櫛措き、中部に鞭軽撫で、  71他  
下部は箆削り。底部：やや丸底、内・外面撫で。   

W－4  須恵器  ① 3．0 ②（12．4）  ①細粒（∋良好   轄輯整形。口綾部：ほぼ直立。内外面撫で。体部：上部で最大径、  105  
2－32                   覆土  士 ：弓宣  ③ 一   ③灰 ④1／3   内面撫で、外面上部で叩き、中部から撫で。底部：欠損。   106   

グリッド  須恵器  ① － ②（9．4）  （D細粒（∋良好   梶埠整形。口綾部：欠損。休部：内・外面糎輯撫で、直立に外反。底部‥  
2－33                   覆土  聾  （∋11．0   （勤灰 ④底部片   底部：内面撫で、外面回転糸切り後、箆削り及び撫で。   

3区   

番 号  出土遺構 層 位  器種名  ①口径⑦器高 （∋底径  ①胎土②焼成 ③色調④遺存 登録  
器種の特徴・整形・調整技術  

度  番号  備考   

H－1  須恵器  （DlO．9 ② 3．7  （D中粒（訂酸化焔   小形器形。体部膨らみ、ロ緑部若干外反。輯輯整形。ロ緑部回転撫で。  5  一部吸炭  
3－1                   床直  士不  （参 4．8   ③にぷい黄橙④2／3  底部回転糸切り。   

3－2   
H－1 床直  灰粕陶 器瓶  ①－②－ ♂－  ①細粒②良好 ③明オリーブ灰④胴部片  肩部丸み。外面肩部に施粕痕。器肉やや薄い。   2，4他  

H－2  土師器  ①12．6⑦5．0  肉厚。底部～体部扁球形。口緑部変換点で稜形成。口縁部外傾し  5，6  内外吸炭  
3－3       ③－   ③にぷい赤褐④1／2  て開く。口縁部横撫で。体部～底部箆削り。内面放射状へら磨き。   
H－2  土師器  ①13．3②4．9  肉厚。底部～体部扁平。口禄高やや高く、外傾して開く。口縁部  4  底部吸炭  

3－4  ③－   ③明赤褐④2／3   横撫で。底部箆削り。内面横・放射状箆磨き。   

底部丸底。体部丸く内湾、口綾部短く外傾。ロ綾部横撫で。休部  10，11  一部吸炭  

床直   
3－5  H－2  土師器  ①13．3②4．9 ♂1  ①租粒②良好           小型丸 底   ③にぷい赤褐 ④2／3  ～底部箆削り。内面撫で。やや肉厚。   

H－2  土師器  ①［17．3］②－  休部やや扁平。口縁部くの字に折れ、強く外反して開く。ロ縁部  3  胎土緻密  
3－6       ③－   ③にぷい赤褐④2／3  横撫で。体部箆削り。   

H－2  須恵器  ①10．8 ② 3．6  ①租粒②酸化焔   小形詩形。／トさい底部。体部緩く湾臥口縁部で開く。輯櫨整形。  18  一部吸炭  
3－7                   床直  士不  （参 4．2   ③にぷい橙④完形  ロ緑部回転撫で。底部回転糸切り。   

H－3  須恵器  ①10．9 ② 4．4  ①中粒②酸化焔   小形器形。小さい底部。休部変換点くびれ。体部下半膨らみ、口  9，13  
3－8                   床直  杯  ③ 4．9   ③橙 ④ほぼ完形  緑部外傾。糎軽整形。ロ綾部回転撫で。底部回転糸切り。   

H－3  内異高  ①［14．7］② 6．4  ①中粒②酸化焔   脚端部膨らむ。体部丸く内湾、口緑部外傾して開く。韓軽整形。  1，2  
3－9                  床直  台J不  （釘 8．3   ③橙 ④3／4欠   底部回転撫で。内面内異姓理、箆磨き調整。   

3－10  H－3  須恵器  ①［18．2］②23．8  （D中粒②酸化焔   つくり丁寧。口縁部内傾、唇部平坦。鍔部上向きに張る。底部若   
床直  羽釜  ③ 9．0   ③褐 ④1／2   20，21               干上げ底。体部上半回転撫で、下半縦・斜位箆削り。内面回転撫で。   

3－11  H－3  須恵器  ①［18．2］②（21．3） ♂ 口縁部若干内傾、唇部平坦。鍔部ほぼ水平に張る。胴部上半部膨  24，28  
－   ③明赤褐④1／2   らむ。ロ縁部～体郡上半回転撫で、下半部縦・斜位箆削り。   

H－4  土師器  ①［10．4］（参3．5  小形器形。底部～休部丸く内湾、ロ綾部で短く直立する。口縁部  5  器肉薄い  
3－12       ♂－   （勤明褐（彰1／3   横撫で。休部～底部箆削り。内面撫で。   

底部～体部丸く内湾。口縁部短く直立。口縁部横撫で。体部外面  6，8，9  

床直  崇 3－13  H－4  土師器 禿り  ① 8．0 ② 7．2  ①中粒②良好           小丸 底  （彰 一  ③にぷい赤褐 ④5／6  箆削り。内面指撫で。   
H－4  土師器  ①10．2②8．6  底部～体部丸く内湾。口緑部内傾後唇部で外反気味。口綾部強い  田  底部吸炭  

3－14       伊1   ③にぷい橙④完形  横撫で。体部～底部箆削り。内面指・箆撫で。   

H－4  土師器  ①［18．2］②（5．0）  胴部上半部膨らむ。ロ縁部強く外反して開く。口縁部横撫で。胴  2，3  
3－15       ♂1   ③褐灰④口綾部1／4  部斜・縦位箆削り。内面指・箆撫で。   

3－16  H－4 竜内  円筒 埴輪  基部径［19．2］ 凸帯幅0．9厚0，6  ①中粒⑦良好 ③にぷい橙④1／3  17に同。（同一個体か）内面斜位指撫で痕。   13  

凸帯断面短い台形状。休部細かい縦位刷毛日。凸帯貼付け後横撫  14  3－17  H－4  円筒  基部径［18．6］  ①中粒②良好         竃内  埴輪  凸帯幅1．0厚0．6  ③にぷい橙④1／4  で調整。（やや粗雑）内面指・箆撫で調整。内面輪積み痕顕著。   
H－5  土師器  ①ほ2②4．7  底部～休部扁球形。口縁部短く折れ、内側でくの字状形成。口縁  30  D－5内  

3－18       ③一   ③明赤褐④ほぼ完形  部横撫で。外面指撫で後箆削り。内面放射状箆磨き。   

H－5  土師器  ①13．8 ② 9．4  （∋細粒（∋良好   体都丸く内湾、口綾部で短く折れる。脚部外反気味に開く。口緑  58  D－3内  
3－19                   覆土  高士不  ♂ 一   ③明赤褐④ほぼ完形  部横撫で。体部指撫で、箆削り。内面放射状箆磨き。脚部横撫で。   

H－5  須恵器  ①［41．8］②（48．5）  ①細粒②良好   ロ縁部横く外傾。肩部付近で最大径。頚部2条1租の沈線区画を挟  40他  D－3，4，5  
3－20  襲  ♂ －   ③草灰（彰1／2   み8本単位波状紋3段。胴部平行叩き目、内面同心円状当て目痕。   内  

3－21  H－5  須恵器  ①［24．0］②（45．6）  ①細粒②良好   頸部短く外反、口綾部段形成。胴部内湾して立上り、上半部に最   
床直  聾  ③灰 ④1／2   105他  

3－22  H－5 覆土  須恵器襲  ①－②－ ③一  ①細粒（多良好 ③灰④口緑部小片  口縁部段形成。内外面回転撫で。   D－47  

H－5 覆土  須恵器 牽  ①－⑦－ ③－  ①細粒（∋良好 ③灰④頸部小片  上半沈線区画下に波状文。   D－44  
3－23  

H－5  須恵器  ①［21．0］②（37．2）  ①細粒②良好   頭部短く外反、上端で屈曲。肩部で最大径をなす。口縁部回転撫で。  33他  D－3，5内  
3－24                 覆土  棄  ③ 一   ③灰 ④1／2   胴部外面平行叩き目後横撫で。内面不整円形状当て目。   

床直  土器  （参 3．2   ③にぷい橙④2／3  休部外面指・箆撫で。内面指撫で。  3－25  H－6  手ずくね  ① 9．1② 3．6  ①中粒②やや不良  底部小さい。体部外傾して開き、唇部直立気味。ロ縁部横撫で。  127  138，床面，               竃内   
H－6  土師器  ①10．6 ② 6．3  ①中粒②良好   肉厚。体部内湾気味に立上り、口緑部でわずかに内傾。口緑部箆  85  

3－26                   床直  土不  ③ －   ③明赤褐④5／6   撫で。体部指撫で。上半部輪積み痕残。底部箆削り。   293   

H－6  土師器  ①13．0 ② 5．0  ①細粒⑦良好   底部～体部扇球形。口縁部内面くの字に外折。唇部若干丸み。口  232  内外吸炭  
3－27                   覆土  杯  ♂ －   ③にぷい赤褐④完形  緑部横撫で。体部外面指撫で、箆削り。内面放射状箆磨き。   

H－6  
3－28   覆土   27に同。口唇部27より若干厚い。   114  

杯   ③橙④4／5  

ー 49 －   



番 号  廃土遠雷  l鞭名  」霊屋琵②器高  鹿嘉霊慧震 器種の特徴・整形欄整技術   
度   備考   

3－29  H－6  土師器  ①13．7 ② 5．5  ①中粒②良好   底部～体部扁球形。口緑部短く外所、内面稜やや摩滅。口綾部横  、 224  

床直  杯  ③ －   ③橙 ④完形   撫で。外面指撫で・箆削り。内面放射状箆磨き。   

3－30  H－6  土師器  ①13．8②5．3  

③－   ①中粒②良好  底部～体部扇球形。口緑部短く外傾 内面部分丸く湾曲 口縁立  β 207  
3－31  H－6  土師器  ①13．5 ② 4．9  ①中粒⑦良好  底部～体部扁球形。口緑部短く外折、唇部わずかに直立するロ  123  

床直  J不  ③ －   ③灰褐④2／3  緑部横撫で。休部外面箆削り。内面放射状箆磨き。   

3－32  H－6  土師器  ①［13．6］⑦ 5．4  ①中粒②良好   底部～体部扁球形。口緑部短く外折。同内面稜丸み。辰部わずカ  ヽ   
床直  ゴ不  ③ －   ③橙 ④1／4  305他  一部吸炭                           l＝ヨ に丸み。口綾部横撫で。体部箆削り。内面箆磨き。券面摩滅する   

3－33  H－6  土師器  ①［13．6］② 4．3  ①中粒②良好  

床上  ゴ不  ♂ －   底部～休部深く、丸く内湾。ロ綾部短く外所、唇部わずかに丸み  34，86            ③にぷい黄橙④1／3                    〔〉 口緑部横撫で。体部外面相撫で後、箆削り。内面放射状箆磨き。   
3－34  H－6  土師器  ①13．5②5．9  

③一   ③橙 ④完形  底部～体部深く、丸く内湾。口縁部短く外所、唇部わずかに丸み  133  つくり丁寧  
3－35  H－6  土師器  ①［13．7］②（5．2）  ①中粒②良好  休部深く、丸み。ロ綾部短く折れ、内面稜丸み。ロ綾部横撫で  191  

床直  ゴ不  （彰 一   ③橙 ④1／3  体部外面撫で後、箆削り。内面撫で調整。磨き痕の有無不明。   

3－36  H－6  土師器  ①［13．1］②（5．0）  （D中粒②良好   

床直  杯  ♂ －   体部深く、丸み。口縁部短く外折、内面わずかに稜をもつ ロ縁  130            ③にぷい赤褐④1／3                  （） 部横撫で。休部外面撫で後、箆削り。内面放射状箆磨き。   
H－6  

3－37   床直   J不  13．5 ③明赤褐④1／5   36に同。   144  

3－38  H－6   土師器  ①15．6 ② 8．4  ①中粒②良好   

覆土  休部深く、丸く内湾。ロ緑部短く外折。唇部丸み。ロ緑部横撫で。  209  
3－39  H－6   土師器  ①［14．3］②（7．9）  休部内湾、上半都丸み。口縁部短く外折。傾斜度38よりやや直立  230  

床上     ♂1   ③橙 ④1／3   気味。口緑部横撫で。体部外面撫で・箆削り。内面横・斜位箆磨き   

H－6  休部深く、丸く内湾。口綾部短く折れる。口縁部横撫で。休部外  125  
3－40   床直    16．0 ③赤褐④1／4   面撫で・箆削り。内面放射状箆磨き。   

3－41  H－6   土師器  ①［15．2］②（7．2）  40に同。口縁部傾斜度40よりやや直立気味。口綾部横撫で 休部   

床直     ③－   140  内面吸炭  

3－42  H－6   土師器  ①［15．2］② 8．0  ①中粒（∋良好   器形41に同。ロ緑部横撫で。体部外面指撫で・箆削り。内面箆磨   
床直  ③にぷい赤褐④1／3  きされるが、不鮮明。   276  

床直   3－43  H－6   土師器 ＝土ご 互E  257  

ノ   頚部外方へ直線的に外傾。唇部平坦面形成。口綾部と頚部の境に   
床直   ③灰 ④頚部1／3  一条の凹線を施し、上下に櫛措波状文。内面自然付着。   P5  

3－45  H－6   土師器  ①21．8 ②（15．8）  ①中粒②良好   

床直  器肉やや厚い。胴部上半部で最大径。口綾部外傾して開く。口縁  406  
3－46  H－6   土師器  ①［18．2］②（12．0）  ①中粒②良好   

床直  胴部上半に最大径。ロ綾部外傾して開く。胴部輪積みによる凹凸  145  
3－47  H－6   土師器  ① － ②（5．5）  ①中粒⑦良好   

床上  底部平底気味。胴部下端で括れ、外傾して開く。底部肉厚。外面  451  
3－48  H－6   土師器  ①［18．2］②（12．0）  

竃内     ■③－   ①中粒②良好  胴部中位に最大径。口緑部外傾して開く。口緑部横撫で 胴部外  442  
3－49  H－6   土師器  ①［17．8］②（13．0）  （D中粒（∋良好   胴部中位付近に最大径をもつか。ロ縁部外傾して開く。ロ縁部横  21  

床直                棄  （彰 一   ③橙 ④2／3   撫で。胴部外面肩部以下箆削りか。内面箆撫で。   194   

3－50  H－6   土師器  ①16．6 ②3ま0  ①租粒②良好   口綾部直立気味。胴部中位下半に最大径。底部に向かいすぼまる   
床直  160  

3－51  H－6   土師器  ①22．2 ⑦28．5  ①中粒②良好   

床直  底部～胴部直線的に緩く湾曲、上位に最大径。口綾部外傾して開く  403  
3－52  H－6   土師器  ①［10．1］②（3．7）  

覆土     ③－   ①中粒⑦良好  小形の器形。底部～体部緩く内湾、ロ緑部で短く内傾する 口縁  3  
3－53  H－9   土師器  ①［10．6］②（3．1）  ①中粒②良好   小形の器形。底部～体部扁平。ロ縁部変換点に稜、ロ緑部外傾し  6  

床直                杯  ♂ －   ③明赤褐④1／3   て開く。口縁部横撫で。体部箆削り。内面撫で。   

3－54  H－9  

P5   ①中粒②良好  やや肉厚。底部～休部緩く内湾、口緑部変換点に稜形成。口綾部  P5  
3－55  H－10  須恵器  ①［12．7］② 3．7  ①中粒②良好   底部上げ底。体部直線的に外傾 口綾部外反する 底部丸まる   

竃内  杯  ③［6．4］   ③にぷい黄橙④1／3  34  

3－56  H－10  須恵器杯  ①12．8 ② 3．6  （D細粒②酸化焔   

竃内  ③ 6．3   器肉薄い。底部平底。体部は下端でわずかに括れ 外傾して開く  25           ③にぷい橙④2／3                     0 輯轄整形。口縁部回転撫で。底部回転糸切り。   
3－57  H－10  須恵器  （∋［12．8］② 3．4  ①細粒②酸化焔   

床直  杯  ③ 5．8   器形56に似。底部やや上げ底。輯櫨整形 口緑部回転撫で 底部  60            ③にぷい黄橙④2／3              ニ′0 口   0＿．ロ 回転糸切り。   
3－58  H－10  須恵器   ①［12．8］② 4．8  ①中粒②酸化焔気味  高台部だれた短い台形状。体部直線的に外傾口緑部わずかに外反   

高台椀  ③灰オリーブ④1／3  68  

3－59  H－10  須恵器  ①［12．8］② 4．4  ①租粒②良好   高台部58よりだれる。休部丸く膨らみ口縁部でわずかに外反身味   

床直  高台椀  ③［5．4］   ③黄灰④1／3  P5，44                    ㌢ ヽ／ロ   
3－60  H－10  須恵器  ①［13．6］②（5．0）  ①中粒②やや不良  高台部欠。貼付け後調整雑。体部直線的に外傾して開く 輯埠整形   

竃内  高台椀  （参 6．5   ③浅黄④1／2  口綾部回転撫で。底部回転撫で調整。券面剥落。   54  

H－10  須恵器  

3－61     高台椀  13．2  ①細粒②酸化焔  高台部剥落。体部外傾して開き、口縁部外反。輯轄整形 口綾部  52  
3－62  H－10  須恵器 高台椀  ①13．4 ②（4．5）  ①中粒②酸化焔気味  底部欠。体部外傾して開き、口綾部わずかに外反。糖種整形 口  40，59     竜内   ③ 7．8  ③にぷい黄橙④5／6  ′                     ニ′0 縁部回転撫で。   
3－63  H－10  須恵器  ①15．0 ②（5．2）  ①中粒②酸化焔   高台貼付極めて雑。体部ハの字に外傾して開く 槻軽整形 外面  48  

竃内  高台椀  ③［6．0］   ③赤褐④2／3  箆撫で調整。内面煤状付着物。高台内面回転箆撫でか。   

3－64  H－10  須恵器  ①［17．4］②（6．0）  ①中粒②酸化焔気味  大形器形。底部欠。体部丸く内湾、口縁部で外傾気味に開く 韓  65     竃内  高台椀  （卦（8．0）  ③灰黄④2／5                ・封 櫨整形。口綾部回転撫で。内外面一部煤状。   
H－10  須恵器  ①［14．4］② 5．9  ①中粒②酸化焔   断面方形状のやや高めの高台。体部外傾して開く 器肉若干厚い   

3－65  ③灰黄④2／5  暁櫨整形。口緑部回転撫で。底部高台貼付後、回転撫で調整。   33  

3－66  H－10  須恵器  ①［14．1］② 5．4  ①中粒②酸化焔   断面台形状のやや幅広の高台。体部外傾して開く。器肉やや厚い  
覆土  高台椀  ③［8．5］   ③灰 ④1／3  車  

－ 50 －   
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H－10  灰粕陶器  ①［12．4］② 2．9  ①細粒②良好   小さい器形。短い断面台形状の高台。腰部わずかに膨らみ、休部  11，35  
3－67                  竃前  皿  ③ 7 ③灰白④1／2   外傾して開く。鞭輯整形。口綾部・底部回転撫で。潰掛け施粕0   

H－10  灰粕陶器  ①13．6 ② 3．1  ①細粒②良好   口綾部4カ所に指押さえによる輪花形成。高台部外面稜。休部外傾  22  
3－68                   竃内  輪花皿  ③ 7．0   ③灰白④1／2   して開く。輯埠整形。底部回転糸切り。潰掛け施粕。  

H－10  灰粕陶器  ①［16．0］② 5．5  ①細粒②良好   ′   

3－69  底部回転撫で。漬掛け施粕。   
56  

③灰白④1／5  

H－10  須恵器  ①18．5 ②16．8  ①中粒②酸化焔気味  やや小形。底部平底。体部下半直線的に外傾、上半でわずかに膨  28，46  
3－70                  竃内   土釜  ③ 7．3   ③褐灰④4／5   らむ。口綾部短く外反。上半部回転撫で。下半縦・斜位箆削り。   

H－10  須恵器  ①［17．4］②（17．0）  
3－71  ♂－   ③にぷい褐④1／2  に内傾する。上半部回転撫で。下半部縦位箆削り。  

竃内  甑  ③脚径［22．5］  ③黄灰④3／4   ⊥山 ■■ ⊥  3－72  H－10  須恵器  ① 一 ②（7．4）  ①中粒②酸化焔気味  羽釜形甑。細身の胴部下半から大きく外反、珊部短く直止する。  1，12             内面ニケ所に爪あと。内外面回転撫で。  
H－11  須恵器  ① 8．8 ② 2．3  ①中粒②酸化焔   ／   

3－73  ③榎 ④1／3   回転糸切り。   

H－11  灰粕陶器  ①12．2 ② 2．4  ①細粒②良好   高台断面薙い三角形。腰部～休部直線的に外傾して開く。唇部4カ   
3－74  ③灰白④1／2   所に輪花形成。腰部・底部回転撫で。潰掛け施粕。  1，2  

H－13  土師器  ①12．6②3．9  d   

3－75  ③－   ③黒褐④1／2   撫で。底部～体郡撫で後箆削り。内面撫で。   

H－14  須恵器  ①10．6 ⑦ 3．3  ①中粒②良好   小形器形。底部ほぼ平底気味。休部緩く湾曲、口緑部で開く。内・                ‾ヾ  19  
3－76                                   竃内  土不  （参 6．0   ③にぷい貴橙④3／4  外面煤状付着物。輯輯整形。口縁部回転撫で。底部回転糸切り0  

H－14  須恵器  ①10．5 ⑦ 3．1  ①中粒②酸化焔   」．L：ヒ   
3－77  杯  （参 4．3   ③灰黄褐④2／3   一・イ   

H－14  須恵器  ①［12．4］② 2．9  ①中粒②酸化焔   底部若干上げ底。体部中位膨らみ、口縁部で外傾する。韓櫨整形。  
3－78                  覆土  杯  （∋［5．8］   ③にぷい橙④1／4  ロ縁部回転撫で。底部回転糸切り。  

H－14  須恵器  （D［12．1］（∋ 2．7  ①中粒②酸化焔   ノさ、   
3－79  ③にぷい橙④1／4  輯軽整形。ロ縁部回転撫で。底部回転糸切り。   

H－14  でずくね  ①［14．8］②（4．3）  体部ハの字に外傾して開く。ロ緑部接合痕。体部上半部指頭調整、  21  
3－80       ③－   ③にぷい黄橙④1／4  下端部撫で。内面撫で調整。  

√   

3－81   ③灰黄④5／6   ‾丁   

√   

3－82   ③黒 ④ほぼ完形  外傾する。鞭轄整形。口縁部回転撫で。底部回転撫で。   
H－14  内黒高  ①［15．1］② 5．8  ①中粒⑦酸化焔   高台断面U字状。体部やや深く丸みをもつ。口縁部外傾して開く0  

3－83  ③黄橙④5／6   ‾、√  

H－14  灰粕陶器  ①12．8 ⑦ 3．5  ①細粒②良好   高台部側面外部に稜。腰部張り、口縁部でハの字状に開く。内面               、虫  13  
3－84                                  床上  皿  （D 6，6   ③灰白④1／2   重ね焼痕。輯畦整形。腰部回転撫で。底部回転糸切り。慣掛け施粕0  

H－14  灰釆由陶器  ①［15．4］② 4．7  ①細粒②良好   ′さ   
3－85  碗  （卦 8．4   （∋灰白④1／2   輯櫨整形。腰部・底部回転撫で。潰掛け施粕。   

3－86  H－14  須恵器  ①［18．3］②（16．0） ♂ 胴部下半部直立気味、上半でわずかに湾曲する。鍔上向きに張り、                 ハ」＿ヽ′  1，24  
－   ③灰黄褐④1／3   口縁部直立する。唇部平坦。上半部回転撫で。下半部縦位箆削り○   

H－15  須恵器  ①［12．5］② 4．6  ①中粒②酸化焔   底部平底。体部下半直線的に外傾、中位で膨らみをもつ。輯軽整形0  
3－87  ③橙 ④1／4   ノ亡‾  

J   

3－88   ③褐灰④1／2   外傾して開く。輯櫨整形。ロ縁部回転撫で。回転糸切り0  

0－1  須恵器  ①［11．0］（∋ 3．7  ①中粒⑦酸化焔   ・・もl・・   

3－89  ③褐灰④1／4   干外反する。輯軽整形。ロ縁部回転撫で。底部回転糸切り0  

0－1  須恵器  ① 9．8 ② 3．6  ①中粒②酸化焔   ・ ■   

3－90  ③灰黄④4／5   ‾■イ  

－kl一   一部吸炭  
3－91   ③にぷい黄橙④1／4  反気味。輯櫨整形。ロ縁部回転撫で。底部回転糸切り。   

0－1  須恵器  ①［9．6］② 4．6  ①中粒②酸化焔   小さい器形。高台断面U字状。休部丸みをもって外傾する。韓櫨  
3－92                  D区  高台椀  ③［6．5］   ③橙 ④1／5   整形。ロ緑部回転撫で。底部回転系切り、撫で調整。   

0－1  灰粕陶器  （》［15．1］② 5．0  ①細粒②良好   高台側面外側わずかに稜。休部緩く湾曲して開く。棍埠整形0体  
3－93                  D区  碗  ③［7．2］   ③にぷい黄橙④1／4  部下半・底部回転箆削り。潰掛け施粕。   

古墳前期（石匡川l期）のS字状口縁をもつ葉形態。外面刷毛目◇内  
3－94  0－1  土師器  ①－②（4．0） ③－  ①中粒②良好         C区  台付薬   ③にぷい橙④台部 片  面指撫で。  

D－1  須恵器  ① － ②（3．3）  ①中粒②良好   ′  ム   
③にぷい赤褐④2／3  付け後回転撫で調整。   

2  

3－95  
鍔部小形で、断面丸い台形状。口縁部内傾気味に止上る。唇部平坦。  

♂－   3－96  D－1  須恵器  ①［19．4］②6．0   ①中粒②酸化焔         覆土  羽釜   ③にぷい赤褐④1／5  内外面回転撫で。   
3－97  Ⅰ－1  かわらけ  ①［8．6］② 2．5  ①中粒②酸化焔   底部突出気味。体部直線的に外傾、ロ緑部丸い。唇部内外面煤付着0  

覆土  3 44   3灰昔褐 41／2   灯明具に使用。輯軽整形。底部回転糸切り。   

3－98   
Ⅰ一1 覆土  焼締陶器 棄  ①一②－ （彰一  ①細粒②良好 ③にぷい赤褐④肩部片  常滑焼。肩部上端外面撫で。内面紐つくり痕。  

3－99   
Ⅰ－1 覆土  焼締陶器 棄  ①－②－ ♂－  ①細粒②良好 ③にぷい赤褐④肩部片  常滑焼。胴部外面押印文。  

5区   

器種の特徴・整形・調整技術   
登録   備考   

番 号  出土遺構 層 位  券種名  （D口径②器高 （∋底径  ①胎土②焼成 ③色調④遺存度  番号  

ロ縁部：やや外反、内外面撫で。体部：やや膨らみを持って外傾、  
H－1  土師器  ①12．0 ⑦ 3．5  ①租粒②良好  

5－1  
内面指押さえ、撫で、外面箆削り。底部：やや丸みを持った平底、  2  

③明赤褐④完形   内面撫で、外面箆削り。  

H－1  土師器  ①［19．8］②（16．0）  ①細粒②良好   立   

5－2  ③橙 ④1／5   横位の箆削り、外面下郡縦位の箆削り。底部欠損。   

－ 51－   



番 号  出土遺構    器種名  ①口径②希高   ①胎土⑦焼成  
器種の特徴・整形・調整技術   

登録  

層 位  ③底径  ③色調④遺存度  番号   備考   

5－3  H－1  須恵器  （D14．6 ② 4．0  ①中粒②良好   輯櫨整形。口緑部：やや外反、内外面撫で。体部：やや膨らみをもっ  5，22一他  酸化焔  

床直  杯  （勤 6．8   （卦黄橙（彰2／3   て外傾、内外面撫で。底部：内面撫で、外面回転糸きり未調整。   

口綾部欠損。胴部：イチジク形、内面撫で、外面上部横位の箆削り、  

床直   5－4  H－2   土師器 聾  （ラー②（20．1） ③－  ①細粒②良好 （黎明褐灰④1／2  外面下部斜位の箆削り。脚部：ほとんど欠損している。内面撫で、  
外面胴部末端から刷毛撫で。   

5－5  H－2  土師器  ①14．4 ②（16．0）  ①細粒②良好   口縁部：「S」の字状、内面・外面撫で。胴部：イチジク形、内面  15  石田川式  
床直  聾  せ －   ③にぷい橙④1／3  刷毛撫で、外面横位の箆削り。底部欠損。   

5－6  H－2  土師器  （彰 一 ②（7．5）  ①細粒②良好   脚部：内面撫で後、縄による施紋、外面撫で後、刷毛撫で。接地  17  石田川式  
床直  台付襲  （卦10．2   （卦にぷい橙④脚部のみ  部分末端を内側に折り返して調整。   

5－7  H－3  土師器  （》［11．0］② 3．1  ①中粒（∋良好   ロ緑・体部：やや膨らみを持って外傾、内、外面撫で。胴部：丸底、  10  

覆土  杯  ③ －   ③にぷい橙④1／4  内面撫で、外面箆削り。   

ロ緑部：やや直立から外反、内外面撫で。体部：やや膨らみを持っ  

覆土   5－8  H－3   土師器 ゴ不  ①ほ0②4．2 ♂－  ①中粒②良好 （訓こぶい赤褐④2／3   て外傾、内面撫で、外面横位の箆削り。底部：やや平底、内面撫で、 外面箆削り 
。内面に放射状暗文、渦巻状嗜文有り。   

H－3  

5－9   床直   杯  ． （釘橙（初1／2   口縁・体部：外反、内外面撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。  68  

5－10  H－3  土師器  ①［11．8］② 3．5  ①租粒（∋良好   ロ縁・体部：やや膨らみをもって直立、内外面撫で。底部：丸底、  80  

床直  杯  （∋ 一   ③橙 ④2／3   内面撫で、外面箆削り。   

H－3  土師器  ①［18．0］② 3．9  ①細粒②良好   口緑・休部：やや外反、内外面指押さえ、撫で。底部：丸底、内面  12，86  
5－11                  床直  杯  せ 一   ③橙 ④2／3   撫で、外面箆削り。   

5－12   H－3  
床直   ③にぷい橙（彰1／4  口緑・休部：外反、内外面撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。  96他  

5－13  H－3  土師券  ①12．4 ⑦ 3．6  （D租粒（∋良好   口緑・体部：やや膨らみを持って直立、内外面撫で。底部：丸底、  97  

覆土  杯  せ け   （診橙 ④5／6   内面撫で、指圧痕有り、外面箆削り。   

5－14  H－3  土師器  （D［18．3］（∋ 6．8  ①租粒②良好   ロ縁・体部：やや外傾、内外面撫で。底部：丸底、内面撫で、外面  39，42他  

覆土  杯  ③ －   （卦橙 ④2／3   箆削り。   

H－3  土師器  ①［15．6］② 4．4  ①細粒（∋良好   口縁・休部：やや外傾、内外面撫で。底部：丸底、内面撫で、外面  5，6  
5－15                  覆土  杯  ③ －   （参にぷい橙④1／3  箆削り。   

5－16  H－3   土師器   ①15．2②3．1  

床直   杯   す一   （参橙④2／3   口縁・休部：外傾、内外面撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。  58，87他  

5－17  H－3   土師器 i  ①［20．1］（参（8．1）  口縁・体部：短く直立、内外面撫で、底部との境に箆削りの線が 二条有り 

床直   不   ♂小   （卦橙（彰1／3  。  

底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。   
79  

5－18  H－3   土師器   ①［16．2］②4．5  
床直   杯   ♂一   ③橙（彰1／2   ロ縁・休部：外反、内外面撫で。底部：丸底。内面撫で。外面箆削り。  カマド 2，7，8  

H－3  ロ縁部：大きく外反、内指撫で、外面指撫で後刷毛撫で。胴部中  

5－19   床直   棄  ． ③橙④2／3  位にやや膨らみを持つ、内面撫で、外面上部横位の箆削り、外面中・  
下部縦位の箆削り。底部：平底：内面撫で、外面箆削り。   

5－20  H－3  土師器  ①［22．0］②（19．8）  ①租粒（∋良好   ロ綾部：外反、内外面撫で、中部に接合痕有り。胴部：内面撫で、  15，29他  

覆土  襲  ♂ －   （D橙（彰1／6   外面横位の箆削り。口緑と胴部の境に接合痕有り。   

H－3  土師器  （∋［25．0］（∋（9．5）  （∋細粒（∋良好   口緑部：大きく外反、内外面撫で。胴部：内面撫で、外面横位の箆  59，16  
5－21                 覆土  棄  ♂ －   （参にぷい橙（彰1／8  削り。口綾部と胴部の境に接合痕。   

5－22  H－3  須恵器  ① － ②（11．2）  （訪階粒（多良好   輯堆整形。肩部：内外面撫で、二条の沈線、4列の刺突文。胴部：  90，99  

床直  長頸瓶  ③   ③灰白④2／3   内外面撫で。底部：内外面撫で、高台貼付。   

5－23  H－3   須恵器   ①（27．2）②（7．2）  輯櫨整形。口縁部：外反、内外面撫で。胴部以下欠損。   26，27，  
床直   賓   ♂－   ③灰④1／8  104  

ロ緑部：外傾、内面撫で、外面指押さえ後撫で。休部：外傾、内面   
竃内  杯  ③ －   5－24  H－4  土師器  （∋12．6 ② 3．4  ①中粒（釘良好    14            （卦にぷい赤褐④5／6  指押さえ後撫で、外面箆削り。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。   

5－25  H－4  須恵器  （D12，6（∋ 3．8  ①細粒②良好   輯埠整形。口綾部：外傾、内外面撫で。休部：やや膨らみを持って  17，18  酸化焔  

竃内  杯  ③ 6．8   （参褐灰④3／4   外傾、内外面撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り未調整。   

H－6  土師器  ①［12．0］②（4．2）  ①細粒②良好   ロ綾部：「S」の字状、内外面撫で。胴部：内面撫で、外面斜位の  ロ  石田川式  
5－26                 床直  棄  ③ －   ③灰白④1／10   刷毛撫で。胴部中位以下欠損。   

5－27  H－7  土師器  ①10．6（む15▲9  ①細粒②良好   ロ緑部：外傾、内外面縦位の箆磨き。顎部：内面撫で、外面横位の  24  

床直  柑  ③ 5．0   ③にぷい黄橙④ほぼ完形  箆磨き。底部：平底。内外面撫で。   

5－28  H－7   土師器   （∋［18．0］（DlO、3  ロ綾部：大きく外傾、内撫で、外面刷毛撫で後、指撫で。胴部：上  

床直   小葉   （∋4．1   
位に膨らみを持ち底部に向けて窄まる、外面箆削り。底部：平底、  

③浅黄橙④1／2  内面撫で、外面箆削り。   

胴部：膨らみを持ち、底部に向けて窄まる、内面撫で、外面縦位  

床直   
5－29  H－7   土師器 棄  ①－②（10．0） （∋6．8  ①細粒②良好 （訓こぶい橙④下部のみ   の箆削り後、横位の箆削り。底部：内面指押さえ後撫で、外面箆 削り 

。   

5－30  D－3  土師器  ①［11．0］⑦3．5  口縁■体部：ほぼ直立、内外面撫で。底部：丸底、内面撫で、外面  

♂1   （む橙（彰1／2   箆削り。   

5－31  D－3  土師器  ①［22．6］（∋（11．1）  （D粗粒②良好   ロ縁部：わずかに外反するややコの字の形状、内面撫で、外面刷  

覆土  棄  ♂ －   （∋橙（彰1／8  毛撫で箆重きによる線が＝条有り胴部・内面横位の箆撫で  14，21               ヽ 巳Eヨ」／グ ー  0 ロ．  ヒノい、  
外面横位の箆削り。   

5－32  D－3  須恵器  （D［18．0］② 4．0  ①租粒（∋良好   椀橙整形。天井部：やや水平から緩やかに傾斜、内面撫で、外面  覆土  

覆土  蓋  ③［8．2］（摘み）  ③灰自④1／3   回転箆削り、撫で。返り有。摘み二環状。   

D－5  須恵器  （∋13．6（む 2．9  （∋細粒②良好   鴨畦整形。口緑・体部：外反、内外面撫で。底部：内面撫で。外面  2  

5－33                  覆土  高台皿  （∋ 6．6   （∋灰白④3／4   回転糸切り後付け高台。   

Ⅹ34  

5－34   Y160   稜椀   ③オリーブ灰④破片  輯櫨整形。素地は灰自。体部に稜有り。高台は断面四角形。  

口綾部「S」の字状、内外面撫で。胴部：内面撫で、外面縦位の  3  石田川式  5－35  Ⅹ39  土師器  ①［14．2］②（4．4） ③－  ①細粒②良好         Y164  台付碧   ③にぷい褐（彰 破片  刷毛撫で。胴部中位以下欠損。   

Ⅹ40  土師器  ①［14．8］⑦（10．1）  （D細粒②良好   ロ緑部：「S」の字状、内面撫で、外面刷毛撫で後、指撫で。胴部：  7  

5－36                 Y163  棄  ③ －   （参灰褐④1／8   内面指圧痕有り、刷毛撫で、外面刷毛撫で。底部欠損。   
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番 号  出土遺構  位  器種名  （古口径②器高 （底  （D胎土（∋焼成 色調遺存 

層  参径  ③④度   
器種の特徴・整形・調整技術   登録 番号  備考   

Ⅹ40  土師器  ① －（参（16．0）  （D細粒（∋良好   口縁部：欠損。胴部：球形、内面撫で、外面上部横位の刷毛撫で、  9  石田川式  
5－37                  Y164  襲  （参 5．6   ③にぷい橙④1／2  外面中・下部斜位の刷毛撫で。底部：平底、内外面撫で。   

Ⅹ40  土師器  ①［14．0］②（5．7）  （D細粒（∋良好   口緑部：外傾からやや外反、内外面撫で。胴部：内面撫で、外面斜  18  石田川式  

5－38                 Y164  禁  ♂ －   （参灰黄褐（彰1／8   位左右両方向からの刷毛撫で。胴部中位以下欠損。   

緑粕陶器  
5－39  表採覆土   椀   細（ ③オリーブ灰（彰破片  輯軽整形。素地は灰白。内外面ともに緑粕が施される。  調査区北西   

器種の特徴・整形・調整技術   
登録  

番 号  出土遺構 層 位  器種名  （D口径（∋器高 l③底径  （D胎土②焼成 （∋色調④遺存度  
番号  備考   

6－1   H－1  須恵器  （∋ 8．8 ②1．9  （む細粒（∋良好   鞭堆整形。ロ緑・休部：外傾で直線的に外反、内・外面糖輯撫で。底部：   

床直  小型杯  （参 6．0   （∋橙（彰完形   内面撫で、外面回転糸切り未調整。   
25  酸化焔  

H－1  輯堆整形。口縁・体部：外傾でわずかに膨らみを持ちながら小さ  

6－2   床直   小型杯  ． （∋灰黄褐④3／4  く外反、内・外面鴨輯撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り末  
調整。   

H－4  土師器  （∋［11，9］⑦ 3．1  （D細粒②良好   口緑部：ほぼ直立。内面横撫で・外面党別り。休部：外傾。内面横  
6－3                  覆土  士不  ♂ －   （∋橙（彰1／2   撫で・外面箆削り。底部：やや丸底、内面撫で、外面党別り。   

6－4   H－5  須恵器  （D 8．8 ② 2．3  （∋細粒②良好   韓堆整形。口緑・体部：外傾で直線的に外反、内・外面韓埠撫で。底部：   
床直  小型杯  ③ 6．1   ③にぷい黄橙④ほぼ完形  内面撫で、外面回転糸切り未調整。   

7，8  軟質酸化焔  

H－5  須恵器  ① 9．9 ② 3．0  （む細粒②良好   椀種整形。口縁・休部：外傾で直線的に外反、内・外面韓軽撫で。底部：   
6－5  ③にぷい黄橙④ほぼ完形  内面撫で、外面回転糸切り未調整。   

9  軟質酸化焔  

H－7  土師器  （D［22．0］（∋（8．1）  ①細粒（多良好   口縁部：やや直立から大きく外反。内外面横撫で。胴部：ほぼ直立、  4  

6－6                 床直  襲  せ －   ③にぷい橙④破片  内面撫で、外面斜位に箆削り。底部：欠損。   

H－7  土師器  （∋［22．4］②（5．1）  ①細粒（多良好   ロ緑部：やや直立から大きく外反。内外面横撫で。胴部：やや膨ら   

6－7  （卦橙（少破片   みを持ち、内面撫で、外面斜位に箆削り。底部：欠損。   9  

H－8  糖種整形。口緑・休部：外傾でわずかに膨らみを持ちながら小さ  
く外反、内・外面輯輯撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り未  酸化焔油煙  

6－8   覆土   小型杯  ． ③灰白④完形  調整。  付着   

D－6  須恵器  ①［27．2］（∋（17．5）  （訪阻粒（多良好   糠櫨整形。口縁部：やや内傾、内外面撫で。鍔部：断面三角形でほ  ロ  
6－9                 覆土  羽釜  ③ －   （参にぷい赤褐（む完形  ぼ水平に付く。胴部：上位に器最大径、内外面槻櫨撫で。胴部：欠損。   

Ⅰ一1  軟質陶器  ①［15．4］（D 5．1  （D細粒（多良好   粘土紐形成、輯堆整形。口縁・体部：やや外傾。底部：平底。内耳  
6－10                  覆土  焙烙  （参［32．8］   ③にぷい橙（彰破片  は不明。   

0－1  土師器  ①11．4（∋ 3．7  （D細粒（多良好   口緑部：ほぼ直立。内面横撫で・外面箆削り。体部：外傾で浅い。  口縁部欠損  
6－11                  覆土  j不  ③ －   ③橙 ④ほほ完形  内面横撫で・外面箆削り。底部：やや丸底、内面撫で、外面箆削り。  は故意か？   

6－12  0－1  土師器  （∋［22．4］②（5．1）  ①細粒（∋良好   口縁部：外傾。内外両横撫で。休部：外傾。内面横撫で・外面箆削  口綾部欠損  
覆土  杯  ③ －   ③橙 ④破片   り。底部：やや丸底、内面撫で、外面箆削り。  は故意か？   

6－13  0－1  土師器  ①［20，2］（参（8．4）  ①細粒②良好   口緑部：やや直立から外反。内外面横撫で。胴部：やや膨らみを持  
覆土  棄  ③ －   （参にぷい黄橙④破片  つ。内面撫で、外面縦位の箆削り。底部：欠損。   

6－14  0－1  須恵器  ①［17．0］（参（7．2）  （訪附粒（∋良好   糖韓整形。ロ縁・体部：外傾から口縁端部やや外反、内・外面輯  

覆土  高台椀  ♂ －   （∋にぷい橙④1／3  轄撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後、付け高台。   酸化焔  

番 号  出土遺構    券種名  （古口径②器高   （D月台土（参焼成  
器種の特徴・整形・調整技術   

登録  

層 位  （参底径  ③色調④遣存度  番号   備考   

7－1   H－2  土師器  ①13，6（参 4．1  ①細粒（∋良好   ロ緑・体部：外傾から口縁端部ほぼ直立、内・外面撫で外面箆削り。   
床直  j不  ♂ －   ③にぷい褐色④ほぼ完形  底部：内面撫で、外面箆削り。丸底   

70  

7－2   H－2  土師器  （∋12．8（参 3．7  （訪細粒（∋良好   口緑部：やや内反、内・外面撫で。底部：浅い丸底、内面撫で、外  68  
覆土  杯  せ －   （診橙色④口の部分欠落  面箆削り。   

H－2  土師器  ①15．2（∋ 4．9  （訪掛粒（か良好   口緑・休部：外反。内面撫でた後に放射線状に暗文。外面横箆削り。  69  

7－3                  床直  杯  ③ 9．6   ③橙色④3／4   底部：平底気味。内面撫でた後に渦巻状に暗文。外面箆削り。   

7－4   H－2  土師器  （D12．3 ② 3．6  （む細粒②良好   口縁部：ほぼ直立、内・外面横撫で。底部：浅い丸底、内面撫で、   
覆土  杯  （彰 一   （∋橙色④3／4   外面箆削り。   

31  

H－2  ロ緑部：器最大径、直立気味から外反、内・外面撫で。胴部：上位  

7－5  床直   ③橙色（彰1／4  に膨らみをもつ、内面撫で、中位箆削り。外面斜位の箆削り。底  
部欠損。   

H－2  鴨輯整形。ロ緑・体部：外傾からやや外反、内・外面撫で下位部  

7－6   貯蔵穴   杯  ． 回転箆削り。底部：外部に削り出し高台、内面撫で、外面回転箆  
（参暗灰黄色（彰9／10    切り後箆撫で   

7－7  H－2  須恵器  （D［11．2］（参 3．8  （D細粒②良好   ロ縁部：やや外傾気味、内・外面撫で。休部：下部箆削り。底部：  10ほか  

覆土  J不  ③［7．5］   （参灰色④1／3   箆お越し、浅い平底、内面撫で、外面箆削り。   

口縁：直立から外傾、内・外面撫で。胴部：上位に膨らみをもち、内面・  8ほか  7－8  H－3  土師器  （》［21．0］②（15．0）  （訪組粒②良好 ③にぷい赤褐 ④胴 ～底部欠損  外面斜位の箆削り。中位以下欠損。   

7－9  H－3   （∋ 9．7（参 2．1  （訪紺粒②良好   梶櫨整形。口緑・体部：外傾からやや外反、外・内面撫で。底部：  30  酸化焔  

床直  カワラケ                  （∋ 4．2   （卦灰黄褐（彰4／5   内面撫で、外面回転糸切り。   

H－6  土師器  （∋［12．2］（∋ 4，1  （D細粒②良好   口緑・体部：外傾からやや外傾、内・外面横撫で。底部：丸底、内  
7－10                  覆土  ま不  ♂ －   （訓こぶい橙色（初2／5  面撫で、外面箆削り。   

7－11  H－6   土師器   （D24．8②32．0  ロ緑部：外反、内・外面撫で、指圧痕。胴部：上位に膨らみをもち  

覆土   棄   ③－   （参橙色④1／2  器最大径、内面撫で、外面上位横位の箆削り、下位斜位の箆削り。  
底部：平底、内面撫で、外面箆削り。   

7－12   H－7  土師器  ①［13月］② 2．9  ①細粒②良好   口綾部：やや外傾、内面撫で、外面箆削り。休部：内面撫で、外面  16  
床直  ゴ不  （彰 一   ③橙色④1／2   箆削り。底部：平底、内面撫で、外面箆削り。   

H－7  土師器  （∋12．1② 3．0  ①細粒（多良好   
7－13  

口縁部：やや外傾、内・外面撫で。休部：内面撫で、外面箆削り。底部：  17  

杯  ③ －   （参橙色（参完形   浅丸底、内面撫で、外面箆削り。   
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券種の特徴・整形・調整技術   登録   備考   
番 号  出土遺構 層 位  券種名  （D口径②器高 （∋底径  ①胎土（参焼成 （∋色調（彰遺存度  番号  

7－14  H－7  土師器  ①［15．2］（∋（9．9）  （D中粒（∋良好   口縁部：外反、内・外面撫で。胴部：上位に膨らみをもち器最大径、  18  

竜  棄  ③ －   （彰橙色④口縁～体部  内面撫で、外面斜位の箆削り。   

H－7  土師器  ①（26．0）（参（16．0）  ①中粒（多良好   口緑部：器最大径、大きく外傾、内・外面撫で、上部に刷毛目。胴部：  19  

7－15                 床直  襲  ③ 一   （勤橙色④胴～底部欠損  内面撫で、外面斜位の箆削り。中位以下欠損。   

H－7  須恵器  ①13．0 ② 2．2  ①細粒（∋良好   韓櫨整形。天井部：水平、外面箆削り。休部：穏やかに傾斜。内面  20  

7－16                   床直  蓋  ③ 4．0（摘み）  ③灰白色④完形   撫で・外面撫で。環状の摘みを付す。   

H－8  土師器  （∋15．0（D 4．4  ①細粒（∋良好   口緑部：やや外傾、内面撫で、外面箆削り。休部：内面撫で、外面  17ほか  
7－17                  床直  杯  ♂ －   ③橙色④5／6   箆削り。底部：平底、内面撫で、外面箆削り。   

7－18  H－8  須恵器  ①［11．7］②［3．6］  （D細粒②良好   韓軽整形。口縁・体部：外傾から口縁端部やや外反、内・外面撫で。  9  

床直  杯  （参［6．8］   ③灰色④1／3   底部：内面撫で、外面回転糸切り。   

H－9  土師器  （D13．2（診 3．3  （D細粒②良好   口綾部：やや外傾、内・外面撫で。体部：内面撫で、外面箆削り。底部：  69ほか  

7－19                  覆土  j不  （卦4／5   （∋橙色④4／5   浅丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－9  土師器  （D13．3（∋ 3．1  （∋細粒（∋良好   口緑・体部：やや外傾、内面撫で、外面撫で。底部：平底、内面撫  78ほか  

7－20                  床直  杯  ③2／3   （勤橙色（彰2／3   で、外面箆削り。   

H－ら  土師器  ①［16．1］②（2．3）  （D細粒②良好   ロ縁・休部：外傾、内・外面撫で。底部：ほぼ平底、内面撫で、外  
7－21                 覆土  杯  せ －   ③橙色（彰1／4   面箆削り。   

7－22   H－9  須恵器  （∋13．1（∋ 3．9  （D細粒（多良好   鴨輯整形。口縁・休部：やや外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で、  71ほか  酸化焔  
覆土  杯  ③ 9．7   （参灰白色（彰完形   外面箆で起こして箆で調整。   

H－9  須恵器  ①［12．6］（診 3．9  （∋細粒（∋良好   糎櫨整形。ロ縁・体部：外傾、外・内面撫で。底部：内面撫で、箆  79ほか  酸化焔  
7－23                  覆土  士不  ③ 9．3   （∋灰白④3／4   で起こして箆で調整。   

H－10  土師器  （∋11．3（診 3．2  （∋細粒（∋良好   

7－24           口緑・体部：外傾から口縁部で内湾、外面箆削り、内面撫で。底部：  25ほか     床直  杯  ③ロ・欠損あり  ③橙色（初口縁欠損有り  丸底、内面撫で、外面箆削り。   
H－10  土師券  ①13．4（∋ 4．2  （D細粒（多良好   口緑・休部：外傾から口綾部で内湾、外面箆削り、内面撫で。底部：  27ほか  

7－25                  床直  杯  ③ －   ③橙色④4／5強   丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－10  土師器  ①11．3（∋ 3．0  ①細粒②良好   口縁・体部：外傾から口緑郡で内湾、外面箆削り、内面撫で。底部：  40ほか  

7－26                  床直  ゴ不  ♂ －   ③橙色④完形   丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－10  土師器  ①15．3 ② 5．2  （D細粒（∋良好   ロ縁・体部：外傾から口緑端部で内傾、外面箆削り、内面撫で。底部：  44ほか  

7－27                   床直  杯  ③ －   ③橙色④4／5   丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－10  土師器  （Dll．5（参 3．4  （D細粒（∋良好   口緑・体部：外傾から口縁端部で内湾、外面箆削り、内面撫で。底部：  26ほか  

7－28                  覆土  杯  ③ 一   ③橙色④4／5   丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－10  土師券  ①10．0（参 3．9  （》細粒（訂良好   ロ緑部：外傾からやや直立、内面撫で、外面箆削り。体部：内面撫  2ほか  

7－29                  床直  杯  ③ －   ③橙色（彰1／2強   で、外面箆削り。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－10  土師器  （Dll．4 ② 3．4  ①細粒（多良好   口縁・体部：外傾から口緑端部で内傾、外面箆削り、内面撫で後  3ほか  
7－30                   覆土  ゴ不  ♂ －   （参橙色④4／5   箆で調整。底部：浅い丸底、内面撫で、外面箆削り。   

7－31   H－10  土師器  （D［12．3］（参 3．3  （D細粒（∋良好   ロ縁・体部：外傾から口緑端部で直立、外面箆削り、内面撫で。底部：  1ほか  
覆土  士不  ♂ －   ③橙色④1／2   浅い丸底、内面撫で、外面箆削り。   

7－32  H－10  土師器  （D（24．0）（参35．3  （訪組粒（∋良好   ロ縁郡：器最大径、大きく外傾、内・外面撫で。胴部：内面撫で、  33ほか  

床直  長胴棄  （∋ 3．7   （∋にぷい橙色（彰3／4  外面斜位の箆削り。   

H－10  須恵器  ①摘み3．5（参 5．6  （D細粒②良好   椀軽整形。天井部：水平。休部：穏やかに傾斜。垂直折れる口縁端  16ほか  

7－33                  覆土  蓋  ③18．2   （参灰白色（彰完形   部。、内面撫で・外面撫で、口縁部箆削り。ボタン状の摘みを付す。   

W－1  須恵器  （D13．0 ② 4．2  （D細粒（多良好   鞭櫨整形。口緑・体部：外傾、内・外面韓軽撫で。底部：内面撫で、  113ほか  

7－34                   覆土  杯  （卦 8．0   （参灰色（彰ほぼ完形  外面回転糸切り後、箆調整。   

D－3  須恵器  ①［12．4］（参 4．1  ①細粒②良好   鴨櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で、外  

7－35                  覆土  杯  ③ 7．6   （参灰色④4／5   面回転糸切り。   

D－3  
7－36   床直   長頸壷  ． （診明褐灰④ロ1／2欠  まとめ「3壷Gについて」にて観察。   613  花瓶か   

7－37  D－3   須恵器   （カー②（15．7）  

覆土   長頸壷   ③5．9   ③灰黄④口～頸上部欠損   まとめ「3壷Gについて」にて観察。   612  花瓶か   

7－38  D－3   須恵器   ①6．5（参8．7 （7 

床直   短頸壷   卦．4   （参胴一部・脚1／2欠損   
370  薬壷   

器種の特徴・整形・調整技術   
登録  

番 号   出土遺構 層 位  器種名  （D口径②器高 （∋底径  （訓台土（∋焼成 （∋色調（参道存度  番号  備考   

H－1  土師器  ①［14．0］② 4．1  ①細粒②良好   口綾部：やや外反、内外面横撫で。交換点に稜有。底部：丸底。内  

9－1                  覆土  杯  ♂ －   ③橙（む1／4   面撫で、外面箆削り。   

9－2   H－1  土師器  （∋［11．5］（参 3．0  ①細粒②良好   口緑部：やや内傾、内外両横撫で。底部：ほぼ平底。内面撫で、外  
覆土  杯  ③ －   ③にぷい橙④1／3  面箆削り。   

H－1  土師器  ①［18．4］②（9．8）  （D細粒（∋良好   ロ綾部：直立からやや外反、内外面横撫で。胴部：内面撫で、外面  

9－3                 覆土  小薬  ♂ －   （参橙（初1／3   上部横位、下部斜位に箆削り。底部：欠損。   

H－2  土師器  （D13．4（診 3．0  ①細粒②良好   

9－4  ③褐灰④4／5   口縁部：外傾、内外面横撫で。交換点に稜有。底部：浅い丸底。内  Ⅹ69  燻し焼成  
H－3  土師器  （D14．9（む 4．3  ①細粒（多良好   口綾部：外傾、内面横撫で後暗文を施す、外面横撫で。底部：平底。  9，28他  暗文  

9－5                  床直  杯  ③ －   （参橙（彰ほぼ完形  内面撫で、外面箆削り。   

H－3  土師器  ①14．8（∋ 4．0  （∋細粒（∋良好   口緑部：直立からやや内傾。内外面横撫で。底部：ほぼ平底。内面  19  
9－6                  床直  ゴ不  ③ －   （∋橙 ④2／3   撫で、外面箆削り。   

H－3  土師器  ①12．7（参 3．4  （D細粒（多良好   口縁部：やや直立、内外面横撫で。底部：やや丸底。内面撫で、外  20  

9－7                  床直  杯  伊 1   （卦橙 ④4／5   面箆削り。   

H－3  土師器  （∋［14．0］（∋ 3．4  ①細粒（∋良好   口縁部：やや外傾、内外面横撫で。底部：ほぼ平底。内面撫で、外  23他  
9－8                  床直  杯  ♂ 1   （参橙 ④1／2   面箆削り。   

9－9   H－3  土師器  （D －（∋（7．2）  ①細粒（か良好   口縁部・胴部上中位：欠損。胴部下位：内面横撫で、外面斜位に箆  26他  
覆土  襲  （参 7．6   （参にぷい橙（彰底部  削り。底部：内面撫で、外面箆削り。   

9－10  H－3  土師器  ① － ⑦（14．6）  （む細粒（多良好   口緑部・胴部上中位：欠損。胴部下位：内面横撫で、外面斜位に箆  29他  

床直  空  （参10．8   （∋にぷい黄橙④底部  削り。底部：内面撫で、外面箆削り。   
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器種の特徴・整形・調整技術   
登録  

番 号  出土遺構 層 位  器種名  ①口径②器高 （参底径  ①胎土②焼成 ③色調（参道存度  

番号  備考   

H－3  
輯櫨整形。口縁・体部：やや膨らみを持ちながら外傾、ロ綾部や  

9－11   覆土   杯   （D灰④完形  
や外反、内外面糖輯撫で。底部：外縁に削り出し高台を付す。内  

面撫で、外面回転箆撫で調整。   

H－3  須恵器  ①［12．9］（∋ 3．6  ①細粒②良好   梶櫨整形。ロ緑・体部：外傾、内・外面鴨櫨撫で。底部：内面撫で、  24  

9－12                  覆土  ゴ不  （参 7．8   ③灰 ④3／4   外面回転箆切り撫で調整   

H－3  須恵器  （D13．4（参 3．2  ①細粒（∋良好   輯埠整形。口縁・体部：外傾、内・外面韓櫨撫で。底部：内面撫で、  18  

9－13                  床直  高台椀  （参10．0   （卦灰白（初完形   外面回転箆削り。   

9－14   H－4  土師器  ①［12．1］② 2．8  ①細粒②良好   口縁部：やや内傾、内外面横撫で。体部：外傾、内面撫で、外面箆  4，5他  
床直  i不  ♂ －   ③橙 ④1／2   削り。底部：やや丸底。内面撫で、外面箆削り。   

H－4  
9－15   床直   棄  ． （訪細粒（∋良好 ③にぷい褐④ロ縁破片  口緑部：外傾。内面横撫で、外面横撫で後箆削り。胴部・底部：欠損。  2他  

H－4  須恵器  ①［12．8］② 3．9  ①細粒（9良好   輯軽整形。ロ緑・体部：やや膨らみを持ちながら外傾、内外面鴨  ロ  
9－16                  床直  J不  （卦［5．8］   ③灰白④1／4   輯撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り未調整。   

H－5  土師器  （D12．6（参 3．8  （D細粒②良好   口綾部：やや外傾、内面横撫で、外面箆削り。交換点に稜有。底部：  4，9，  

9－17                  床直  士不  （彰 一   （∋橙 ④2／3   浅い丸底。内面撫で、外面箆削り。   13   

H－6  土師器  ①15．0 ②（11．3）  ①細粒②良好   ロ緑部：直立から外反。内外面横撫で。胴部：上位がやや膨らみを  W－3  
9－18                  覆土   聾  ③ －   ③にぷい赤褐④1／3  持つ。内面撫で、外面横位の箆削り。底部：欠損。   覆土   

H－6  
鴨櫨整形。口縁・体部：外傾からやや丸みを帯びてロ緑端部やや  

9－19   覆土   高台椀  ． （釘暗灰（彰2／3  外反、内・外面韓櫨撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後、  
付け高台。   

成   

H－6  
韓櫨整形。ロ縁・体部：外傾からやや丸みを帯びて口縁端部やや  

9－20   覆土   高台椀  ． ③灰白④1／2  外反、内・外面輯埠撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後、  
付け高台。   

H－7  
輯畦整形。口緑・休部：外傾からやや丸みを帯びて口縁端部やや  

9－21   床直   高台椀  ． ③暗灰（彰1／4  外反、内・外面鴨軽撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後、  
付け高台。   

H－9  土師器  （Dll．0 ② 3．3  （D細粒⑦良好   口縁部：短く内傾。内外面横撫で。底部：やや丸底、内面撫で、外  8，9他  内黒  
9－22                   覆土   杯  伊 l   （卦にぷい橙（彰ほぼ完形  面箆削り。   

H－9  
ロ綾部：短く内傾。内外両横撫で。休部：外傾。内面横撫で後曙文  

9－23   覆土   士不  ． （訃橙④4／5  
を施す・外面箆削り。底部：平底、内面撫で後暗文を施す、外面  

箆削り。   

H－9  土師器  （D［13．5］② 3．7  （D細粒（多良好   
口縁部：短く内傾しやや外反。内面横撫で・外面横撫で、箆削り。  

9－24  ③橙 ④1／3   
体部・外傾。内面横撫で後暗文を施す・外面箆削り。底部：やや丸  52  

底、内面撫で、外面党別り。   

H－9  土師器  ①［10．6］② 3．1  ①細粒⑦良好   
9－25  

口緑部：短く内傾。内外面横撫で。体部外傾。内面横撫で。外面  13，17  

ゴ不  ③ －   （卦橙 ④1／2   箆削り。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－9  土師器  ①［20．7］②（9．3）  ①細粒（∋良好   口緑部：やや直立から大きく外反。内外面横撫で。胴部：ほぼ直立、   
9－26  棄  ③ －   （∋橙 ④口縁破片  内面撫で、外面斜位に箆削り。底部：欠損。   

4ノ他  

H－9  

9－27   覆土   棄  ． （D細粒（多良好 （卦にぷい橙（初口縁破片  口緑部：やや直立から外反。内外面横撫で。胴部・底部：欠損。  

H－9  

9－28   覆土   聾  ． ①細粒②良好 ③にぷい橙④ロ縁破片  ロ縁部：直立から大きく外反。内外両横撫で。胴部・底部：欠損。  

H－9  

9－29   覆土   棄  ． ①細粒②良好 ③浅黄橙④口縁破片  口縁部：直立から大きく外反。内外面横撫で。胴部・底部：欠損。  

H－9  須恵器  ①［14．6］②（6．7）  ①細粒②良好   輯輯整形。口緑部：やや直立から外反、短く内傾。内外面韓軽撫で。  5  

9－30                 覆土  賓  ③ －   ③灰（彰口縁   胴部・底部：欠損。   

H－11  
9－31   床直   杯  ． （参橙④4／5   

口綾部：短く内傾。内外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。  1，4  

H－11  
9－32   覆土   杯  ． ③橙④1／2   口縁部：短く内傾。内外面横撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。  7  

H－11  土師器  （∋13．3 ② 4．1  （D細粒②良好   口繚部：短く内傾。内面横撫で・外面横撫で、箆削り。体部：外傾。   

9－33  田  

H－11  土師器  ①［13．2］② 3．9  ①細粒②良好   口緑部：短く内傾。内面横撫で・外面横撫で、箆削り。休部：外傾。   

9－34  ③橙 ④1／3   3他  

H－11  土師器  （D［12．3］② 2．9  ①細粒②良好   口緑部：短く内傾。内面横撫で・外面横撫で、箆削り。体部：外傾。  

9－35                  覆土  土不  （彰 一   ③橙 ④1／4   内面横撫で・外面箆削り。底部：やや丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－11  土師器  ① 一 ②（5．1）  ①細粒②良好   ロ緑郡・胴部上中位：欠損。胴部下位：内面撫で、外面斜位に箆削  

9－36                   覆土  棄  （参 6．4   ③にぷい橙④底部  り。底部：内面撫で、外面箆削り、煤付着。   

H－11  土師器  ①［23．4］（∋（12．5）  （む細粒②良好   口縁部：やや直立から大きく外反。内外面横撫で。胴部：内面横撫  10，15  

9－37                 床直  棄  ♂ t   ③橙 ④1／3   で、外面斜位に箆削り・底部：欠損。   

H－11  
輯軽整形。口縁・体部：やや膨らみを持ちながら外傾、ロ縁部や  

9－38   覆土   高台椀  ． ③灰④3／4  や外反、内外面韓櫨撫で。底部：内面撫で、外面回転箆切り、高  
台を付けた後回転箆撫で調整。   

W－1  土師器  ①［11．8］（∋ 4．2  （訪細粒②良好   口縁部：やや外傾。内面横撫で、外面横撫で箆削り。交換点に稜有り。  

9－39                  覆土  杯  ＠ 一   （∋橙（む3／4   底部：やや丸底、内面撫で、外面箆削り。   

W－1  土師器  ①［24．0］②（9．8）  （訪細粒（∋良好   口縁部：直立から大きく外反。内外面横撫で。胴部：内面横撫で、  

9－40                 覆土  棄  ゆ －   ③にぷい黄橙④3／4  外面縦位に箆削り・底部：欠損。   

暁櫨整形。口縁・体部：やや膨らみを持ちながら外傾、内外面輯  

9－41  W－1 覆土  陶器 天目茶碗  （∋［11．8］（参6．7 ③4．0  ①細粒②良好 ③にぷい黄橙 ④3／4   櫨撫で。底部：内面撫で、外面回転系切り後付け高台。内外面に 付着物有り 

。  

W－2  須恵器  ①11．6（む 3．3  ①細粒②良好   輯軽整形。口緑・体部：やや膨らみを持って口縁部やや外反、内・  ロ  酸化焔  

9－42                  床直  杯  ③ 6．0   ③灰（彰完形   外面鴨櫨撫で。底部：内面撫で、外面回転系切り後未調整。   

W－2  須恵器  ①10．8 ② 3．3  ①細粒②良好   槻櫨整形。口縁・体部：外傾、内・外面鞭櫨撫で。底部：内面撫で、  4  酸化焔  

9－43                   覆土  ま不  ③ 5．6   ③灰白④3／4   外面回転糸切り後未調整   

9－44   W－3  須恵器  ①［11．0］② 3．4  （D細粒②良好   輯輯整形。ロ縁・体部：やや膨らみを持ってロ縁部大きく外反、内・  
覆土  i不  ③ 5．2   （∋にぷい橙（彰1／2  外面槻櫨撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後未調整。   酸化焔  
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番 号  出土遺構    器種名  ①口径②器高   ①胎土②焼成  
券種の特徴・整形・調整技術   

登録  

層 位  ③底径  ③色調④遺存度  番号  備考   

W－3  須恵器  ①［10．朗② 3．5  ①細粒（∋良好   輯櫨整形。ロ縁・休部：外傾、内・外面糎軽撫で。底部：内面撫で、  

9－45  （参灰黄④1／3   外面回転糸切り後撫で調整   
酸化焔  

D－1  鴨抵整形。口縁・体部：やや膨らみを持ってロ綾部やや外反、内・  

9－46   覆土   j不  ．5 （∋灰④ほぼ完形  外面輯櫨撫で口綾部に油煙。底部：内面撫で、外面回転糸切り後  
未調整。意図的に休部一部を破損させたか？   

器種の特徴・整形・調整技術   登録 番号  備考   
番 号  出土遺構 層 位  器種名  ①口径②器高 ③底径  ①胎土②焼成 （影色調（参遺存度  

10－1   P－18  須恵器  （ヨ ー（参（6．1）  ①細粒（∋良好   韓櫨整形。ロ緑部：やや内傾、内外両税櫨撫で。鍔部：断面三角形  
覆土  羽釜  ♂ 1   ③  ④ロ縁破片  でほぼ水平に付く。   酸化焔  

番号土遠   券種名  ①口径②器高   ①胎土②焼成  器種の特徴・整形・調整技術   登録  
（参底径  （∋色調④遺存度  

番号  備考   

11－1   H－2  土師器  ①13．4 ② 3．5  （D細粒（∋良好   口縁・体部：やや膨らみを持って直立、内面箆撫で後、指撫で、  カマド2  
竃内  杯  ③ －   ③にぷい橙④1／4  外面指撫で。底部：丸底、内面撫で、外面箆削り。   

H－2  土師器  ①20．1②（5．8）  ①細粒②良好   口緑部：外反、内外面撫で。胴部：内面撫で、外面箆削り。ほとん  4  
11－2                 床直  嚢  ③ －   （勤橙（彰1／10   どが欠損。底部欠損。   

11－3  H－3  須恵器  （∋［6．6］（か 3．0  ①租粒⑦良好   輯輯整形。口縁・体部：外傾から外反、内外面撫で。底部：内面撫  2  酸化焔  

床直  杯  （紗 4．2   ③にぷい黄橙④1／3  で、外面回転糸切り未調整。   

H－3  須恵器  ①［11．1］（∋ 3．5  （訪細粒②良好   輯櫨整形。口縁・体部：やや膨らみを持って外傾、内外面撫で。底部：  17  酸化焔  

11－4                  床直  杯  （卦 5．8   ③にぷい橙④1／3  内面撫で、外面回転糸切り未調整。   

H－3  須恵器  （D18．6（参（5．7）  ①細粒②良好   韓畦整形。ロ緑部：やや外反、内外面撫で。体部：膨らみを持って  28  酸化焔  
11－5                 床直  高台椀  ♂ －   ③暗赤灰④1／3   外傾、内外面撫で。底部欠損。   

11－6  H－3  須恵器  ①［13．2］②（3．7）  （∋租粒（∋良好   輯櫨整形。口綾部：外反、内外面撫で。体部二膨らみを持って外傾、  10  酸化焔  

覆土  高台椀  ③（5．9）   （参にぷい黄橙④1／3  内外面撫で。底部：回転系切り後、付け高台。高台欠損。   

H－3  須恵器  （D12．4 ② 4．9  ①細粒⑦良好   韓櫨整形。口縁部：やや外反、内外面撫で。体部：膨らみを持って  13  酸化焔  

11－7                   床直  高台椀  （釘 6．6   ③灰自（弧3／4   外傾、内外面撫で。底部：回転糸切り後、付け高台、撫で調整。   

蠣畦整形。口緑部：やや外反、内外面撫で。体部：外傾、内外面撫で。  

H－3  須恵券  （D［13，6］（∋ 5．8  （D租粒②良好  高台の接合痕有り。底部：内面撫で、外面回転糸切り後、付け高台。   
11－8  20  酸化焔  

ている。   

H－3  梶曜整形。口綾部：外反、内外面撫で。休部：やや膨らみを持って  
11－9  

床直   ③褐灰（む1／2  外傾、内外面撫で。底部：内面撫で、外面回転系切り後、付け高台、  
撫で調整。   

11－10  H－3   灰粕陶器   ①［12．6］②2．3  鴨軽整形。口縁部：やや外反、内外面撫で。体部：やや膨らみを持っ  

床直   高台皿   ③［6．6］   ③灰白（む1／3  て外傾、内外面撫で。底部：内面撫で、外面箆削り後、付け高台、  
撫で調整。粕薬は漬けがけ。   

11－11  H－4  須恵器  （∋［13．8］② 2．4  ①租粒②良好   鴨櫨整形。天井部：水平から傾斜し、端部垂下、内面撫で、外面  7  

覆土  蓋  （∋ 5．2（摘み）  ③灰（彰1／2   回転箆削り後、小さい環状の摘みを付けている。   

11－12  H－4  須恵器  （∋［13．8］（∋ 3．5  ①細粒②良好   鞭軽整形。口緑・体部：外債、内外面撫で。底部：回転糸切り後、  17  

床直  ゴ不  （卦 8．6   ③黄灰④1／6   撫で調整。   

輯櫨整形。ロ縁部：やや外反、内外面撫で。体部：やや膨らみを持っ  

11－13  H－4 床直  須恵器 ゴ不  （∋14．2②4．0 （卦7．5  （D中粒（多良好 （参灰④5／6  て外傾、内外面撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後、撫で調整。  
全体が楕円に歪む。   

椀櫨整形。ロ綾部：外反、体部：やや膨らみを持って外傾、下部に   

27  酸化焔  11－14  H－4  須恵器  （∋14．6 ② 3．9  ①中粒（∋良好         覆土  1不  （診 8．2  （参灰黄褐④3／4   箆撫で調整。   

輯輯整形。口縁部：やや外反、内外面撫で。体部：膨らみを持って  

11－15  H－4 床直  須恵器 杯  （D13．4②3．5 ③8．2  ①租粒②良好 ③黄灰（彰1／2  外傾、内外面撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後、外周部 分のみ箆削り調整 
。   

11－16  H－4  須恵器  （D13．6（参 4．1  ①租粒②良好   槻櫨整形。口緑部：外傾、内外面撫で。休部：やや膨らみを持って  22，23  

床直  杯  （∋ 7．0   ③灰白④4／5   外傾、内外面撫で。底部：回転糸切り未調整。   

鞭櫨整形。口緑部：外傾、内外面撫で。休部：外傾、内面撫で。外  D－2  

11－17  H－4  須恵器  ①［13．4］② 4．4  ①細粒（∋良好         床直  杯  ③ 6．8  （釘褐灰（む1／2   面上部撫で、外面下部に膨らみが有り箆削り。底部：回転糸切り  
未調整。   

11－18  H－4 覆土  須恵器 ゴ不  （D13．7②3．8 （∋7．8  ①租粒②良好 （参灰④2／3   糎畦整形。口緑・休部：外傾、内外面撫で。底部：回転箆削り。  

韓櫨整形。ロ緑・体部：外傾、内外面撫で、下部に箆削り。底部：  
11－19  H－4  須恵器  ①［12．6］② ま5  ①細粒②良好         覆土  杯  ③ 7．5  （参灰 ④1／3   内面撫で、外面回転糸切り、外周のみ箆調整。   

11－20  H－4  須恵器  ①［12．1］② 4．5  ①租粒（多良好   輯輯整形。口縁部：外傾、内外面撫で。体部：やや膨らみを持って  14  酸化焔  

覆土  高台椀  ③［7．4］   （参にぷい赤褐（彰1／4  外傾、内外面撫で。底部：回転糸切り後付け高台。   

11－21  H－4  須恵器  （D［11．1］② 4．2  （∋中粒（∋良好   梶軽整形。口縁部：外傾、内外面撫で。休部：やや膨らみを持って  32，33  

床直  高台椀  （卦 6．6   ③灰 ④1／2   外傾、内外面撫で。底部：回転糸切り後付け高台、撫で調整。   

11－22  H－4  灰粕陶器  ①［13．6］② 2．1  ①細粒②良好   梶棒整形。ロ縁・体部：やや膨らみを持って外傾、内外面撫で。底部：  

覆土  高台皿  ③［7．6］   （参灰自④1／3   内面撫で、外面回転箆削り後、付け高台。粕薬は漬けがけ。   

11－23  表採覆土  土師器  ①［12．8］② 3．4  ①細粒（∋良好   口綾部：外傾、内面下部に煤付着、内外面撫で。体部：外傾、内面撫で、  

杯  （卦［7．7］   （∋にぷい橙④1／3  外面箆削り。底部：平底、内面撫で、外面箆削り。放射状紋有り。   暗文  

注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位から検出、「覆土」：床面より10cmを超える層位から出土の2段階に分けた。  
竃内の検出については「竃内」と記載した。  

②口径、器高の単位はcmである。現存侶を（）、復元催を［］で示した。  

③胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、租粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。  
④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。  

－ 56 －   



Tab．7 石器・・石製品観察表  

3区  

番 号  出土遺構／層位  券種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  石 材  遺存度  登録番号   備  考   

3一石1  H－4 覆土  砥石   8．0  4．5  9．0  260g  安山岩  片側小口残  表面中央使用により凹む。   

3一石2  H－6 床上  菰編石  14．0  6．4  4．0  730g  安山岩  完形  S－1  断面楕円形。片面被熱痕。   
3一石3  H－6 床直  菰編石  13．6  6．2  4．0  720g  安山岩  一部剥落  S－5  券面剥離。断面楕円形。側面擦痕。   

3一石4  H－6 床直  菰編石  12．7  4．8  －2．3  350g  安山岩  完形  S－18  被熱により黒ずみ。断面楕円形。   

3一石5  H－6 床上  菰編石  13．9  4．1  3．3  350g  安山岩  完形  S－4  被熱により黒ずみ。断面楕円形状。   

3一石6  H－6 床直  菰編石  17．3  5．3  3．3  610g  安山岩  一部剥落  S－12  被熱により券面剥離。断面楕円形。   

3一石7  H－6 床直  菰編石  17．5  5．9  4．5  820g  安山岩  完形  S－7  片面被熱痕。断面方形状。   

3一石8  H－6 床上  菰編石  17．7  4．7  4．4  660g  安山岩  完形  S－2  断面方形状。   

3一石9  H－6 床直  菰編石  17．6  5．8  3．8  740g  安山岩  完形  S－10  断面方形状。   

3一石10  H－6 床直  菰編石  15．2  6．7  3．8  610g  安山岩  完形  S－8  側面擦れ痕。断面長円形   

3一石11  H－6 床上  菰編石  14．4  6．9  3．7  670g  安山岩  完形  S－3  一部被熱。断面方形状。   

3一石12  H－6 床直  菰編石  14．8  5．5  5．0  670g  安山岩  大半剥落  S－9  券面剥落顕著。断面楕円形か。   

3一石13  H－6 床上  菰前石  16．0  6．4  4．9  860g  安山岩  完形  S－6  被熱により黒ずみ。断面楕円形。   

3一石14  H－6 床直  菰編石  17．0  5．9  4．7  800g  安山岩  完形  S－19  器面剥落。断面楕円形。   

3一石15  H－6 床直  菰編石   8．7  4．9  4．7  280g  安山岩  1／2程度  S－20  被熱顕著。器面剥落。断面三角形。   

3一石16  H－6 床直  磨り石   5．6  4．5  3．9  150g  安山岩  完形  S－15  円形状。器面滑らか。   

3一石17  H－6 床直  台石？   16．7  10．5  7．9  2410g  安山岩  1／3程度か  S－13  大形礫。券面滑らか。   

3一石18  H一6 竃材  竃天井石  34．2  13．3  11．0  3200g  凝灰岩  ほぼ完形  器両室状の加工痕顕著。   

3一石19  H－6 床直  砥石   27．6  13．1  7．9  3280g  安山岩  小口面欠  S－21  器面研磨痕顕著。7面に使用痕。   

3一石20  H－9 床直  菰編石  14．4  7．5  5．1  850g  安山岩  完形   14  小口面敲痕。断面楕円形。   

3一石21  H－9 床直  菰帝石  12．9  8．6  3．7  680g  安山岩  片側小口欠  15  器面扁平。断面楕円形。   
3一石22  H－9 床直  菰編石  18．3  8．9  5．4  1350g  安山岩  完形   9  断面楕円形。   

3一石23  H－9 床直  菰編石  18．6  7．5  4．2  900g  安山岩  完形   片側面被熱で剥離。断面楕円形。   

3一石24  H－9 床直  菰編石  14．3  5．6  5．1  820g  安山岩  完形   13  断面不整楕円形状。   

3一石25  H－9 床直  菰編石  14．0  7．7  4．8  730g  安山岩  片側小口欠  12  断面三角形。   

3一石26  H－9 P5内  菰編石  14．5  6．2  3．2  680g  安山岩  完形  P5内  断面方形状。   

3一石27  H－9 床直  菰編石  15．3  6．0  4．1  780g  安山岩  完形   10  断面方形状。   

3一石28  H－10 床直  凹石   15．7  15．7  7．5  1330g  安山岩  66  孔径8．7×8．5探2，6 宴状加工痕。   

3一石29  H－10 床直  凹石   17．5  13．2  8．8  1175g  安山岩  64  孔径10．0×8．0深5．9   

3一石30  H－10 床直  凹石   19．6  14．3  14．6  2940g  安山岩  69  孔径10．2×8．3   

番 号  出土遺構／層位  器種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  石 材  遺存度  登録番号   備  考   

5一石1   H－3   石鍍   3．8  1．8  0．8   1．3  黒曜石  ほぼ完形  

5一石2   H－6   石斧   4．2  8．3  1．2  40．0  黒色安山岩  完形  

5一石3   D－3   打製石斧  18．3  9．6  3．1  580．0  頁岩  完形  

5一石4   D－3   打製石斧  7．1   6  1．7  80．0  異色頁岩  完形  

番 号  出土遺構／層位  券種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  石 材  遺存度  登録番号   備  考   

9一石1  W－1 覆土  石臼  （10．6）  （10．7）  （7．6）  2160．0  安山岩  被片  

9一石2  W－1 覆土  板碑  （30．0）  （10．9）  （2．9）  1450．0  緑色片岩  破片  

番 号  出土遺構／層位  器種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  石 材  遺存度  登録番号   備  考   

11一石1  H－3 覆土  砥石   3  7．7  1．8  60．0  流紋岩  完形   18  

11一石2  H－3 覆土  石製紡錘車  4．6  4．6  1．35  40．0  音骨石  完形   30  

11一石3  H－4 覆土  砥石   4．1  3．8  1．7  40．0  流紋岩  完形  

11一石4  H－4 覆土  敲石   15  3．5  2．5  220．0  絹雲母結晶方岩  ほぼ完形  

注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位から検出、「覆土」床面より10cmを超える層位から出土の2段階に分けた。  
②最大長・最大幅・最大厚の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存侶を（）で示した。  
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Tab．8 鉄器・鉄製品観察表  

1区  

番 号  出土遺構／層位  器種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  遺存度  登録番号   備  考   

1－鉄1  W－2 覆土   刀子   （6．2）   1．6   0．4   2．6  破片   3  

1－鉄2  W－2 覆土   刀子   10．0   1．4   1．0   5．2  破片   3  

1－鉄3  W－2 覆土   釘   10．6   0．8   0．6   6．4  ほぼ完形  8  

1一鉄4  グリッド  覆土   刀子   14．6   1．2   0．6   5．8  2／3   62  

ト鉄5  グリッド  覆土   不明   4．0   3．2   0．6   2．7  ほぼ完形  63  

番 号  出土遺構／層位  券種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  遺存度  登録番号   備  考   

2一鉄1  H－3 覆土   釘   （8．8）   0．4   0．3   6．3  1／3   39  

2－鉄2  H－6 床直   釘？   （15．8）   0．9   0．7   38  ほぼ完形  

番 号  出土遺構／層位  器種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  遺存度  登録番号   備  考   

5－鉄1  H－3 覆土   鎌   22．0   8．0   0．6   37  完形  

5一鉄2  H－5 覆土   刀子   （11．1）   1．4   0．6   11．8  不明  

番 号  出土遺構／層位  券種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  遺存度  登録番号   備  考   

6－鉄1  H－1 覆土   不明   （22．0）   0．5   0．7  31．8  ほぼ完形  

6一鉄2  H－7 覆土   釘？   （7．0）   0．9   0．4   12  1／2  

6一鉄3  H－7 覆土   不明   （3．1）   1．7   0．5   11．8  1／3  

6－鉄4   Ⅰ－2 覆土   不明   （3．7）   1．4   1．2   7．4  破片  付着物あり   

6－鉄5  0－1 覆土   刀子   （4．4）   1．9   0．2   14．4  1／2  

出土遺構／層位  登録番号  

Ⅹ70Y96 覆土  ほぼ完形  

番 号  出土遺構／層位  券種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  遺存度  登録番号   備  考   

9－鉄1  H－7 床直   釘？   （6．5）   0．5   0．6   12．6  2／3   6  

9一鉄2  H－7 床直   釘？   （4．8）   0．5   0．6   7．6  1／3  

9一鉄3  D－1 覆土   銑鉄   （7．8）   3．1   0．5   19．2  ほぼ完形  

9－鉄4  D－1 覆土   銑鉄   （6．8）   2．2   0．5   15．6  ほぼ完形  

9－鉄5  D－1 覆土   釘？   （5．2）   0．8   0．2   1．9  2／3  

9－鉄6  DB－1 覆土   刀   31．8   2．7   0．7   160  完形   

9一鉄7   表採 覆土   刀子   （5．9）   1．0   0．4   11．6  1／3  

番 号  出土遺構／層位  器種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  遺存度  登録番号   備  考   

10一鉄1   表採 覆土   不明   （9．4）   1．2   0．5  31．2  2／3  

10一鉄2  表才采 覆土   不明   （5．5）   1．9   1．2  35．2  破片  

番 号  出土遺構／層位  器種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  遺存度  登録番号   備  考   

11一鉄1  H－3 覆土   釘   27．6   3．8   0．9   31．8  ほぼ完形  5  

11－鉄2  H－3 覆土   釘   13．2   1．4   1．2   12．4  ほぼ完形  

11一鉄3  H－4 覆土   刀子   （9．7）   2．8   0．3   9．1  破片  

11一鉄4  H－4 覆土   銘尾   2．2   2．3   0．3   4．1  1／2   31  

注）①層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位から検出、「覆土」床面より10cmを超える層位から出土の2段階に分けた。  
②最大長・最大幅・最大厚の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存催を（）で示した。  

Tab．9 土製品・銅銭観察表  

番 号  出土遺構／層位  券種名  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  遺存度  登録番号   備  考   

5一土1  Ⅹ39Y165 覆土   耳飾   4．3   4．3   1．0    ＼  ほぼ完形  

9一銭1  W－1 覆土   古銭   名称  不明    ＼    ＼    ＼  
9一銭2  W－1 覆土   古銭   名称  不明    ＼  ＼ ＼    ＼  
11一銭1  Ⅹ46Y164 覆土   古銭   名称  不明    ＼    ＼  ＼ ＼  
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Tab．10 瓦観察表  

1区  

番 号  出土遺構    券種名  ①長さ （厚さ  ①胎土②焼成 ③色調④遺存 器種の特徴・整形・調整技術   
登録  

層 位  D   度  番号  備考   

ト瓦1  H－1   丸瓦  （D37，5  （D租粒②良好   玉縁式。凹面：布目有り、布袋の継ぎ目有り。凸面：縄目を撫で消す。側  カマド17  
竜内  （∋ 2．3  ③灰 ④完形   面：面取り2回。奄構築材に使用。   

H－1   1一瓦2  丸瓦  ①38．0  ①租粒（∋良好   行基式。凹面：布目有り、粘土板の継ぎ目を指撫でで消している。凸面：  カマド15  
⑦ 2．0  ③灰 ④1／2   縄叩き後、撫で。側面：面取り2回。竜構築材に使用。   

H－1   1－瓦3  丸瓦  （か（25．0）  ①中粒②良好   行基式。凹面：布目有り、布袋の継ぎ目有り、部分的に撫で。凸面：撫で。  
② 2．3  ③黄橙④破片   粘土板の継ぎ目有り。側面：面取り2回。竃構築材に使用。   

登録  

番 号  出土遺構 層 位  器種名  ①長さ （∋厚さ  （D月台土②焼成 （釘色調④遺存度   
券痩の特徴・整形・調整技術  番号  備考   

2一瓦1  H－3  平瓦  （D（19．5）  ①細粒（多良好   凹面：布目有り。模骨痕と思われる痕有り。凸面：叩き目有り。側面：面  43  

（参 2．4  （参青灰（彰破片   取1回。   

2一瓦2  H－3 床直  平瓦  ①（16．0） （参2．6  ①細粒②良好 ③にぷい橙④破片  一枚作り。凹面：布目有り。凸面：撫で。煤付着。側面：面取2回。   9  

一枚作り。凹面：布目有り。凸面：撫で後に斜位の叩き白か？側面：面取  28  
2一瓦3  H－3  平瓦  ①（12．3）  ①細粒②良好         床直   （む 2．5  ③にぷい費橙 ④破片  2回。   
2一瓦4  H－6 床直  平瓦  （D（9．0） （∋1．5  ①細粒②良好 ③灰④破片   一枚作り。凹面：布目有り。凸面：撫で。側面：面取2回。   63  

番 号  出土遺構  位  器種名  ①長さ （厚さ  ①胎土②焼成 （釘色調（む遺存 登録  

層  参   度   
器種の特徴・整形・調整技術  番号  備考   

7一瓦1  D－3  軒丸瓦  ①（17．4）  ①細粒②良好   内区：三重弁五弁蓮華紋（五葉単弁蓮花文鐙瓦）。瓦文様は高句麗系。中   
覆土  （参1．9  （釘暗灰色④1／2   637            房：1＋4の蓮子。外区：内園紋1本。凸面：撫で。凹面：丸瓦部布目有り。   

（訪阻粒②良好  子葉のある二重弁。文様を隆起線によってあらわす。蓮弁は丸みが少な  
7一瓦2  D－3  軒丸瓦  （D（18．2）   ③淡茶灰色④1／2  く直線的で、方向がやや不規則。中房・1＋4の蓮子。瓦当裏面：無紋   

覆土  （∋1．6  526           り布目あり。国分寺軒丸瓦BlOlと同箔。B－2技法。BlOlのなかでは  
最も瓦当文様の打ち込みが浅い。   

内区：三重弁五弁蓮華紋（五葉単弁蓮花文鐙瓦）。瓦文様は高句麗系。中   7一瓦3  D－3  軒丸瓦  （D（18．3）  ①細粒②良好    553     覆土   （Dl．5  ③暗灰色④緑一部欠損  房：1＋4の蓮子。外区：内圏紋1本。凸面：撫で。凹面：丸瓦部布目有り。   
重弁四弁蓮華紋軒丸瓦。中房：圏線の中に1＋4の蓮子（中央の蓮子が大、  

7－瓦4  D－3  軒丸瓦  （D17．1  ①細粒②良好  他は小、割付は不正確）。内区：二重四弁の華弁（割付は不正確）。外区：  295  

覆土  （参1．4  ③灰色～暗灰色④2／3  内圏一本。凹面：布目有り。凸面：撫で。瓦箔：C型、打ち込みによる施  
紋と推定される。   

子葉のある二重弁。文様を隆起線によってあらわす。中房・1＋4の蓮子。   

7－瓦5  D－3 覆土  軒丸瓦  ①（16．0） ②1．8  ①細粒②良好    678        ③茶橙灰色④1／2  瓦当側面：箆削り。一部に剥離痕。瓦当裏面：空帯部分が大きく削られて いる 
。布目あり。国分寺軒丸瓦BlOlと同箔。B－2技法。   

瓦当面：極小の蓮深紋。凹面：布目有り。凸面：箆削り。側面：面取り2回。  506  7一瓦6  D－3  軒平瓦  （D（15．2）  （D細粒（多良好         覆土   ⑦ 2，3  ③暗橙灰色④ 1／2  瓦傷が左端で2転目の唐草の尾から外区上帯にかけて見られる。   

7一瓦7  D－3  軒平瓦  ①（10．9）  ①細粒②良好   瓦当面：極小の蓮探紋。－一枝の界線。凹面：布目有り。削り出し整形して   

② 3．3  ③暗灰色④破片   撫で仕上げ。側面：面取り2回。2枚1組の右偏行唐草。尾が長いのでB。   
623  

7－瓦8  D－3 覆土  平瓦  （∋（10．5） （∋2．2  ①細粒②良好 ③暗橙色④四側欠損  凹面：布目有り。凸面：撫で、燥し仕上げ。箆書きで「武子了」文字有り。  647  

7一瓦9  D－3  丸瓦  ①38．0  ①細粒②良好   行基式。凹面：布筒痕。布目有り。凸面：広端近くには縦の削り痕跡が残  681  

（∋15．5  ③暗灰色④一部破損  る。全体回転台土での撫で仕上げ。。側面：面取り2回。   

7一瓦10  D－3   平瓦  ①（25．1）  ①細粒②良好③暗灰色  一枚作り。凹面：布目有り。凸面：縦方向の削り後撫で。箆書きで「八日  315  
（D 2．8  ④狭端及び右側面  乙」文字が有り。側面：面取り2回。   

幅の分かる瓦。桶巻き作り。凸面：網目縦方向の削り、痕撫で仕上げ。凹面：  

7－瓦11  D－3 覆土  平瓦  （D24．0 ②2．7  （D細粒②良好 （∋橙灰色④1／3  枠板痕、布符痕が残る。広端撫で。指撫で痕有り。側面：刃物による削  
り落とし、面取り2回。   

7一瓦12  D－10  鬼瓦  ①（11．0）  ①細粒②褐灰   笠懸系。鬼面鬼瓦の左脚破片。界線が一重。紋様の取り付けと関係があ  D－10  
② 4．0  （∋良好④破片   ると思われる突起あり。   瓦1   

7一瓦13  D－10   軒丸瓦  （∋12．6 （1 単弁八弁蓮華紋。界線と素紋帯の間は無紋。瓦当面では達弁の中央が一  

覆土  参．8   番高い。胎土には石英粒が多量に混ざる。僧寺ElO3。国分僧寺創建期  
と考えられる。   

三重弁五弁蓮華紋。中房：線刻の界線の中に1＋4の蓮子、さらに棒状  
7－瓦14  D－10 覆土  軒丸瓦  （D（19．6） （参1．9  （D細粒（参灰黒 ③良好④瓦当のみ   の傷？有り。横置き型の製作台を使用したと考えられる。瓦当側面：横 位に箆削り 

。裏面：粗い布目。   

7－瓦15  D－10  軒丸瓦  ①（7．6）  ①細粒②褐灰   僧寺三重弁五弁蓮華紋の類。裏面：布目、端部箆削りだが布目残る。全  D－10  
覆土  （診1．8  （∋良好（彰瓦当破片  体的に紋様が浅い。   瓦4   

7一瓦16  D－10  軒瓦  （∋（5．3）  （D細粒⑦褐灰白   二重奔の小破片。砂粒の少ない良質の粘土が用いられる。尼寺中門出土  D－10  
覆土  （診1．3  ③良好④破片   S44第7囲Bに近い。   瓦5   

7一瓦17  D－10  丸瓦  （D（7．8）  ①細粒②暗灰   凸面：撫で、刻線叩き具で彫り込まれた文字「薗」有り。文字は格子目  D－10  
（∋1．6  （多良好④破片   の中に組み込まれている。凹面：布目有り。国分僧寺創建期と思われる。  瓦6   

7一瓦18  D－10 土  丸瓦  ①（4．0）  凸面：記銘文字「林」有り。凹面：剥離。   D－10  

覆  ♂1   瓦7  
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券種の特徴・整形・調整技術   
登録  

番 号  出土遺構 層 位  券種名  ①長さ ②厚さ  ①胎土②焼成 ③色調（む還存度  番号   備考   

7一瓦19  D－10 覆土  平瓦  （D（3．5） （∋1．2  ①細粒②暗灰 （∋良好（彰破片   凹面：布目有り。凸面：判読不明文字有り。   
D－10  

瓦8  

7一瓦20  D－10  平瓦  （D（10．4）  （∋中粒②暗灰   凹面：布目。凸面二撫で。記銘文字「久井」？あり。僧寺にも同様な例有  D－10  

覆土  （参1．9  ③良好④破片   り。山王廃寺では「人井」である。尼寺周辺では初出と思われる。   瓦9   

7一瓦21  D－10  平瓦  ①（7．7）  （∋細粒（か灰   桶作りの平瓦か？凹面：回転撫で、記銘文字「井」有り。側面：調整2回、  D－10  

覆土  （∋ 2．0  ③良好④破片   箆削り。凸面：回転撫で。笠懸系。胎土にやや石英混じる。   瓦10   

7－瓦22  D－10  平瓦  （か19．2  ①中粒②暗灰   一枚作り。凹面：布目有り。凸面：撫で、記銘文字「八上」？判読不明あ  D－10  

覆土  （参 2．8  ③良好④破片   り。藤岡・吉井系と思われる。   瓦11   

①中粒②オリーブ灰  凹面：撫で。布目痕僅かに残る。凸面：撫で。凹面、凸面、側面の一部に  D－10  
7一瓦23  D－10  平瓦  ①           覆土   （∋1．7  （多良好（参破片   燃焼時の煤や和英がアスファルト状に付着。   瓦13   

7－瓦24  D－10   平瓦  （D（8．2）  ①中粒②褐灰   凹面：粗い布目。二重方形有り。枠の溝は鋭利で鮮明。凸面．：撫で。側面：  D－10  

覆土  ② 2．1  ③良好④破片   調整2回。   瓦12   

二重弁四弁蓮華紋。中房：圏線の中に1＋4の蓮子。外区：圏線の外側は  

溝状となり瓦箔の端を示す。瓦箔は瓦当面の直径より小さいC型。凹面：  

覆土   7－瓦25  D－13   軒丸瓦  （D37．5 ②13．7  ①租粒（∋暗灰 ③良好（彰ほぼ完形    一つに連なった布目痕、断面際は箆削り。凸面：判読不明の箆書き有り。 縦位の箆削り後撫で仕上げ 
。瓦当面に降灰が付着。藤岡・吉井系。尼寺  

S7トレンチでも同様な瓦が出土。僧寺AlOl。   

（D（ほ8）  （∋細粒②暗灰   行基式。凹面：布目に布筒痕、布筒の縫い目あり。凸面：撫で。側面：調整3回。  D－13  

7一瓦26  D－13  丸瓦             覆土   （∋1．8  ③良好④破片   内面狭端木口から刃物をいれ広端部へ向けて分割している。   瓦2   

7一瓦27  D－13  軒丸瓦  （∋（6．8）  （D中粒（参灰橙   五弁三重弁蓮華紋。蓮子は1＋5。瓦当側面：撫で。裏面：布目痕が一部  D－13  
覆土  （参 2．0  （多良好④瓦当破片  残る。僧寺B207A。石英粒子を多く含む。   瓦3   

軒丸瓦  （D（9．7）  砂粒を多く含む胎土。藤岡・吉井系。僧寺A302と同様、尼寺では出土 例はない 
7一瓦28  D－13  

覆土  （∋2．8   。凸面：箆削りの後撫で、半球形の記号？あり。凹面：連続する 布目 
。   

7一瓦29  D－13  軒平瓦  ①（21．2）  ①細粒（∋褐灰   包み込み技法。石偏唐草紋。瓦当上部撫で。凹面：糸切り痕と布目痕有り。  D－13  

覆土  （参1．5  ③良好④4／5   凸面：撫で。僧寺POO2B。   瓦5   

7一瓦30  D－13  軒平瓦  （∋（10．0）  （D細粒（参灰   石偏行唐草軒平瓦、二葉一対、11単位の唐草。凸面：箆削り、側面に近  D－13  
（∋ 2．9  ③良好（彰1／3   づくほど削りこまれ暑さが減る。凹面：一部窯内の灰が付着。僧寺POO2B。  瓦6   

（∋（14．6）  （D細粒②暗灰   石偏唐草紋軒平瓦の右側面が残存。凹面：布目有り。凸面：縦方向に箆削  D－13  

7－瓦31  D－13  軒平瓦             覆土   ② 2．3  （∋良好④2／5   り。僧寺POO2Bに近い。   瓦7   

二重の界線。釘状の向き合う唐草の瓦当面。凹面：瓦当面直上まで布目。  

覆土   
瓦当近くは箆削り。   7一瓦32  D－13   軒平瓦  （D（8．8） （参1．7  ①中粒（∋褐灰 （多良好（参瓦当破片   凸面：撫で。約1cm幅の朱線が横に続く。額を付けるための叩き痕有り。   D－13 瓦8  

7一瓦33  D－13  軒平瓦  ①（3．8）  ①細粒②褐灰   僧寺右偏行唐草紋POOlと同様と思われる。尼寺では講堂周辺確認調査  D－13  
覆土  ②（2．7）  ③良好④瓦当破片  で出土。僧寺創建期と思われる。   瓦9   

7一瓦34  D－13   軒平瓦  ①（5．9）  （D中粒（∋暗灰   紋様は判読不可。凹面：瓦当部まで布目。一枚作り。制作台上で瓦箔が  D－13  
覆土  （∋1．9  ③良好④瓦当破片  打ち込まれた可能性有り。凸面：横撫で。   瓦10   

7一瓦35  D－13 覆土  軒平瓦  ①（5．6） （参（1．9）  ①中粒（∋灰 （多良好（彰瓦当破片  瓦当の外側の破片。凹面：布目。凸面：撫で。   D－13  

瓦11  

7一瓦36  D－13  平瓦  （∋（16．6）  （む細粒（参橙灰   凹面：布目あり。凸面：斜行する整形痕、細かい斜格子目が2カ所有り。  D－13  
（∋1．9  （多良好④破片   側面：調整2回。   瓦15   

7一瓦37  D－13   平瓦  （D（15．5）  ①中粒②青灰   凹面：粗い布目。凸面：箆削り痕を撫で仕上げ、叩押されたと思われる縄  D－13  

覆土  ② 2．6  ③良好④破片   目跡あり。箆による記号有り。藤岡・青井系と思われる。   瓦12   

7一瓦38  D－13  平瓦  （D（16．9）  （∋中粒②橙灰   凹面：布目痕有り。凸面：斜行する整形痕、細かい斜格子目有り。側面二  D－13  
（診1．7  （卦良好（彰破片   箆削りによる調整2回。   瓦13   

7－瓦39  D－13  平瓦  （∋（23．3）  ①中粒（参暗灰   凹面：布目有り。糸切り痕あり。凸面：撫で、判読不明の記銘文字有り。側面：  D－13  
覆土  （参 2．6  ③良好④2／3   調整3回。藤岡・吉井系。   瓦14   

7－瓦40  D－13  平瓦  ①（8．5）  （訪粗粒（∋褐灰   凹面：布目。二重方形枠内に文字有り、「方」と思われる。枠の溝は鋭利  D－13  

覆土  （∋1．8  （多良好（む破片   で鮮明、金属製の印判の可能性がある。笠懸系。   瓦16   

7－瓦41  D－13  平瓦  （D40．0  （訪粗粒②灰   一枚作り。凹面：撫で、布目痕僅かに有り。凸面：撫で、斜格子目の叩き  D－13  

覆土  （参 2．5  （多良好（彰7／8   目有り。側面：調整2回。   瓦17   

7－瓦42  D－13  平瓦  ①30．0  （D租粒②明褐灰   一枚作り。凹面：布目有り。凸面：撫で。斜格子目の叩き目有り。側面：  D－13  

覆土  ②1．6  （釘良好（彰1／2   調整2回。   瓦18   

7－瓦43  D－13  平瓦  （∋42．0  （D租粒②にぷい赤褐  一枚作り。凹面：撫で、布目痕残る。凸面：撫で。斜格子目の叩き目有り。  D－13     土  

覆  （参 2．0  ③良好④3／5   側面：調整2回。   瓦19   

7一瓦44  D－13  平瓦  ①41．5  ①租粒②灰   凹面：布目痕有り、模骨痕有り。縄での調整痕有り。凸面：撫で。側面：  D－13  
覆土  ② 2．0  ③良好④1／2   調整2回。   瓦20   

7一瓦45  D－13  平瓦  ①39．0  （》租粒（参灰   凹面：布目痕僅かに残る。凸面：撫で。斜格子目の叩き目有り。斜行する  D－13  

覆土  （∋ 2．3  ③良好④4／5   整形痕有り。側面：調整2回。   瓦21   

7一瓦46  Ⅹ68Y80 土  平瓦  （∋（5．0）  

覆  ②2．1   凹面：布目有り。凸面：判読不明の記銘有り。   Ⅹ68Y80－1  

7一瓦47  Ⅹ69Y79 覆土  平瓦  ①（2．5） （彰一  ①細粒②灰黄褐 ③良好（初瓦当破片  三重弁蓮華紋。瓦当裏に布目がない、A技法か？   Ⅹ69Y79－1  

覆土   7一瓦48  Ⅹ69Y79   平瓦  （∋（2．7） ②－  ①細粒②灰 （多良好④瓦当破片  一本作り。裏面：布目、段有り。B技法。   Ⅹ69Y79－2  

7一瓦49  Ⅹ69Y79  平瓦  ①（9．3）  ①細粒②暗灰   凹面：布目一部残る、箆撫で。凸面：撫で。叩き板斜格子紋の隣に「人」？  Ⅹ69Y79－3  

覆土  （∋1．6  （多良好④破片   の刻印有り。尼寺S7トレンチに同様な例があり。   

7一瓦50  Ⅹ69Y80  軒平瓦  （D（5．9）  （D細粒（劃暗灰   右偏行唐草紋、主菜と子葉2枚が1対。瓦当端部箆削り。凹面：撫で。  Ⅹ69Y80－5  
（参 3．1  （∋良好④瓦当破片  凸面撫で。僧寺POO2。尼寺S7トレンチ、中門跡に出土例有り。   
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器種の特徴・整形・調整技術   
登録  

番 号  出土遺構 層 位  器種名  ①長さ ②厚さ  （D胎土⑦焼成 ③色調④遺存度  
番号  備考   

7－瓦51  Ⅹ69Y80  軒丸瓦  ①（4．9）  （》細粒②灰褐   蓮華紋の外側に球紋が付く。裏面撫で。山王廃寺軒丸瓦Ⅹ1式、僧寺  Ⅹ69Y80－1  
覆土  （Dl．6  ③良好④瓦当破片  MOO2と同様。尼寺ではS7トレンチ、南門1トレンチで出土。秋間産。   

7一瓦52  Ⅹ69Y80  軒丸瓦  ①（9．1）  （D中粒（∋暗灰   二重弁五弁蓮華紋、素紋の外縁。裏面：箆削り、鉄分の付着が目立つ。   
（か1．8  ③良好（む瓦当破片  僧寺BlO4、尼寺S7トレンチに出土例有り   

Ⅹ69Y80－4  

7－瓦53  Ⅹ69Y80  平瓦  （D（11．4）  ①細粒（∋暗褐   凹面：布目。凸面：撫で。箆による判読不明の文字か記号あり。側面：調  Ⅹ69Y80－2  

覆土  （参 2．1  （参良好（彰破片   整2回。   

7－瓦54  Ⅹ69Y80  平瓦  （D（2，5）  （D細粒（∋灰   凹面：模骨痕有り。布目痕僅かに残る。凸面：叩き具による調整痕有り、  Ⅹ69Y80－6  

覆土  （∋ 2．6  ③良好④破片   撫で。凹面の布目が端部に僅か残る。側面：箆削りによる調整1回。   

7一瓦55  Ⅹ69Y80   平瓦  ①（11．1） 2 

覆土  （参．1   凹面：狙い布目。凸面：撫で。記銘文字「長」有り。側面：調整2回。  Ⅹ69Y80－3  

7一瓦56  Ⅹ69Y82  軒丸瓦  （D（5．0）  ①中粒②灰   一本作り。瓦当裏の窓帯が小さい、横置き型の製作台が用いられたと推   
覆土  （む 2，4  （∋良好（む破片   走する。B－2技法。   

Ⅹ69Y82－1  

瓦箔は比較的深い。二重の界線円で右行する唐草紋。凹面：布目痕有り。  

覆土   
7－瓦57  Ⅹ70Y79   軒平瓦  （D（11．0） ②2．7  （∋細粒（参暗灰 （∋良好④瓦当破片   凸面：撫で仕上げ。一枚作りか、笠懸産と思われる。僧寺POO8の可能性 有り 

。   

7一瓦58  Ⅹ70Y80 覆土  軒丸瓦  （D（0．9） ②（2．9）  ①細粒②灰黄 （∋良好④瓦当破片  重弁と界線は確認できる。瓦当裏剥離。技法の判定は不可。   Ⅹ70Y80－1  

7一瓦59  Ⅹ72Y81 覆土  平瓦  （D（6．3） （∋1．8  （D細粒（参灰褐 ③良好（む被片   凹面：布目。二重方形枠内に文字有り、「方」と思われる。笠懸系。  Ⅹ72Y81－1  

サンプルA   平瓦  ①（9．5）  ①細粒（D灰褐   
7一瓦60  （参1．7  ③良好（彰破片   取1回。笠懸系。   凹面：租い布目。凸面：撫で、格子目の中に文字「薗田」有り。側面：面  サンプル  サンプルA  

①細粒（D良好  
7一瓦61  全体  軒丸瓦  ①（10．7）   ③淡茶灰色④1／4   子葉のある二重弁を持つ。文様を隆起線によってあらわす。隆起線が高  

く鋭い。細砂粒を含み表面がザラザラした感じ。B－2技法。   

7一瓦62  全体  軒丸瓦  ①（17．3）  ①細粒（∋良好   鳥足状蓮弁文。蓮子は瓦当中央に1子。蓮文外縁にそって7子。蓮弁は  
（∋1．9  （参灰白色④4／5   棒状のもの3本1組構成され、被弁七弁蓮華文様が祖形となった。   

7－瓦63  全体  平瓦  （∋（7．5）  ①細粒②良好   凸面：撫で仕上げ、方形二重枠の中に「方」が押引くされている。。凹面：  
② 2．3  （卦淡橙色④破片   布目有り。   

凹面：布目有り。凸面：撫で。箆書きで「羊」と読める文字有り。記録部  

7－瓦64  全体 覆土  丸瓦  （∋（7．1） （∋1．7  （む細粒②良好 （参茶灰色④破片  位から考えて貼上円筒の状態で記銘された可能性あり。石英・雲母など  
の破片を含む。  

器種の特徴・整形・調整技術   
登録  

番 号  出土遺構 層 位  券種名  （D長さ （む厚さ  （∋胎土②焼成 ③色調④遺存度  
番号   備考   

9一瓦1  H－6 竜内  平瓦  ①5．0 （∋2．4  （D細砂②良好 （卦灰④破片   一枚作り。凹面：撫で。凸面：撫で。格子目の叩き目有り。側面：面取3回。  9  

W－1   平瓦  （D14．0  （∋中粒②良好   一枚作りか、凹面：布目有り。凸面：撫で。箆書き文字「十」？有り。側  
9一瓦2                 覆土  ② 2．7  （∋にぷい黄橙（彰破片  面二面取2回。   

注）（D層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位から検出、「覆土」：床面より10cmを超える層位から出土の2段階に分けた。  

竃内の検出については「竃内」と記載した。  

②長さ、厚さの単位はcmである。現存倍を（）、復元値を［］で示した。  

③胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、租粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。  

④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。  
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Ⅵ まとめ   

本遺跡の主な遺構・遺物の検出成果としては、4世紀～11世紀までの集落跡、7区と呼んだ国分尼寺南面にお  

ける瓦敷や硬化面、所謂「須恵器壷G」と「小型短頸壷」の共伴出土が挙げられる。本章ではまとめとして、以  

上の事柄について記述する。  

1 竪穴住居跡について   

ここでは調査区ごとに特徴ある住居跡を紹介する。また、本遺跡が区画整理域内に点在することから調査区を  

3地域に分類し、検出住居軒数などのデータを掲載する。  

（1）特徴的な住居跡   

1区からは住居跡を1軒検出した。H－1号住居跡は、W－1・2号溝跡を切っていることから、二条の溝跡  

が10～11世紀以前に存在していたことが分かる。竃は国分寺瓦を再利用して構築しており、丸瓦を垂直に立てて  

袖の土留めとして使用する。   

2区からは住居跡11軒を検出した。そのうち9～10世紀代の住居跡が10軒である。国府の最盛期～衰退期にか  

けて多くの人々が居住した様子が窺える。   

3区からは15軒の住居跡を検出した。住居跡の時期は5世紀後半～11世紀前半までであるが、8～9世紀代の  

間は住居跡の数が極端に少なく、5～7世紀代、10～11世紀代に集中している。住居が減少する時期は国府の最  

盛期にも重なり、居住制限があったことも考えられる。特徴的な住居跡としてはH－6号住居跡が挙げられる。  

この住居跡の床面や、壁近くからは炭化物が多く検出し、住居が燃えたことを想定できる。また覆土に黄褐色ブ  

ロックが多く含まれており、人為的に埋められたことも想定できる。竃、遺物の残存状態も良く、住居廃棄の様  

子が窺える貴重な資料となった。   

4区は試掘調査のみであり、住居跡の検出はなかった。   

5区からは住居跡7軒を検出した。各調査区の中では唯一石田川式土器を持つ住居跡を検出した。他には総社  

砂層の岩盤層まで掘り込んで竃を構築しているH－4号住居跡や、床に間仕切りを持つH－7号住居跡が特徴的   

な住居跡として挙げられる。   

6区は8軒の住居跡を検出した。しか  

し、地表から遺構確認面までが浅く、住  

居跡同士の重複も激しいため、住居跡の  

残存状態は良いものとはいえかなった。   

7区は国分尼寺南面に位置し、10軒の  

住居跡を検出した。そのうち8軒は8世  

紀代と偏りがあり、特に8世紀前半～中  

葉に集中する。特徴的な住居跡としては、  

H－2・10号住居跡が挙げられる。H－  

2号住居跡は竃を二つ持っており、東側  

の竃を使用した後に北に新しく竃を構築  

したと考えられる。H－10号住居跡は壁  

に張り出しを持つ住居である。   

↑  

上野国分尼寺  

7区における8世紀前半～中葉の住居跡  
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8区からは住居跡を検出しなかった。   

9区からは11軒の住居跡を検出した。時期はいずれも7世紀後半～9世紀代までである。ほかに中世の溝跡が  

西から東に走行しているため住居跡の多くはその溝に切られ破壊されていた。  

10区からは住居跡の検出はなかった。  

11区からは住居跡を4軒検出した。特徴的な住居跡としては床下土坑を持つH－4号住居跡が挙げられ、深い  

掘り込みを持つために残存状態は良好であった○また、この住居跡から鋒帯金具の銘尾が1点出土している（註  

1）。  

（2）まとめ－3地域ごとの住居軒数集計と住居密度   

ここでは、各調査区を染谷川左岸地域、牛池川近隣地域、推定国府域（木津1998）北部近隣地域の3地域に分  

類してデータをまとめる。分類は以下のとおり。  

○染谷川左岸地域  5・7・9・11区  

○牛池川近隣地域  3・4・10区  

○推定国府城北部近隣 …1・2・6・8区  

3地域の分類図   

なお、地域ごとに調査面積が異なることから、比較のために100Ⅰポあたりの住居軒数を計算し、時期別に分類  

する。Hr－FP降下以後からAs－B降下以前までと判定した詳しい時期判定が不可能であった住居は分析対象と  

しない。以上のような条件の下、次項のグラフを作成した。  
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100エゴごとの住居軒数グラフ   

グラフの分析から、3地域の特徴は以下のとおりである。   

染谷川左岸地域は、8～9世紀代の住居跡が集中している○これは国府の最盛期にも重なっている。国府と連  

動するかのように、この地域に集落が展開された。   

牛池川近隣地域は5～7世紀代、10～11世紀代の住居跡が集中する。5～7世紀代に多くの住居が集中するの  

は牛池川近隣地域のみである。近隣で同時期のものと思われる田畑が検出されており、国府成立以前から人々が  

この地域で耕作を行って生活してきた様子が窺える（註2）。また、8～9世紀代の国府の最盛期には住居が減  

少しているため、居住制限の可能性も考えられよう。   

推定国府城北部近隣地域は7～10世紀代の住居跡が集中する○特に10世紀後半の住居密度の増加が著しく、国  

府が衰退した後に多くの人々がこの地域に流入してきた様子が窺える。「元総社蒼海遺跡群（6）、（13）」で指摘し  

た国府による居住制限に関連があるものと思われる（註3）。  

本道跡全体では、4～11世紀代の住居跡を検出することができ、幅広い時期の住居跡の資料を得ることができ  

た。しかしながら、あくまでも限定的な範囲を調査にすぎず、今回得た資料のみでは集落全体を把握するのは難  

しい。今後も調査を続け、情報の蓄積によって元総社蒼海遺跡群における集落の変遷を捉えていきたい。  

2 7区国分尼寺南側での調査について  

（1）平成12年度調査について   

平成12年度に国分尼寺寺城南限を確定するために試掘調査が行われ、1～6トレンチが設定された。この調査  

では尼寺の南限が解明され、東西の大溝とそれに並行する南側に側溝が付設された道路状遺構が確認された。（上  

野国分尼寺寺域確認調査2000・3・前橋市埋蔵文化財発掘調査団）報告書では、東西の大溝とそれに並行する道  

路状遺構について以下のようにまとめてある。  
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①溝底より1m高いローム上面を平坦にし、幅5mほどの路面を持つ。その南限には幅2・4m、深さ30cmのⅤ字  

状の側溝を設けている（3トレンチ）。  

②路面状には部分的に瓦片を敷き詰めている部分があり、地面に食い込むように踏み固められている。これは路  

面の荒廃を補修するための所作と考えられる。  

③路面幅は必ずしも一定していないが、路肩面の崩落などの影響によるものと考えられる。路面が硬化していな  

い部分が多かったが、これは後の撹乱により表面が削平を受けたためと考えられる○  

④最も東の第1トレンチでは、道路面を破壊してローム面が削られた10世紀初頭頃の竪穴住居跡が検出された。  

よってこの時期には道路の機能は失われていたと考えられる。  

Fig．1推定国分尼寺及び調査区位置図  

Ⅹ60  

AUU  

国分尼寺南限線  
■■■■－■・一－■■■■一一－■－■  

！．．．．1 軍  

Fig．2 平成12年度調査トレンチ位置図及び道路状遺構想定図  
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（2）本年度調査について   

今年度行われた本調査区の北限は平成12年度調査での東西方向の大溝の位置から5m程南になる。よって道路  

状遺構が東西に走っていることが確認できる場所であった。遺構確認の段階では平成12年度調査の3号トレンチ  

付近から東側で瓦が多く出土し、遺構確認面でも多く瓦が含まれていた。また瓦と共に鉄分凝集層が広がってお  

り、そこでこれらの範囲確認と平成12年度調査の2～6号トレンチの再調査を行った。   

調査によって明らかになったことは、  

①瓦敷部分及び鉄分凝集層はⅩ69Y80付近からⅩ73Y82付近へと南東方向へ幅6m、長さ30mにわたって検出   

された。特にⅩ69Y80付近からⅩ72Y82付近までは瓦片を密に敷き詰めてあった。瓦片は3cm以下の小片が   

中心で、他に小礫や砂利を敷き詰めてあった。瓦を敷き詰めた部分は周りより低く凹んでおり、その凹みを修  

復するために敷き詰めたと考えられる。瓦敷の下は鉄分凝集層になっていた。瓦敷部分は凹んで水が溜まって   

いたことも考えられる。  

0       1膏α氾        2伽 L］L．；！  
Fig．3 元結社蒼海遺跡群（20）7区 全体図  

②平成12年度試掘調査で検出した道路状遺構南側の溝は3号トレンチではやや下がる部分があったがⅤ字状の  

溝は検出されなかった。  

③2号トレンチでは、南側は傾斜が急で北側は緩やかな土坑を検出した。この部分は瓦敷き遺構及び鉄分凝集  

層と重なり、それらとの関係を検討する必要となった。  

④土坑の広がりを確認するために、東から4本のトレンチ（以下H20－1号トレンチから4号トレンチ）を設定  

した。結果、H20－3号トレンチでは2号トレンチと同様な土坑を確認し、この土坑では底部よりやや上から軒  

丸瓦や軒平瓦を含めて大きな瓦が多く出土した。H20－2号トレンチでは土坑は検出せず東側への広がりはない  

ことが明らかになった。H20－4号トレンチでは調査区北壁近くで南側の立ち上がりの急な土坑を確認した。  
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底部に鉄分凝集層  

0  1：60  2m  
Fig．4 2号トレンチ東壁セクション図  

Fig．5 H－204号トレンチ東壁セクション図  0  1：60  2m   

⑤この範囲以外では調査区西側Ⅹ61付近では南北に走る溝が1条検出された。また尼寺中軸線やや東の   

Ⅹ66Y80付近では須恵器壷Gや短頸壷、凝灰岩切石、扇平な川原石や瓦を含んだ土坑（D－3）を検出した。   

この土坑には水性堆積した痕跡があった。  

以上の結果、平成12年度試掘調査で考えられた道路状遺構と南側の側溝は存在しないと考えられる。またこの遺  

構の性格としては国庁方向へ延びる道路としての機能が考えられる。  

（3）出土瓦について   

本調査では多くの瓦が出土した。その瓦から考えられることは、瓦敷部分の瓦は、国分僧寺と同様に笠懸産、  

藤岡・吉井方面の瓦窯で生産されたものと思われる。ただし時期を示唆するような瓦片はか－。また瓦敷部分と  

重なる土坑（D－10，13）から出土する瓦では、国分寺創建期（尼寺が僧寺と平行したと考えられれば、8世紀  

後半の早い時期）の軒瓦（AlOl，ElO3，B207A，POOl，POO2）や修造期の軒瓦（AlOl）なども見られる。な  

お上野国分寺跡調査報告書では、修造期軒瓦の使用された時期について明確に記されていないが、今回出土した  

修造期軒瓦は9世紀後半頃と考えられる。文字瓦では、国分寺創建期から比較的新しいものまで存在する。これ  

らのことから瓦敷部分の形成は、国分尼寺創建期から9世紀後半の広い時期が考えら、時期を断定するまでには  

至っていない。ただし国分尼寺南面という場所から考えると、かなり早い時期に広場として作られ、南大門の前  

面に瓦の小片を意識的に敷き込んで堅赦面を作ったことも考えられる。   

なお、瓦の分析は栗原和彦（前橋市教育委員会嘱託員）によるものである。  
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Fig．6 D－10，13号土坑（2号トレンチ）出土軒瓦  

（4）今後の検討課題   

瓦敷や硬化面では、当初は国分尼寺の参道や国分僧寺と結ぶ東西の道と想定されたが、瓦敷遺構及び鉄分凝集  

層分布範囲が南東方向に延びるのでその可能性は低いと思われる。しかし国分尼寺の築地を区画する溝との関わ  

りを含めて、国分尼寺とどのような関係あるか検討していく必要がある。また今回の調査区が国分尼寺南面の中  

央部（南大門付近）であることから、かなり早い時期に広場として作られ、南大門の前面に瓦の小片を意識的に  

敷き込んだことも考えられる。ただし、昭和44・45年の調査では南門トレンチがH12－4トレンチ付近に設定され  

たが、この調査では南門跡は判明していない。このことも含めて、今後検討する必要がある。   

土坑については、H20－3トレンチなどにある南側の立ち上がり傾斜がきつく、北側は比較的緩やかな土坑は尼  

寺造営に関係する採掘土坑と考えられる。土を運びやすくするために北側の傾斜を緩くしたと考えられる。この  

場所は比較的浅い面でローム層になり、必要とされる土が容易に採掘できた場所だったことも関係があると思わ  

れる。ただこれらの土坑の多くは瓦敷部分及び鉄分凝集層と重なっているので、この土坑がいつ頃埋められたも  

のか、今後の調査で解明していく必要がある。   

他の国の国分僧寺・尼寺の発掘調査では、南門南側の空間が調査されている例はほとんどない。武蔵国分寺、  

下総国分二寺、上総国分二寺、下野国分二寺などでは、寺域が溝によって区割りされ、伽藍の南端である南大門、  

南面築地と寺城南限の溝との間に広い空間がある。しかしこの部分の発掘調査例はあまりなくどのように土地利  

用されたか不明である。今回の国分尼寺跡南側の調査では、瓦敷き遺構や土坑以外にも伽藍中軸線より西側で竪  

穴式住居跡を検出した。H－2・8・10・11号住居跡の4軒は国分尼寺創建以前である8世紀前半までと考えら  
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れる。一方H－6・7・9号住居跡は寺域でありながら国分尼寺の存在する時期と重なる。ここに国分尼寺と関  

わりのある人々の生活空間が存在したことも考えられる。またH－3号住居跡は11世紀前半と考えられ、国分尼  

寺の廃絶期を示すものと言えよう。また調査区西側Ⅹ61付近で南北に走るW－1号溝跡と尼寺との関係も含めて、  

南門南側の空間について今後さらに調査していく必要があろう。   

今回の調査では今後の調査へ向けたいくつかの課題が出てきた。しかし国分尼寺南面を広い範囲で調査を行っ  

ていく必要性を改めて痛感した。  

3 壷Gについて  

「壷G」とは国立奈良文化財研究所による平城宮土器分類における長頸壷の呼称である。分類では、各券種を  

アルファベット順に呼称する。須恵器壷のうち、胴部が細く、口緑がラッパ状に開く長頸壷について「須恵器壷  

G」と呼称している。ここでは、平城宮土器分類での「壷G」という呼称を使用する。   

今回、国分尼寺南面の7区D－3号土坑から「須恵器壷G（以下壷G）」と「小型短頸壷の薬壷（以下薬壷）」  

が共伴して出土した。   

なお、観察を行うに当たって、群馬県埋蔵文化財調査事業団の神谷佳明氏、高島英之氏、谷藤保彦氏にご指導  

いただいた。  

（1）壷G   

さて、壷Gの製作された時期としては長岡京の前後、8世紀中葉の後期～9世紀第1四半期に分類される（註  

4）。本県でも本遺跡近隣の『上野国分僧寺・尼寺中  

間地域』や『鳥羽遺跡』、太田市の『楽前遺跡』、富  

岡市の『七日市観音前遺跡』などである程度残存状  

態のよい形で出土している（註5）。また、破片のみ  

の出土は多くの報告がある。使用用途については、  

仏具として祭示巳に用いたとされる花瓶説と、水筒な  

どに利用されたとされる水瓶説がある。   

では、本遺跡から出土した壷G2個体、薬壷1固  

体を詳しく観察していきたい。記述に当たっては、  

Tab．6土器観察表における呼称に従う。   

7－36壷G（壷G図（Dl）の胎土は明褐灰色を呈し、  

白色の軽石と砂礫を含む。右回転で粘土紐を積み上  

げ、糎櫨整形で製作されている。底部より肩部に向  

けてやや広がる円筒形の胴部を呈し、肩部は屈曲し  

て頚部に移行する。頚部は細長い長頸で口綾部は外  

反して大きく開く。口縁・頚部は胴部を製作した後  

に接合されており、胴部と頚部の境目には接合痕が  

残っている。肩部と胴部は回転箆削りの調整を施し  

ている。底部は静止糸切りである。   

7－37壷G（壷G図（D2）の形状、製作技法は7－36  

壷Gとほぼ同じ。異なった部分としては、胎土は灰  

黄色を呈し、7－36壷Gに比べてやや硬質な印象を受  

0  10cm  

【本遺跡出土】  
1：7－36壷G 2：7－37壷G 3：7－38短頸壷   

【本県出土】   
4：『上野国分僧寺・尼寺中間地域（7）』出土壷G   

5：『鳥羽遺跡G・H・Ⅰ区』出土壷G   

6：『楽前遺跡（1）』出土壷G   

7：『七日市観音前遺跡』出土壷G  

壷G図（∋ 本遺跡および本県出土の壷G  
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けること、肩部の回転箆削りの痕が鮮明に残っていること、底部を回転糸切り後、外周部分のみ撫でて調整して  

いることなどが挙げられる。また、口綾部が破損している。  

（2）薬壷   

7－38薬壷（壷G図①3）の胎土は褐灰色を呈し、黒色の粒子を含み、本項で扱っている三つの須恵器の中では  

群を抜いて硬質である。鴨櫨整形で作られている。底部は回転糸切り後、付け高台で接合部分を撫で調整。高台  

はハの字に広がっている。底部から肩部に向かって広がる。肩部に器最大径を有し、屈曲部に回転箆削りを施し  

ている。頚部はつまみ上げによる小さなもので口唇部に向かってやや外反している。口緑と肩部に自然和が付着  

している。  

（3）まとめ一生産時期とその用途  

今回出土した壷G2個体、薬壷1個体の製作時期については、肩部が  

張り出す器形であることや、国分寺創建期と考えられる軒瓦などが同じ  

土坑から出土しているため、8世紀後半と考えられる。壷G2個体とも  

に作りが租いことや、胎土の特長から本県の藤岡で生産された可能性が  

ある。薬壷は胎土が硬質であることや、黒い粒子を含むことから東海地  

方で生産され、本遺跡の地域に持ち込まれた可能性がある（註6）。   

次に壷Gの使用用途であるが、国分尼寺南面から出土したこと、祭示巳  

的な用途で用いられる薬壷と共伴であったこと、口綾部が外反し肩部が  

張り出す器形で大坂・道明寺十一面観音菩薩立像（壷G図（参）などの観  

音菩薩が持つ花瓶のモチーフに酷似しているなどの理由から、祭示巳的な  

目的で使用されたものと考える。   

以上のような事柄から、本遺跡で出土した壷Gと薬壷は、国分尼寺に  

関連して祭示巳的な目的で使用された後に、まとめて国分尼寺南面の土坑  

に破棄されたものと考えられる。  

壷G図② 道明寺十一面観音菩薩立像  

水野 敬三郎編『カラー版日本仏像史』2001年より  
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〈註釈〉  

註1田中広明著「律令時代の身分表彰（Ⅱ）一腰帯をめぐる人々の奈良・平安時代－」『土曜考古第16号』  

土曜考古学研究会1991年 による。なお、銘尾の類例については、群馬県埋蔵文化財調査事業団の綿貫邦男氏に  

ご教授をいただいた。  

註2 近藤雅順・村越純子編『元総社蒼海遺跡群（14）元結社蒼海遺跡群（19）』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2008年  

ぉよび 群馬県埋蔵文化財調査事業団編『総社閑泉明神Ⅳ遺跡・元総社牛池川遺跡・元総社北川遺跡・元総社小  

見内Ⅴ遺跡』㈲群馬県埋蔵文化財調査事業団2007年で検出○  

註3 大崎和久・遠藤たか美編『元総社蒼海遺跡群（6）』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2006年 および 阿久澤真一・  

神宮 聡・清水亮介滞『元総社蒼海遺跡群（13）』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2008年 による。  

註4 酒井清治著「武蔵国における須恵器年代の再検討」『研究紀要第9号』埼玉県歴史資料館1987年 による。  

註5 群馬県教育委員会・群馬県埋蔵文化財調査事業団病『鳥羽遺跡G・H・Ⅰ区一関越自動車道（新潟線）地域埋蔵  

文化財発掘調査報告書第11集一』1986年  

群馬県埋蔵文化財調査事業団編『上野国分僧寺・尼寺中間地域（7）』1992年  

富岡市教育委員会編『七日市観音前遺跡』1994年  

群馬県埋蔵文化財調査事業団編『楽前遺跡（1）』2009年  

註6 時期判定や、生産地については群馬県埋蔵文化財調査事業団神谷氏にご教授をいただいた。  

また、壷G、薬壷と共に出土した瓦については本章「2 7区国分尼寺南面での調査について」で記述。  

〈図版転載〉  

（壷G図①）群馬県埋蔵文化財調査事業団編『上野国分僧寺・尼寺中間地域（7）』本文編  

第630図Ⅰ区遺構外出土遺物  

群馬県教育委員会・群馬県埋蔵文化財調査事業団編  

『鳥羽遺跡G・H・Ⅰ区一関越自動車道（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第11集一』  

本文編 Fig．165G57号住居跡出土遺物  

群馬県埋蔵文化財調査事業団編『楽前遺跡（1）』図1484区1号溝跡出土遣物（4）  

富岡市教育委員会編『七日市観音前遺跡』第164図 5号溝跡（IA区）出土遺物（2）  

（壷G図②）水野敬三郎編『カラー版日本仏像史』株式会社美術出版社発行 第2章古代Ⅱ奈良時代2－26図  
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『古代考古学フォーラム古代の社会と環境遺跡の中のカミ・ホトケ資料集』帝京大学山梨文化財研究所・山梨県考古学教会 2003年  

高橋一彦・高坂麻子編『元総社小見Ⅴ遺跡元総社小見内Ⅵ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2003年   

勝又直人著「古代における香炉の一形態一渦巻状の溝を有する資料についての予察一」  

『財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所設立20周年記念論文集』㈲静岡県埋蔵文化財調査研究所 2004年  

岩崎琢郎・高坂麻子編『元総社蒼海遺跡群小見内Ⅸ遺跡・総社閑泉明神北Ⅴ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2005年  
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大崎和久・遠藤たか美編『元総社蒼海遺跡群（6）』前橋市塩蔵文化財発掘調査団 2006年  
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④  

6   P  

O  l．30  1m   
A  

1区 H－1号住居跡 竃セクション  
1黒褐  細 △O As－C・Hr－FPl％、焼土ブロック（d）10mm）1％、  

炭化物2％  
As－C・Hr－FPl％、焼土粒5％、灰5％  
焼土主体  
焼土粒3％  
にぷい黄褐色粘土5％、灰3％、焼土粒1％  
灰層  

△
△
0
0
△
 
 

△
○
△
○
×
 
 

微
微
微
微
微
 
 
 

褐
褐
 
 

褐
赤
暗
褐
褐
 
 

黒
暗
極
黒
黒
 
 
 

2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
 

1区 H－1号住居跡 東西ベルトセクション  
1 暗褐 細 ○◎ AsrC・Hr－FP7％、黄橙色粒3％  
2 暗褐 細 ○◎ As－C・Hr－FP3％、黄橙色粒3％  
3 日普褐 徴 △◎ As－C・Hr－FPl％、黄橙色粒5％  

畔
圃
パ
 
 

l
＞
◎
匡
 
 A L＝121・1m AT B L＝121・Om  A L＝120・8m A－  A L＝121・4m  

＿  

1区 D－2号土坑セクション  
1黒褐 細 △O As－C・Hr－FP2％、費橙色粒3％、黄橙色ブロック（d）10mm）7％  
2 暗褐 細 00 As－C・Hr－FPl％、黄橙色粒7％、黄橙色ブロック（d）10mm）5％  
3 暗褐 細 00 As－C・Hr－FPl％、黄橙色粒7％、黄橙色ブロック（d）5mm）10％  且◎遭  

A L＝121・3m  

1区 D－4，5号土坑セクション  
1 黒褐 租 ○△ As－B5％、As－C・HrTFP7％、黄橙色粒2％  
2 黒褐 細 ○△ As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒3％  
3 黒褐 微 △△ As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒5％  
4 黒褐 微 ○△ AsTC・Hr－FPl％、黄橙色粒7％  
5 黒褐 細 ○△ As－C・Hr－FP3％  
6 暗褐 微 00 As－C・Hr－FPl％、黄橙色粒7％  

1区 Ⅰ－1号井戸跡セクション  
1 黒褐 租 00 As－B50％  
2 暗褐 租 ○△ As－B40％  
3 暗褐 胡．△O As－B25％、黄橙色粒5％、As－C・HrrFPl％  
4 暗褐 租 00 AsTB30％、黄橙色粒3％、As－C・Hr－FPl％   

4
 
4
 
4
 
4
 
5
 
5
 
 

一
一
一
一
一
一
 
 

D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
 

0  1：60  

Fig．131区H－1号住居跡、D－1～5号土坑、Ⅰ－1号井戸跡  
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L＝121．2m  

1区 W－1，2号溝跡南壁セクション  
1 現耕作土  
2 黒褐 租 ○△ As－B4％、As－C・Hr－FPl％  
3 黒褐 租 △O As－BlO％、As－C・Hr－FP3％  

黄橙色ブロック（¢15mm）1％  
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褐
褐
褐
褐
褐
褐
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暗
暗
黒
黒
暗
黒
暗
暗
黒
 
 
 

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
 
 

黄橙色粒10％  
炭化物1％  

1
2
2
2
2
2
2
2
2
 
 

一
一
一
一
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一
一
一
一
 
 

W
W
W
W
W
W
W
W
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ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
％
％
％
％
％
％
％
％
％
 
 

l
1
7
1
5
3
2
1
1
 
 

Hr－FP  
Hr－FP  
Hr－FP  
Hr－FP  
Hr－FP  
Hr－FP  
Hr－FP  
Hr－FP  
HrrFP  

（W－1）  
4 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色ブロック（¢20～30mm）1％ （W－1）  
5 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色ブロック（¢10～30mm）1％  

黄橙色粒7％  （W－1）  

6 黒褐 細 ○△ As－C・HrLFP3％、黄橙色粒5％  （W－1）  

7 黒褐 微 ○△ As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒3％  （W－1）  

黄橙色粒  
黄橙色粒  
黄橙色粒  
黄橙色粒  

％
％
％
％
 
 

2
3
5
3
 
 

0  1：60  2m   

Fig．141区W－1・2号溝跡  
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2区 H－1・2号住居跡 南北壁セクション  
1 表土  調

査
区
外
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褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
 
 

黒
黒
暗
黒
暗
黒
黒
 
 
 

2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
 

10％、As－C・HrrFP3％  
・Hr－FP15％、黄橙色ブロック（¢10mm）1％  
・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック（¢5mm）3％、黄橙色粒5％  
・Hr－FP3％、黄橙色粒3％  
・Hr－FPl％、黄橙色ブロック（d）5～20mm）5％、黄橙色粒20％  
・Hr，FP 2％  
・Hr－FP3％、黄橙色ブロック（4）5mm）1％、黄橙色粒1％   
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2
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1
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H
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2区 H－1号住居跡 東西壁セクション  
1 表土  
2 黒褐 細 △O As－BlO％、As－C・Hr－FP3％  
7 黒褐 紺 △O As－C・Hr－FP2％  
8 異褐 細 △O As－C・HrLFP3％、黄橙色ブロック（4）5mm）1％、黄橙色粒1％  

0  1：60  2m  

2区 H－1号住居跡 竜セクション  
1暗褐  細 △○ 焼土ブロック（¢5mm）3％、焼土粒3％、粘土粒5％  
2 にぷい黄褐 細 ○◎ 粘土ブロック主体  
3 暗褐  維 △○ 焼土ブロック（¢5mm）3％、焼土粒3％、粘土粒1％  
4 赤褐  細 △○ 焼土ブロック主体  
5 暗褐  細 △○ 焼土ブロック（¢5mm）5％、焼土粒10％、粘土粒5％  
6 黒  微 △○ 灰層  

0  1：30  1m   

Fig．15 2区H－1・2号住居跡  
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④  A
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N
 
U
 
 

B’  D   

2区 H－3号住居跡 ベルトセクション  
1 暗褐  細 00 As－C・Hr－FPlO％  
2 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒2％、炭化物やや混じる  
3 灰黄褐   細 00 黄橙色ブロックを西側に多く含む、地山に近い  
4 にぷい黄褐 細 00 黄橙色ブロックやや混じる  

2区 H－3号住居跡 竃セクション  
1 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP5％  
2 褐   細 00 焼土粒5％  
3 灰褐 微 00 焼土ブロック（¢5mm）20％、炭化物5％  

4 暗褐  微 00 焼土粒5％  
5 暗赤褐 微 00 焼土ブロック（¢5mm）20％、灰層  

0  1．30  1m  

調査区外  

2区 H－4・10号住居跡 セクション  
1 褐灰  租 △△ As－B50％、一部純層あり  
2 暗褐  細 00 AsrC・Hr－FPlO％、黄橙色粒5％  
3 暗褐  細 00 黄橙色粒5％  
4 暗褐  細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒5％、炭化物5％  
5 褐  微 △◎ 黄橙色粘土ブロック50％、下部に灰層、竃の煙道か竃内の残骸か  
6 にぷい黄褐 微 △○ 黄橙色ブロック（¢10mm）20％、炭化物5％  
7 黒褐  細 00 黄橙色粒5％、炭化物2％  
8 灰黄褐   微 △△ 粘土ブロック主体  
9 にぷい黄褐 細 00 黄橙色ブロック（¢5mm）20％、炭化物10％  
10 暗褐  細 00 AsLC・Hr－FP5％、黄橙色粒5％、炭化物5％  
11褐  細 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色ブロック（4）5～10mm）2％  
12 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP2％  
13 にぷい黄褐 細 ◎O As－C・Hr－FP5％、炭化物2％  
14 暗褐  徴 00 As－C・Hr－FPl％、黄橙色粒1％  
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Fig．16 2区H－3・4・10号住居跡  
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B L＝120．7m  

D L＝120・5m  ＿   

2区 H－5号住居跡 竜セクション  
1 暗褐  細 ○◎ As－C・Hr－FPlO％、焼土粒5％、炭化物5％  
2 にぷい赤褐 微 ○◎ As－C・Hr－FP5％、焼土ブロック50％  
3 暗褐  徴 ○◎ As－C・Hr－FP5％、焼土粒5％、炭化物2％、  

2区 H－5号住居跡 ベルトセクション  
1 褐灰 粗 △△ As－B50％、一部純層あり  

00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒5％  
00 As－C・Hr－FP5％、底部にやや炭化物が混じる  
00 As－C・Hr－FP20％  
00 As－C・Hr－FPl％、炭化物5％  
00 AsrC・Hr－FP5％、黄橙色粒10％、炭化物やや混じる  
○◎ 地山に近い  

2 暗褐 細  
3 暗褐 細  
4 暗褐 細  
5 黒褐 細  
6 暗褐 細  
7 褐  細  

黄橙色粒5％  
焼土ブロックやや混ざる  
焼土ブロック10％、焼土粒10％、黄橙色粒2％  
灰層 焼土粒5％  

○
◎
0
 
 

0
0
0
 
 

徴
微
徴
 
 

褐
褐
褐
 
暗
暗
赤
 
極
極
暗
 
 
 

4
 
5
 
6
 
 

虹  A L＝120・3m   A L＝120．6m  

B L＝120．2m  

0  1■30  1m  

2区 H－6号住居跡 東西壁セクション  
1 黒褐  細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒1％、炭化物1％  
2 黒褐  細 ○◎ As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒5％  
3 黒褐  細 ○◎ As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒5％  
4 異褐  微 ○◎ As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒5％  
5 黒褐  微 00 やや粘質土混じる（地山に近い）   

2区 H－6号住居跡 竜セクション  

6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
 

一
 
l
 
一
一
一
 
 

H
 
H
 
H
 
H
 
H
 
 

1 暗褐  

2 黒褐  
3 にぷい赤褐  

4 暗赤褐  

5 暗褐  

6 黒褐  
7 暗赤褐  

細 00 As－C・Hr－FPl％、焼土粒1％  
細 ○◎ AsrC・Hr－FP5％  
微 00 焼土ブロック50％、竜の天井部か  
微 00 焼土粒10％  
徴 00 焼土粒5％  
微 00 焼土粒5％、やや灰混じる  
微 ○△ 灰層、焼土ブロック20％  0  1．60  2m  

Fig．17 2区H－5・6号住居跡  
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2区 H－7・8・11号住居跡 東西壁セクション  
1 暗褐  細 00 As－C・Hr－FPlO％  
2 黒褐  細 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒2％  
3 黒褐  微 ◎0  
4 黒褐  徴 ◎◎ 黄橙色粒2％  
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8
8
8
7
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一
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5 黒褐  
6 黒褐  
7 黒褐  
8 暗赤褐  
9 黒褐  
10 黒褐  
11暗褐  
12 異褐  
13 黒褐  

細 00 As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒5％  
微 00 As－C・Hr－FPl％  
細 00 As－C・Hr－FP5％  
微 △○ 焼土ブロック10％  
微 ◎◎  
微 △△ 灰層  
細 ◎O As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒5％  
微 ○◎ As－C・HrLFPl％、黄橙色ブロックやや混じる  
微 ○◎ As－C・Hr－FPl％、12層より粘性が強く地山に近い  
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（H－7の竃の一部  

（H－  

（H－7の竃の一  
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調査区外  

二       B L＝119．9m  

2区 H－9号住居跡柱穴計測表  

A L＝120．6m  No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）   

P5  方 形  82   45   50   

2区 H－9号住居跡 東西壁セクション  
1 暗褐  畑 00  
2 黒褐  細 ◎0  
3 黒褐  細 00  
4 黒褐  微 ○◎  
5 黒褐  微 00  
6 暗褐  細 ◎0  
7 黒褐  微 ◎○  

As－B20％、As－C・Hr－FPl％  
As－C・Hr－FP20％、黄橙色粒5％  
As－C・Hr－FP 2％  
As－C・Hr－FPl％、やや粘質土混じる   

As－C・Hr－FP2％、焼土粒5％  

焼土粒10％、炭化物10％  
（H－9の竃の残骸か）  
（H－9の竃の残骸か）  
（H－9の竃の残骸か）  8 極暗褐 徴 ◎○ 焼土粒5％  

ぜ  
生民 
A L＝12川m  

2区 D－2号土坑跡 ベルトセクション  
1 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒2％、  

黄橙色ブロック（¢10mm）有  
2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒5％、  

黄橙色ブロック（¢10mm）5％  

A L＝121・Om  且  

0  1：60  2m  

Fig．18 2区H－7～9・11号住居跡、D－1・2号土坑  
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④  調査区外 A■   A  

＿γ  亮一－  

L＝121．3m l  
L＝121．Om  

2区 W－1号溝跡 東西壁セクション  
1 表土  
2 黒褐 細 △O As－BlO％、As－C・Hr－FP3％  
3 異褐 細 △O As－C・Hr－FP5％  
4 黒褐 細 △O As－C・Hr－FP3％、黄橙色ブロック（d）5mm）3％  
5 黒褐 糸田 00 As－C・Hr－FPlO％  

2区 W－2号溝跡 ベルトセクション  
1 黒褐 細 △O As－BlO％、As－C・Hr－FPl％  

L＝120．5m   

2区 W－4号溝跡 ベルトセクション  
1 黒褐 維 ◎O As－C・Hr－FP20％  
2 暗褐 細 ◎O As－C・Hr－FP20％、黄橙色粒10％  
3 異褐 細 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒5％、黄橙色ブロック（4）5～20mm）有  
4 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒10％  
5 黒褐 徴 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒10％、黄橙色ブロック（4）10mm）有  
6 暗褐 微 △◎ 黄橙色粒5％、地山に近い  

2区 W－3号溝跡 ベルトセクション  
1 黒褐 細 △O As－C・Hr－FP5％  
2 黒褐 珊 00 As－C・Hr－FPlO％  

0  1：60  2m  

Fig．19 2区W－1～4号溝跡  
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＞／  

0  1：60  2m  

18  

3区 H－2号住居跡セクション  
1 暗褐  
2 褐色  
3 黒褐  
4 黒褐  
5 黒褐  
6 暗褐  

7 灰褐  
8 暗褐  
9 暗褐  
10 暗褐  
11褐灰  
12 灰褐  

13 黒褐  
14 暗褐  

15 暗褐  
16 褐灰  

17 褐  

18 褐  

表土  
細 ○△ 酸化質土、As－C・Hr－FP20％黄褐粒7％橙色粒5％  
細 ○△ As－C・Hr－FP30％、炭化物10％、橙色粒20％、ざらざらした土質  
細 ○△ As－C・Hr－FP25％、橙粒20％、炭化物7％、3より暗褐昧  
細 ○△ 黄褐粒・ブロック¢10～30mm20％、灰白シルトブロック¢10mm5％、黒色粒・ブロック¢10mm5％  
微 00 焼土＋炭化物多、一部縞状堆積黄褐粒・ブロック¢5mm5％、灰自粘土ブロック¢10mm3％  
微 00 焼土＋焼けた炭化材5％、一部縞状、黄褐粒・ブロック¢10←20mm15％、橙粒2％、灰自粘土塊若干  
徴 00 灰白粘土ブロック¢10～20mm7％、黄褐粒2％、9より粘質  
徴 00 焼土・炭化物3％、黄褐粒・ブロックd）10mm15％、As－C3％、6より茶色昧  
徴 ○△ As－C2％、橙粒2％、炭化物2％、ざらざらした土質  
微 ◎◎ 竃構築土、黄褐ブロック¢10mm2％、炭化物3％  
微 00 袖部崩落土、灰白粘土ブロック 5％、被熱粘土ブロック 2％  
徴 00 As－C2％、黄褐粒・ブロック4＞10～20mm2％、炭化物2％、橙粒1％  
徴 ◎△ 焼土＋焼けた炭化材互層形成、黄橙ブロック¢10mm2％  
微 ◎△ 灰＋焼土  
微 ◎△11に同  

微 △○ 周溝覆土、草褐粒2％、炭化物若干  
徴 ○△ 縞状に灰、黄褐ブロック¢10mm2％、灰白シルトブロック¢10mm2％、焼土・炭化物若干、寵覆土  

3区 H－2号住居跡P4セクション  
1 焼土・炭化物  

2 黒褐  徴 ◎○ 黄褐ブロック¢5～10mm3％  
3 暗褐  徴 △○ 黄褐粒・ブロック¢10～20mm7％、白粒3％  
4 にぷい黄褐 微 △△ 黄褐ブロック¢10～20mm2％、さらさらした土質   

3区 H－2号住居跡P5セクション  
1黒褐  微 00 炭化物3％、黄褐粒・ブロック 3％、灰微量縞状に堆積  
2 暗褐  微 00 炭化物2％、黄褐ブロック 3％、焼土粒徴、1より砂質  
3 暗褐  微 00 黄褐ブロック 3％、炭化物2％、粘質土  

Fig．20 3区H－1・2号住居跡  
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④  

A－  

】甲   

A L＝117．3m  

0  1：30  1m  

3区 H－3号住居跡セクション  
1褐 紺 ○△ As－C・Hr－FP20％、黄褐粒・炭化物3％、ざらざらした土質  
2 暗褐 細 00 As－CtHr－FP20％、黄褐粒・炭化物3％、ざらざらした土質  
3 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP7％、炭化物3％、黄褐粒5％、灰自シ）t／トブロック（d・10～15mm）2％  
4 暗褐 微 △O As－C・Hr－FP2％、黄褐粒・ブロック（4＞10～15mm）3％、壁崩落土  

3区 H－3号住居跡竃セクション  
1暗褐 細 00 As－C・Hr－FP3％、赤味、底面灰白色土灰縞状堆積  
2 黒褐 細 00 焼土粒・炭化物含、黄褐ブロック¢10mm若干  
3 黒褐 細 00 灰＋炭化物  
4 黒褐 細 00 焼土  

0  1：60  2m  

13  14  5  

3区 H－4号住居跡セクション  
1暗褐  細 ◎△ 砂質土、As－C・Hr－FP5％  8 黒褐  微 00 シルト混、As－C・Hr－FP5％  

黄褐ブロック（¢5～10mm）3％  
As－C・Hr－FP3％黄褐ブロック（d）5mm）2％  
焼土粒・炭化物1％  
やや砂質土、As－CFP5％  
やや砂質土、As－C・Hr－FPlO％  
黄褐ブロック（¢5mm）2％、軽石多  
As－C・Hr－FP2％、黄褐粒・ブロック 5％  
As－C・Hr－FPl％、黄褐粒・ブロック15％  

黄褐粒・ブロック20％（貼床）  
シルト多、黄褐粒・ブロック 2％（W－2覆土）  

1’にぷい黄褐 細 ○△ As－C・HrTFP3％、砂利混  
2 暗褐  租 ◎× As－C・Hr－FPlO％、黄褐ブロック（4）5～10mm）2％ 9 にぷい黄褐 徴 △○  

部分的に砂利混  
シルト多、As－C・Hr－FP2％  
砂質土、As－C・Hr－FP5％、砂利混  
やや砂質土、As－CFP5％  
黄褐ブロック（¢5mm）1％  
シルト混、As－C・Hr－FP2％  
シルト多、As－C・Hr－FP3％  

10 黒褐  細 ○△  
11黒褐  細 00  

○
×
△
 
 

○
◎
○
 
 

微
細
細
 
 

褐
 
 

黄
褐
褐
 
 

灰
暗
黒
 
 
 

3
 
4
 
5
 
 

△
0
0
0
 
 

△
0
0
0
 
 

微
微
徴
微
 
 
 

褐
 
 
 

貴
 
 
 

い
 
褐
 
褐
ぶ
褐
黄
 
 

暗
に
暗
灰
 
 

2
 
3
 
4
 
5
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

0
0
 
 

△
○
 
 

微
微
 
 

褐
 
 

褐
黄
 
 

暗
灰
 
 
 

6
 
7
 
 

Fig．213区H－3・4号住居跡  
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3区 H－4号住居跡 竜セクション  
1褐  微 00 粘土混、As－C・Hr－FP2％、  

焼土粒1％   

A’1’褐  微 00 粘土混、As－C・Hr－FP2％、  
焼土ブロック¢5～10mm5％  

微 △○ 粘土ブロック¢5～10mmlO％、  
焼土粒・ブロック 5％  

微 △○ 灰混、  
焼土粒・ブロック¢5～10mmlO％  

2 黒褐   

3 暗褐  
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4
5
6
①
②
 
 

焼土粒2％  

灰層、黄褐ブロック¢10m5％  
灰多、焼土粒・ブロック¢5mmlO％  
粘土混、As－C・Hr－FP3％  
焼土粒・ブロック¢5～10mm20％  

A L＝117．8m  H－4カマド  

－－く。二二 表裏顧 －－よ≡・l  
1：30  1m  

3区 H－5号住居跡・D－4号土坑セクション  
1 暗褐  表土  
2 黒褐 細 ○△ As－C・Hr－FP30％、橙粒5％、ざらざらした土質  
3 黒褐 細 ○△ As－C・Hr－FP20％、橙粒15％、  

灰自シルトブロック 3％  

4 暗褐 細 ○△ 褐色味、黄褐粒・ブロック¢10mm5％、  
黒色ブロック 3％  

4■ 暗褐 微 00 粘質土、黄褐粒・ブロック 3％、  
灰白シルトブロック 2％  

5 暗褐 微 00 黄褐ブロック¢20～30mm2％、  
灰白シルトブロック 5％、黒色ブロック10％  

6 暗褐 微 ◎○ 黄褐粒・ブロック¢10mm3％、橙粒5％  
7 褐  微 00 黄褐粒・灰白色シルト主体、やや褐色味  
8 暗褐 細 ○△ As－C・Hr－FPlO％、橙粒5％、  

灰白色シルトブロック 3％、ざらざらした土質  
9 黒褐 微 00 As－C・Hr－FPlO％、黄褐ブロック 7％、  

黒色ブロック 5％  
10 暗褐 微 00 黄褐粒・ブロック¢10mm3％、  

灰白シルトブロック 2％、炭化物2％  
11褐  徴 ◎O As－C・Hr－FP7％、  

貴褐粒・ブロック¢5～10mm15％、黒色ブロック10％  
12 褐  微 ◎◎ 黄色味、灰自シルトブロック15％、  

黄褐粒・ブロック¢10mmlO％  
13 褐  微 ◎◎ 黄褐粒・灰白色シルト粒多  
14 褐  微 △○ 黄褐ブロック20％、5より黄色味  

3区 D－3・5号土坑セクション  
住居跡第4層  

細 ○△ As－C・Hr－FP7％、褐ブロック220％、  
黒粒・ブロック¢10～20mlO％  

細 ○△ FV  
微 ◎O As－C・Hr－FP5％、黄褐ブロック20％、黒ブロック10％、  

住居働く5層に似  

1  

2 黒褐   

2一 票褐  

3 褐  

、∨   
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◎
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微
微
微
 
 

褐
 
 
 

褐
ぶ
 
 

褐
暗
に
 
 
 

3
 
4
 
5
 
 

3より黄色味、黄褐ブロック・塊混、橙粒3％  
As－C・Hr－FP3％、黒粒・ブロック4）50mm20％、崩落土か  
As－C・Hr－FP5％、黄白シルト粒・ブロックd）5～10mm20％、  
黄褐粒5％  

微 ◎O As－C・Hr－FP3％、灰自シルトブロック 3％、  
黄褐粒・ブロック¢10～30mm20％人為的塩土  

徴 ◎○ 黄褐粒・ブロック¢10～20mmlO％、黒粒2％、粘質土  

5 褐  

6 暗褐  

0  1：60  2m  

Fig．22 3区 4・5号住居跡、D－3・4・5号土坑跡  
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3区 H－6号住居跡P5セクション  
1暗褐 細 △O As－C3％、焼土粒2％、  

黄褐ブロック¢5～10ⅠⅧ5％  

2 暗褐 微 △△ As－Cl％、  
黄褐ブロック¢5～20mmlO％  

3 褐  微 △△ 黄褐粒・ブロック¢5m2％  
4 黒褐 微 ×△ 灰・炭化物多、焼土粒2％  
5 暗褐 微 ×△ 灰・炭化物多、焼土少、  

黄褐ブロック¢5～10mm2％  

C L＝117．7m  ①  

3区 H－6号住居跡P6セクション  
1黒褐  微 △△ 灰・焼土主体  
2 にぷい黄褐 微 ×△ 柱痕埋土  
3 褐  微 00 黄褐ブロック 5％、  

掘り方塩土  

Fig．23 3区H－6号住居跡  

－ 83 －  



3区 H－6号住居跡セクション  
1暗褐  徴 △△ As－C・Hr－FP2％  
2 にぷい黄褐 徴 △○ シルト質、As－C・Hr－FP3％、黄褐ブロック4＞5mm2％（0－1覆土）  
3 にぷい黄褐 微 △O As－C・Hr－FP2％（0－1覆土）  
4 黒褐  細 ○△ As－C含異色土主体（0－1覆土）  
5 にぷい黄褐 微 △△ やや砂質、As－C・Hr－FP5％、黄褐ブロック¢5mm2％（0－1覆土）  
6 暗褐  柵 ○△ As－C・Hr－FPlO％、黄褐ブロック4）5mm2％（0－1覆土）  
7 にぷい黄褐 徴 △△ As－C5％、黄褐ブロック¢5～10m5％  
8 褐  微 △O As－C5％黄褐ブロック¢5～200mm40％、遺物・炭化材ほとんど無  
8’にぷい黄褐 微 00 黄褐粒・ブロック10％  
9 暗褐  微 △O As－C3％、黄褐ブロック¢5～20mmlO％、遺物・炭化材若干含  

褐  器．炭化材含  
11■にぷい褐 徴 △○ 褐色粘土30％、As－C2％（竃構築材流出土）  
12 黄褐  微 △△ As－C2％、黄褐ブロック主体、土器・炭化材含  
13 黄褐  微 △△ 黄褐ブロック主体、As－C2％  
14 にぷい黄褐 微 △O As－C2％、黄褐粒・ブロック10％、焼土ブロック2％  
15 暗褐  微 00 As－Cl％、黄褐ブロック20％、焼土・炭化材含  
16 黒褐  微 00 黄褐ブロック3％、焼土・炭化材多  
17 黄褐  微 △○ 黄褐粒・ブロック主体  
18 にぷい黄褐 徴 △△ 黄褐粒10％、焼土合  
19黒褐 微△△黄褐粒・ブロック5％、焼土粒2％  

ツク主体、遣物●炭化材●焼土多（底面付近炭化材一厘根材の崩落か）  

22 黒褐  微 ○△ 灰層（黒色灰）  

① にぷい黄褐 徴 ○△ 黄褐土＋黒色土（貼床）  
② 明黄褐  微 ◎△ 黄褐土主体、黒色粒3％  
③ 黒褐  微 00 黒色土主体  
④ 暗褐  徴 △△ 黄褐粒3％  
⑤ にぷい黄褐 微 ○△ 黄褐粒・ブロック＋黒色ブロック混土  
⑥ 灰褐  微 ◎○ 灰褐粘土＋黄褐土混土  
⑦ 黒褐  竃掘り方の敷きならし土  

3区 H－6号住居跡 竃セクション  
1褐  微 ○◎ 褐色粘土主体、焼土粒2％  
2 にぷい黄褐 徴 △△ やや砂質、黄褐ブロック¢5～10mmlO％、焼土粒1％  
3 にぷい黄褐 微 △0  
3’暗褐  徴 △0  
4 暗褐  微 △0  
5 赤褐  徴 △0  
5t 赤褐  微 ○◎  
6 にぷい赤褐 微 00  

黄褐ブロック¢5～30mm20％、焼土粒2％  
黄褐粒2％、焼土粒・ブロック10％  
黄褐ブロック¢5～10mm5％、焼土ブロック 3％  
焼土（被熱粘土）主体、炭化物2％、（天井部崩落土）  

5より混入物少、被熱粘土主体、袖部形成土  
焼土（被熱粘土）＋褐色粘土（被熱度少）混土  

D L＝117．7m  7 褐灰  微 ×△ 灰層、焼土ブロック 2％  
8 灰褐  微 △△ 灰層、焼土ブロック20％、下部に黒色灰堆積  
9 にぷい赤褐 徴 00 焼土粒・ブロック30％、黄褐ブロック2％  
10 灰褐  微 ◎◎ 灰褐粘土＋黄褐土（版築状）  

11黄褐  徴 ○△ 黄褐土主体（版築状）  
12 黒褐  微 00 黒色土主体（竃掘り方後の敷きならし土）  
13 異褐  微 △△ 黒色土＋灰  
14 褐灰  徴 ○△ 灰層  
15 黄褐  微 ○△ 黄褐土主体  
16 灰褐  微 ○◎ 灰褐粘土主体（袖石固定材）  

0  1：30  1m  

Fig．24 3区H－6号住居跡  
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B L＝117．4m  B－  

出J  

3区 H－7号住居跡セクション  
1黒褐 細 ○△ As－C・Hr－FP25％、黄褐粒10％、炭化物7％、ざらざらした土質  
2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、炭化物3％、黄褐粒・ブロック4）5～10mmlO％  
3 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP7％、炭化物¢10mm2％、黄褐粒・ブロック¢12mm5％  
4 黒褐  炭化物・焼土粒混合土、竃関連土  
5 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP3％、黄褐粒7％、炭化物・焼土3％  

A L＝117．5m  

3区 H－8号住居・跡セクション  
1’暗褐  徴 △△ As－C・Hr－FP2％、底面に硬化面、溝状  
2 にぷい黄褐 徴 △O As－C・Hr－FP3％、炭化物1％  
3 暗褐  微 00 炭化物2％  
4 にぷい黄褐 徴 ◎○ 黄褐・黒褐ブロック¢5mm2％、住居跡掘り方形成  

0  1：60  2m  

3区 H－8号住居跡 竜セクション  
1 にぷい褐  微 △○ 粘土混、焼土ブロック 5％  
2 にぷい赤褐 微 △○ 粘土混、焼土ブロック30％、被熟顕著  
3 黒褐  微 △○ 焼土粒・ブロック 2％  
4 にぷい貴橙 微 ○◎ 粘土主体  
5 灰黄褐   微 △△ 粘土混、焼土粒・炭化物2％  
6 褐  微 △○ 粘土・焼土・灰混合土  
7 黒褐  微 ×△ 灰層  

0  1：30  1m  

Fig．25 3区H－7・8号住居跡  
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L＝116．9m  

3区 H－9号住居跡P4セクション  
1 暗褐  微 ◎O As－C7％、  

黄褐粒・ブロック¢5～10mm5％、  
灰白シルトブロック 3％  

2 暗褐  微 00 黄褐ブロック 3％、  
黒色ブロック 2％  

3 にぷい黄褐 微 △○ 黄褐粒・ブロック¢10mm2％  

3区 H－9号住居跡P5セクション  
1 暗褐  徴 00 黄褐粒・ブロック 5％、焼土粒3％、  

灰白シルトブロック 2％、  
炭化物 5％  

炭化材主体  
にぷい黄褐 微 00 壁面崩落土  

微 00 黄褐ブロック 3％、焼土塊5％、  
炭化物粒3％  

徴 △○ 黄褐粒・ブロック¢10mm7％、  
焼土粒15％、炭化物10％  

微 ◎○ 黄褐ブロック 3％、粘質土  

5 褐   

6 黒褐  

L＝117．4m  

2  

L＝117．3m  

E  

L＝117．1m  L＝117．2m  

三 

3区 H－10・14号住居跡セクション  
H－10  

1 褐  細  △
0
 
 

0
0
 
 

As－C・Hr－FP20％、費褐粒7％、橙粒10％  
As－C・Hr－FPlO％、酸化質粒・ブロック 3％、  

黄褐粒5％  
As－C・Hr－FP2％、炭化物粒2％、焼土粒7％  
As－C・Hr－FP7％、酸化質ブロック15％、  
灰白シルトブロック 3％、橙粒3％  
AsqC・Hr－FPl％、黄褐ブロック 2％、壁崩落土   

As－C・Hr－FPlO％、黄褐粒2％、  
灰白シルト粒3％、炭化物3％  
As－C・Hr－FP7％、黄褐粒5％、炭化物7％  
As－C・Hr－FP3％、黄褐粒2％、黒色味  
As－C・HrLFP5％、黄褐粒5％、炭化物3％、  
壁崩落土   

暗褐 細  2
 
 

0
0
 
 

0
0
 
 

徴
微
 
 

褐
褐
 
 

黒
暗
 
 
 

3
 
4
 
 ○

 
△
 
0
0
0
 
 

△
 
0
 
0
△
△
 
 

微
 
細
 
細
微
維
 
 

褐
 
褐
 
褐
褐
褐
 
 

黒
1
4
黒
 
暗
黒
黒
 
 

5
H
6
 
 
7
8
9
 
 
 

ト
 
 
 
∞
 
 
 
S
 
 

区
 
 

3
P
 
I
 
P
 
l
 
 

H－10号住居跡Pl・P2・P5セクション   

暗褐 微 △○ 黄褐ブロック 2％、酸化質土ブロック1％、炭化物1％   

暗褐 徴 ◎O As－C・Hr－FP3％、黄褐粒3％、焼土粒・ブロック 5％、  
（1～3は貯蔵穴として機能か）  

黒褐 微 00 As－C・Hr－FP2％、黄褐粒5％、炭化物3％、  
黒色ブロック1％  

2
 
 

3 褐  微 ○◎ As－C・Hr－FPl％、黄褐ブロック10％、  
黒色粒・ブロック 2％   

5  

0
0
 
 
 

0
0
 
 

微
徴
 
 

褐
褐
 
 
 

暗
黒
 
 
 

P
1
2
 
 

As－C・HrLFP2％、黄褐ブロック1％、炭化物2％  
As－C・Hr－FP2％、黄白シルトブロック1％、  
焼土・炭化物2％、壁崩落土  

3 黒褐 徴 △◎ As－C・Hr－FP3％、黄白シルト粒2％、焼土粒2％  

3区 H－14号住居跡 竃セクション  
1 暗褐 微 00 As－C・Hr－FP2％、  

焼土・炭化物粒3％（上半部はW－5に切られる）  
2 暗褐 徴 00 焼土＋灰混合土  
3 褐  微 △O As－C・Hr－FPl％、焼土粒・炭化物若干含  

0  1：60  2m O  1：30  1m   

Fig．26 3区H－9・10・14号住居跡  
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B
 
 

H－10カマド  

3区 H－10号住居跡 竃セクション   
1 暗褐 微 00 As－C・Hr－FP3％、焼土粒3％、  

灰白シルトブロック¢5～10mm5％   

2 黒褐 微 00 As－C・Hr－FP2％、黄褐粒2％、焼土粒2％   
3 暗褐 徴 ◎○ 黄褐ブロック¢10mmlO％、炭化物5％      ロ 

4 暗褐 微 00 黄褐ブック¢10～30mm7％、黒色粒3％（竃掘り方）  

A’  

L＝117．5m  

0  1：30  1m  

3区 H－11号住居跡P5セクション  
1 にぷい黄褐 微 △O As－C・Hr－FP2％、  

褐色粒・ブロック 2％  

2 にぷい黄褐 微 △O As－C・Hr－FP2％、  
褐色粒・ブロック 2％  

3 暗褐  徴 △○ 黄褐粒・ブロック¢5～10mm5％  

3区 H－11号住居跡竜セクション  
1 にぷい黄褐 微 △△ AsrC・Hr－FP2％、  

粘土5％  
2 暗褐  微 △O As－C・Hr－FP2％、  

粘土・焼土ブロック10％  
灰層・焼土ブロック 5％  

焼土粒2％  

L＝117．6m  

0  1：60  2m   

Fig．27 3区H－10・11号住居跡  
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己□  

＼ぜ  

3区 H－12号住居跡セクション  

1暗褐 微 ○△ As－C・Hr－FP3％、黄褐ブロック¢5mml％、炭化物1％  
2 暗褐 微 △△ As－C・HrrFP5％、浅黄橙シルト（FA？）ブロックd＞5～30mmlO％、黒色土（As－C含）ブロック5％  
3 暗褐 微 △△ As－C・Hr－FP2％、黄褐粒3％  
4 褐  微 △○ 黄褐粒20％   

D L＝117．5m  

3区 H－13号住居跡セクション  
1 にぷい黄褐 微 00 As－C・Hr－FP5％、  

黄褐粒・ブロック¢5～10mmlO％  

×
○
△
○
 
 

×
△
△
○
 
 

微
微
細
微
 
 

褐
褐
 
 

貴
賓
褐
褐
 
 

灰
灰
黒
暗
 
 
 

2
 
3
4
 
5
 
 

砂利層（撹乱層）  

シルト主体（撹乱層）  

As－C20％、AsrC軽石層  
As－C・Hr－FP 2％、  

黄褐粒・ブロック¢5～10mm3％  
徴 △O As－C・Hr－FP2％、  

黄褐粒・ブロック¢5mmlO％  

3区 H－13号住居跡 竜セクション  
1 にぷい黄褐 微 ○△ As－C・Hr－FP3％、  

焼土粒1％  
2 暗褐  微 ○◎ 黒色粘土多、焼土粒2％  
3 にぷい赤褐 微 00 焼土粒・ブロック20％、  

炭化物1％  
4 灰褐  徴 △△ 灰層、焼土ブロック 5％   

A L＝117．6m  

L＝117．1m  

0  1：30  1m  O  l：6D  2m  

Fig．28 3区H－12・13号住居跡  
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C L＝117．4m  

1m  0  1：30   

3区 H－15号住居跡セクション  
1 褐  徴 △O As－C・Hr－FP2％、  

褐色粘土ブロック¢5←20mmlO％  

2 暗褐 微 △○ 黄褐粘土粒2％  
3 暗褐 微 ◎△ As－C・Hr－FP3％、  

黄褐粒・ブロック¢5mm2％  

（床堅緻面－H－13覆土を床面）   

3区 H－15号住居跡P5セクション  
1 暗褐 微 △O AsTC・Hr－FP2％、  

黄褐ブロック¢5～10mm5％  
2 褐  微 △○ 黄褐ブロック主体   

3区 H－15号住居跡 竃セクション  
1 灰黄褐   徴 △O As－C・Hr－FP2％、  

焼土粒・ブロック 2％  

2 にぷい赤褐 微 ×○ 焼土ブロック主体  
3 灰褐  徴 ×△ 灰層、焼土ブロック10％  
4 暗褐  微 △△ 褐色粘土混、焼土粒2％  

A L＝117．6m  

④   

＿＿  

A  

A’  

虹◎  

葎  
L＝117．5m  

A  

し Q  ←「 ＿ ＼も〃 ‾  
＿＿P－2  

A’   A L＝117．5m ＿ ‾」 

A L＝117．3m  

ヨ  ン
賢
賊
 
 
 
 
l
 
一
 
 

シ
△
○
◎
◎
 
ク
0
0
△
○
 
 

セ
 
1
細
細
微
微
 
 
 

D
褐
褐
褐
褐
 
 
暗
黒
黒
暗
 
 

区
 
 

3
 
1
 
2
 
3
 
4
 
 

Hr－FP20％、黄褐ブロック 2％、焼土粒・ブロック 3％、炭化物3％  
Hr－FPlO％、黄褐ブロック 2％、焼土粒・炭化物3％  
Hr－FPl％、褐色シルトブロック1％、壁崩落土  
・ブロック 2％、壁崩落土  

3区 P－1ピットセクション  
1にぷい黄褐 徴 △O As，C・Hr－FP2％、シ）t／ト質  

3区 Ⅰ－1井戸跡セクション  
1灰草褐 細 △× 砂質、As－B含、黄褐粘土1％  
2 灰黄褐 細 ×× 砂質、As－Blより多、黄褐粘土・ブロック¢5mm3％  
3 暗褐  細 △△ As－B2より少、やや砂質  
4 黒褐  細 ×× As－B3より多、砂質  
5 暗褐  細 △△ やや粘質、As－B4より少  

Fig．29 3区Hr15号住居跡、D－1・6号土坑跡、Prl・2号ピット臥Ⅰ一1号井戸跡  
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A 調査区外．A－  
＿ 

15 14 17 16 

④  

′ ／  

l  

＼   ヽ、  
、、、＿   

、       、  
、・・・－－■－■  

3区 W－1号溝跡セクション  
1 にぷい黄褐 細 ○× 撹乱層  

2 灰黄褐   細 ○× As－B混土  
3 灰黄褐   細 △× As－B合、黄褐粒2％  

4 暗褐  徴 △△ As－Blより少、  
黄褐粒・ブロック¢5mm5％  

H－4  

3区 W－2号溝跡・ピットセクション  
1  硯表土  
2  As－B混土  
3 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP5％  
4 暗褐  微 00 As－C3％、  

4～6－ピット関連土  
5 黒褐  徴 00 As－C・Hr－FP2％、  

黄褐ブロック¢5mm3％  1：120  30m  
6 にぷい黄褐 微 ◎0  
7 暗褐  徴 △0  
8 暗褐  微 △0  
9 暗褐  細 ○△  
10 黒褐  微 00  
11暗褐  細 ○△  
12 黒褐  徴 00  

黄褐ブロック30％  
As－C・Hr－FP 2％  

As－C・Hr－FP5％、7より黒色味  
砂質土、As－C・Hr－FP3％（砂利層）  
As－C・Hr－FP 2％  

砂質、As－C・Hr－FP3％、砂利層  
シルト、As－C・Hr－FPl％  
As－C・Hr－FP 5％、  
黄褐ブロック¢5mm2％  
As－C・Hr－FP2％、砂利層  
シルト、As－C・Hr－FPl％、  

黄褐ブロック¢5～10mm5％  
黄褐粒20％  
砂十シルト混土  

（W－1）  

り   
13にぷい黄褐微00  

14 暗褐  糸田 ○×  

15 暗褐  徴 00   

16 褐  微 △0  
17 黒褐  微 ◎○  

3区 W－4号溝跡セクション  
1  現表土  
2  As－B混土  
3 褐  微 00 褐色シルト粒20％、As－C・Hr－FP3％  
4 暗褐 微 00 褐色シルト粒・ブロック¢5～10mmlO％、  

As－C・Hr－FP 2％   

3区 W－5号溝跡セクション  
1  As－B混土  
2 暗褐 細 ○△ As－C・Hr－FPlO％、黄褐粒・ブロック 3％  
3 暗褐 微 00 粘質土、As－C・Hr－FP5％、  

黄褐粒2％、橙粒2％  

＞・  

議
団
同
望
 
A
－
 
 

A 【323   
0  1：80  20m  

（W－2・4）  

0  1二60  2m  

（W－5・セクション図）   

Fig．30 3区W－1・2・4・5号溝跡  
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④  調査区外  

A
一
 
 

B
 
「
＝
－
N
N
．
∽
m
 
 

C L＝122．7m  

5区 H－1号住居跡セクション  
1 現耕作土  
2 暗褐  

3 暗褐  
4 暗褐  

5 暗褐  
6 暗褐  

租 ◎△ As－B25％  
租 00 As－B20％、As－C・Hr－FP3％、黄橙色ブロック（¢10～20mm）7％  
租 ○△ As－C・Hr－FP2％、黄橙色ブロック（d＞10～20mm）2％  
細 △△ As，C・Hr－FPl％、黄橙色ブロック（d）10～30mm）5％、黄橙色粒3％  
細 00 As－C・HrrFP2％、焼土粒1％、炭化物2％、褐色粘土2％  

5区 H－1号住居跡柱穴計測表  

5区 H－1号住居跡 竃セクション  
1暗褐  微 ○◎ 褐色粘土3％、焼土粒2％  

焼土ブロック（¢10～20mm）2％  

2 極暗褐 微 △○ 焼土粒5％、灰3％  
3 黒褐  微 ×△ 灰層  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）   

Pl  円 形  40   40   30．5   

「
＝
－
N
N
．
∞
m
 
 

区 
黒 

外  2 黒褐  微 00 焼土粒10％、As－Cl％  
3 暗赤褐  微 ○△ 焼土主体  
4 極暗赤褐 微 ◎◎ 焼土粒3％  

0  1：30  1m  

5区 H－2号住居跡セクション  
A L＝122．8m  

1 硯耕作土  
2 黒褐  

3 黒褐  
4 黒褐  
5 異  
6 黒  

租 ○× As－B40％  
租 00 AsTC・HrrFP7％、草橙色粒2％  
細 00 As－ClO％  
細 00 As－C7％  
微 ○◎ As－C3％   

0  1：60  2m  

Fig．315区H－1・2号住居跡  
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④  

C L＝122．6m   

5区 H－3号住居跡セクション  
1 黒褐  租 ○△ As－B30％  
2 極暗褐 租 ◎△ 酸化鉄2％、流水の痕跡あり  
3 異褐  租 ◎△ 酸化鉄2％、流水の痕跡あり  
4 黒褐  租 ○◎ As－C・Hr－FP3％、As－B7％  
5 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、にぷい黄褐色粒1％、炭化物1％  
6 黒褐 徴 ◎◎ As－C・Hr－FP2％、にぷい黄褐色粒3％、炭化物1％  

5区 H－3号住居跡 竜セクション  
1極暗褐 細 00 As－C・Hr－FPl％、焼土粒1％  
2 黒褐  細 00 As－C・HrLFPl％、焼土粒2％、  

炭化物2％、焼土粒2％  
3 黒褐  細 00 As－C・HrTFPl％、浅黄橙色粘土5％、  

焼土粒2％  
4 黒褐 細 00 焼土ブロック（¢10～50mm）7％、  

浅黄橙色粘土1％  
◎
△
 
 

○
△
 
 

微
微
 
 

褐
褐
 
 

黒
黒
 
 
 

5
 
6
 
 

焼土粒3％、炭化物1％  
灰層  

調
査
区
外
 
 

5区 H－4号住居跡 竃セクション  
1褐   微 ○◎ にぷい褐色粘土25％、焼土粒  
2 極暗褐 微 00 にぷい褐色粘土5％、焼土粒  
3 褐   微 △○ にぷい褐色粘土20％、焼土粒  
4 暗褐  微 ×× 灰層  

％
％
 
 

3
 
5
 
 

灰
灰
 
 

ヽ
 
 
 
ヽ
 
％
％
％
 
 

2
 
2
 
5
 
 
 

A L＝122．4m  

0  1：30  1m  

Fig．32 5区H－3・4号住居跡  
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B L＝122．7m  

④
 
 

5区 H－6号住居跡セクション  
1 現耕作土  
2 黒褐  租 ○△ As－B30％  
3 黒褐  ラ阻 ○◎ As－C・Hr－FP3％、As－B7％  
4 異褐  細 00 As－C・Hr－FP5％  
5 黒褐  細 00 As－C2％、黄橙色粒2％  

調査区外   

D L＝122．5m  
＝‾  ⊥  ⊥ 

5区 H－5号住居跡柱穴計測表  5区 H－5号住居跡 南北ベルトセクション  
1 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP5％、焼土粒3％、黄橙色粒2％  
2 黒褐 細 ○◎ As－C・Hr－FP3％、焼土粒3％、黄橙色粒3％、焼土粒1％  
3 暗褐 徴 △◎ As－C・Hr－FPl％、黄橙色粒5％、焼土粒2％  
4 日普褐 微 00 As－C・Hr－FPl％、黄橙色ブロック（d＞10～50mm）7％、黄橙色粒5％  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）   

Pl  円 形  56  43  35  P5  方 形  58  46  38．5  

0  1：60  2m  

Fig．33 5区H－5・6号住居跡  
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5区 H－7号住居跡柱大計測表  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）   

P5  方 形  58．6  50  73．5   

5区 H－7号住居跡セクション  
1 黒褐 租 ○△ As－B30％  
2 黒褐 租 ○◎ As－C・Hr－FP3％、As－B7％  
3 黒褐 細 ◎O As－ClO％、黄橙色ブロック（d）10～40mm）5％  
4 黒褐 微 ○◎ As－C5％、黄橙色ブロック（d）10～40mm）7％  
5 黒褐 租 00 As－Cl％、黄橙色ブロック（d｝10～40mm）8％、黄橙色粒5％  
6 黒褐 租 00 As－Cl％、黄橙色粒3％  

一千、－て、‾  

5区 D－1セクション  5区 D－2セクション  

1 黒褐 租 △× As－B40％  1 黒褐 租 ○△ As－B30％   

A＿型聖生＿A▼  調査区外  

て≡一二二  5区 D－4・P－2セクション  
1 異褐 紺 ◎△ As－C・Hr－FPl％、  

黄橙色ブロック（¢10～20mm）2％、  

黄橙色粒2％（H－1床面）  
＿＿＿－－－一一一 一一ノ′  AL＝122・3m 

／．，2 橙色ブロック10 黄（¢mm）2％、黄橙色粒2％  
3 黒褐 微 △△ 黄橙色ブロック（¢10～20mm）3％、黄橙色粒3％  

A L＝122．4m  

且◎止且◎且  

ニ 
5区 D－3セクション  
1 黒褐 租 00 As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒1％  
2 黒褐 微 ◎◎ As－C・Hr－FPl％  
3 黒褐 租 00 As－C・HrrFP3％、黄橙色粒2％  
4 黒褐 細 00 As，C・Hr－FP5％、黄橙色粒3％  

o  
l：60  2m 5 黒褐 細 △△ As－C・Hr－FP5％、黄橙色ブロック（d）10～50mm）5％、黄橙色粒3％  

6 黒褐 細 ○△ As－C・Hr－FPl％、にぷい黄褐色粒7％  

Fig．34 5区H－7号住居跡、D－1～4号土坑、P－1～3号ピット  
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5区 W－2号溝、A－1号道路セクション  
1 W－3号溝セクションに同じ  
2 H－3号住居跡セクション2～4層に同じ  
3 黒褐 租 ○△ As－B30％、As－C・Hr－FPl％ （W－2）  
4 黒褐 細 ◎◎ As－C・Hr－FP5％  （A－1）  

A  

L＝123．Om  

5区 W－3号溝セクション  
1 黒褐 租 ○△ As－B30％  
2 黒褐 租 ○△ As－B40％、As－C・Hr－FP2％（W－3）  

0  1：60  2m  

Fig．35 5区W－1～3号溝跡、A－1号道路跡  
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④  
B L＝119．5m   

0  1：30  1m  

6区 H－1号住居跡こ 南北壁セクション  
1 表土  
2 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP20％、黄橙色粒10％、炭化物5％  
3 黒褐  細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒1％  
4 黒褐  細 00 黄橙色粒1％  

6区 H－1号住居跡 竃セクション  
1 暗褐  紳 00 As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒5％、焼土粒2％  
2 褐  微 △○ 焼土ブロック主体  
3 暗褐  微 00 焼土粒10％、やや灰混じる  

6区 H－1号住居跡 旧竃セクション  
1 褐  維 00 焼土粒10％  
2 にぷい赤褐 微 △○ 焼土ブロック（¢5mm）10％  
3 暗褐  微 △○ 焼土粒20％  
4 にぷい褐  徴 00 焼土粒10％  
5 明赤褐   徴 △○ 灰層  

「
＝
〓
p
↓
m
 
A
 
 

6区 H－  
1 黒褐  
2 暗褐  

3 黒褐  

4 黒褐  
5 暗褐  

6 異褐  
7 黒褐  
8 暗赤褐  
9 暗褐  

10 黒褐  

11暗褐  
12 褐  

居
 
 
住
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
 

号
△
0
0
0
0
◎
◎
△
0
0
0
0
 
 

3
 
 
・
純
綿
細
微
細
微
細
微
微
微
細
細
 
 

2
 
 

跡 南北壁セクション  
As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒2％、炭化物2％  （H－2）  
As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒5％  （H－2）  

As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒2％  （H－2）  

焼土ブロック 5％、炭化物5％  （H－2の竃の残骸か）  
黄橙色粒5％  
As－C・Hr－FP20％、灰が底部に混じる、焼土粒5％  
As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒5％  

中央から南に焼土ブロック有  
As－C・Hr－FP 2％  

焼土ブロック10％、やや灰混じる  
AsrC・Hr－FPl％  
地山に近い  

）
）
）
）
）
）
）
）
 
 

2
 
3
3
3
3
 
3
3
3
 
 

一
一
一
一
一
一
一
一
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Fig．36 6区H－1～3号住居跡  
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コ＞  

6区 H－4号住居働こ 壁セクション  
1 表土  
2 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP20％、  

黄橙色粒5％  
3 異褐  細 00 As－C・Hr－FPlO％、  

黄橙色粒5％  

㌧  

＿ 

列 7 にぷい黄褐 細 △○ 黄橙色ブロック（¢5～10mm）10％、  
地山に近い  

B1 8 灰黄褐  微 00 As－C・Hr－FP2％、  

調
査
区
外
 
 
 

◎
 
 

黄橙色粒2％   

6区 H－4号住居跡柱穴計測表  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）   

P4  円 形  50  40  18  P6  楕円形  130  34  16   
C L＝119・3m  ‾‾ D L＝119・3m Dl  

＼ノー  

A
 
L
＝
u
p
↓
m
 
 

外 6区 H－6号住居跡柱穴計測表  L＝119．1m  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  探さ（cm）   

Pl  円 形  21  13  エレベ  P6  方 形  42  19  36   
6区 H－6号住居跡 南北壁セクション  
1 表土  
2 灰黄褐   細 00  
3 褐灰  細 ◎0  
4 黒褐  細 00  
5a 暗褐  細 ◎0  
5b 暗褐  細 00  
6 黒褐  細 00  

As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒5％  
As－C・HrrFP15％、草橙色粒2％、炭化物5％  
As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒5％  
As－C・Hr－FP20％、黄橙色ブロック（¢10mm）5％  
As－C・HrrFP2％、草橙色ブロック（d）5～10mm）20％  
As－C・HrLFP2％、黄橙色ブロック（¢5mm）10％  

6区 H－5号住居跡 南北壁セクション  
1 暗褐 細 ◎O As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒10％  
2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP5％  
3 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色粒2％  

7 黒褐  畑 00 As－C・Hr－FPl％、黄橙色粒5％  
8 褐  畑 △○ 黄橙色粒2％、粘土ブロック（¢5mm）5％、炭化物2％  
9 黄褐  微 △◎ As－C・Hr－FP2％、焼土ブロック（4＞5mm）2％、  

粘土ブロック（¢5～10mm）10％  

10 灰黄褐   珊 00 黄橙色ブロック（¢5mm）10％  
11灰褐  微 △◎ 焼土ブロック（¢10～20mm）50％、粘土ブロック（¢5mm）5％  
12 黒褐  微 00 黄橙色ブロック（¢10mm）20％  
13 にぷい黄褐 微 00 粘土ブロック50％、やや灰混じる  
14 暗褐  細 00 黄橙色粒5％  
15 暗褐  細 00 地山に近い  

A
 
L
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－
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6区 H－7号住居・跡 南北壁セクション  
1 表土  
2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄樺色粒10％、  

黄橙色ブロック（¢2mm）5％  

3 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP5％  
4 暗褐 細 00 As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒10％、  

草橙色ブロック（¢5mm）5％  

調
査
区
外
 
 

細 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒2％  
細 00 As－C・Hr－FP2％  

L ∴；●－  
H－7  

B L＝119・3m B■   

ノ 3 －  

6区 H－7号住居跡 竃セクション  
1 にぷい黄褐 柵 00 As－C・Hr－FP5％  
2 暗赤褐   微 00 焼土ブロック20％  
3 暗褐  微 00 やや灰混じる  

0  1：60  2m  O  l．30  1m  

Fig．37 6区H－4～7号住居跡  
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虹◎且  ＿且＿ m A■ 虹且  

P－2  ふ◎。＿㌻  P－1  Jン＋、′「‾3  

A L＝119．5m AT  A L＝119．5m AI  A L＝119．5m A一  

A L＝119．5m  

．  ．  

1 ニ∴＝∴‾T  
6区 D－1号土坑跡こセクション  

1 暗褐 細 ◎△ As－C・Hr－FPlO％  
2 暗褐 細 ◎O As－C5％  
3 暗褐 微 ◎◎ As－C・Hr－FP20％  
4 暗褐 細 ◎O As－C・Hr－FPlO％  
5 黒褐 細 00  
6 黒褐 微 00 黄橙色粒5％  
7 黒褐 細 00 黄橙色粒2％  

A L＝119・5m 2  ＿旦 ⊥ 

l  l  

6区 D－2号土坑跡セクション  
1 灰黄褐 租 00 As－B20％、As－C・Hr－FPlO％  
2 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP5％  

6区 D－3号土坑跡セクション  
1褐   細 ◎○ 黄橙色粒2％  
2 暗褐  細 00 As－C2％  

6区 Ⅰ－2号井戸跡セクション  
1 表土  
2 灰黄褐 細 00 As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒5％  
3 暗褐  細 ◎O As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒7％  
4 黒褐  細 00 As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒2％  
5 暗褐  細 00 草橙色粒2％  
6 黒褐 細 △○ 炭化物多く含む、黄橙色ブロック（¢5mm）やや含む  

匡
転
嫁
怯
 
 

調
査
区
外
 
 

6
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i
÷
チ
一
一
 
 

調
査
区
列
 
 

一等1－－   

A L＝119．3m 且乱  

虹且  

A L＝119．5m A’ ‾‾ 

A L＝120．Om A一  

6区 D－4号土坑跡セクション  
1 表土  
2 暗褐  
3 黒褐  
4 黒褐  
5 黒褐  

田 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒5％  
田 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック（d）2mm）2％  
田 00 As－C・HrFP5％  
田 00 黄橙色粒5％  

6区 D－6号土坑跡セクション  
1黒褐 細 ◎○ 黄橙色ブロック（¢5～20mm）50％、炭化物5％  
2 暗褐 細 ◎○ 黄橙色ブロック（¢10mm）10％、炭化物5％  
3 黒褐 細 00 黄橙色ブロック（¢10mm）20％、  

粘土ブロック（¢5mm）5％  

4 黒褐 細 00 黄橙色粒5％  

A
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区 0－1号落ち込みセクション   
表土   
表土   
灰責褐   細 00 As－C・Hr－FP5％、  

黄橙色粒2％  
細 00 As－C・Hr：FP5％、黄橙色粒5％、  

炭化物2％  
暗
 
褐
暗
暗
暗
に
 
 

0
0
0
0
◎
 
 

◎
0
0
◎
△
 
 

相
和
細
細
微
 
 

しY   褐
 
 

褐
褐
褐
ぶ
 
 

As－C・Hr－FP 5％  

As－C5％、黄橙色粒10％、炭化物5％  
黄橙色ブロック（¢5mm）5％、炭化物2％  
As－C・Hr－FPl％、黄橙色粒2％  
草橙色ブロック（¢5～20mm）20％、  
粘土ブロック（¢5mm）10％、炭化物10％  
黄橙色ブロック（¢10～20mm）30％、  
炭化物 5％  

調
査
区
外
 
 にぷい黄褐 徴 △○  

にぷい黄褐 紺 00 草橙色ブロック（¢5mm）10％、炭化物2％  
褐  細 00 As－C・Hr－FPl％、  

黄橙色ブロック（¢2～5mm）10％、炭化物1％  
13 にぷい黄褐 細 00 黄橙色ブロック（¢5－10mm）10％、  

黄橙色粒5％  
14 暗褐  細 00 黄橙色粒5％  
15 暗褐  細 00 As－C・Hr－FPl％、  

黄橙色ブロック（¢5mm）2％、黄橙色粒2％  

、∨  

◎
0
0
◎
0
 
 

0
0
0
◎
○
 
 

微
細
微
微
徴
 
 
 

褐
 
 
 

褐
ぶ
 
褐
 
 

異
に
褐
貴
褐
 
 

6
7
8
9
0
 
1
 
1
 
1
1
 
2
 
 

地山への漸移層近い  
黄樺色ブロック（¢5mm）5％  

黄橙色粒2％  
黄橙色ブロック（¢10mm）5％、地山に近い  
黄橙色ブロック（¢5mm）5％、地山に近い  

0  1：60  

Fig．38 6区D－1～6号土坑、P－1～3ピット、Ⅰ－1・2井戸跡、0－1落ちこみ  
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H－1  

7区 H－1号住居跡 両壁セクション  
1黒褐 租 ○× As－B混土層（一部As－B純層を含む）  
2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒5％  
3 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒10％  
4 異褐 細 00 As－C・Hr－FP7％、  

黄橙色ブロック（¢5mm）1％、  

黄橙色粒5％   

調査区外   

L＝125．2m  l 現耕作土  

C L＝125．3m  

D’7区 H－2号住居跡 北竜セクション  
‾1 黒褐  細 00 AsLC・Hr－FP7％、  

焼土ブロック（¢2～5mm）2％   
2 にぷい赤褐 微 00 焼土粒2％、  

焼土ブロック（¢2～5mm）10％   
3 明赤褐   微 △△ 焼土ブロック主体   
4 黒  微 △△ 灰層  

D L＝124．8m  

E L＝125．3m  
B
 
「
＝
－
N
叩
A
m
 
 

F L＝125．3m  上二  

0  1：30  1m  

7区 H－2号住居跡 東竃セクション  
1 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒3％、  

炭化物2％  
2 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色粒3％、  

焼土ブロック（¢2～5mm）3％  
3 暗赤褐 微 △△ 焼土粒25％、焼土ブロック（¢10mm以上）7％、  

粘土ブロック（¢5～10mm）7％、炭化物3％、灰7％  
辟恕磨赤褐微△△灰20％、炭化物7％、                               l虎．」」＿＿㌔ヽ＿1 ‥ ん／ ⊥‘1  r ロッ2 

焼土ブク（¢～5mm）7％  
A L＝125．4m  

7区 H－2号住居跡 P5セクション  
1黒褐 細 00 焼土ブロック（¢5～10mm）3％、焼土粒2％、炭化物1％、  

灰5％、黄橙色粒10％、黄橙色ブロック（¢5～20mm）5％  

7区 H－2号住居跡柱穴計測表  

7区 H－2号住居跡 ベルトセクション  
1 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP25％  
異  褐 細 00 As－C・Hr－FP20％、黄橙色粒3％、炭化物1％  
義     褐 細 00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色ブロック（4）10mm）5％、  

2  

3  

黄橙色粒10％  
4 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック（4）5～20mm）2％、  

焼土粒1％、炭化物1％、粘土ブロック（¢5～20mm）3％  
5 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙粒5％、炭化物1％  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  備 考   

P5  楕円形  65   56   16．0  貯蔵穴   

0  1．60  2m  

Fig．39 7区H－1・2号住居跡  
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0  1：30  1m  

7区 H－3号住居跡 竃セクション  
1 暗褐 細 00 As－C・Hr－FP20％、煙道部に焼土粒2％  
2 黒褐 細 00 AsrC・Hr－FPlO％、煙道部に焼土粒15％、  

粘土ブロック（¢2～5mm）  

3 暗褐 細 00 焼土ブロック（¢5～10mm）5％、焼土粒30％、粘土粒7％、  
煙道部に粘土ブロック（¢5～10mm）20％、炭化物  

4 黒褐 細 00 灰の混じった土、焼土粒10％、炭化物  
5 黒褐 維 00 焼土粒40％、As－C・Hr－FP5％  
6 黒  微 △△ 灰層  

7区 H－3号住居跡 ベルトセクション  

1黒褐 細 00 As－C・Hr－FP25％、黄橙色粒7％、  
黄橙色ブロック（¢1mm以下）、炭化物  

2 黒褐 紳 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒3％、炭化物  
3 黒褐 細 00 As－C・Hl・－FP5％、黄橙色粒5％  

④  B
「
＝
－
N
∽
．
〕
m
 
 
 

AL＝125・3m  3  2  Pl  

7区 H－5号住居跡 ベルトセクション  
1黒褐 細 ○△ As－C・Hr－FP20％、黄橙色粒1％、  

焼土ブロック（¢1～2mm）3％、炭化物1％  
2 黒褐 柵 00 As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒3％、  

焼土ブロック（¢1～2mm）2％  
3 暗褐 細 00 AsLC・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック（4）5mm以上）1％、  

黄橙色粒5％、焼土粒1％  

A L＝125．3m  

7区 H－5号住居跡柱穴計測表  7区 T－1号 ベルトセクション  

1暗褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック（¢10mm以上）3％、炭化物1％  

0  1：60  2m  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）   

Pl  円 形  29   26   41．0  

Fig．40 7区H－3・5号住居跡、T－1号竪穴状遺構  
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7区 H－6号住居跡柱穴計測表  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）   

Pl  円 形  28  24  48．0  P2  楕円形  36  20  24．5   
7区 H－6号住居跡 ベルトセクション  
1 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒1％、焼土粒1％  
2 黒褐 維 00 As－C・Hr－FP20％、C黒ブロック（4）10mm以上）10％、  

焼土7％、黄橙色粒1％  
3 曙褐 租 ○× As－B30％、（耕作痕）  
4 暗褐 細 00 As－C・HrrFPlO％、黄橙色粒2％、  

黄橙色ブロック（¢1～2m）1％、  
焼土ブロック（¢1～2mm）2％、焼土粒2％  

B L＝125．4m  

7区 H－8号住居跡 ベルトセクション  
1 黒褐 細 00 AsrC・Hr－FP20％、黄橙色粒7％、          ロ 

黄橙色ブック（¢5～10mm）2％、炭化物1％  
2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒3％、  

黄橙色ブロック（¢2～5mm）1％、炭化物1％  
3 黒褐 珊 00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色粒2％、  

黄橙色ブロック（¢1mm）1％、C黒1％  

F L＝125・4m  H－8  

一二  一一二  
〆二ニニーー 一 

エ；区‾8号住居跡竜セクション            細 00 As 

黒  －C・Hr－FPl％  

2 赤褐  細 00 焼土ブロック（¢5～30mm）5％、焼土粒10％、灰10％  
3 にぷい赤褐 細 00 焼土ブロック（¢5～10mm）10％、焼土粒30％、灰3％  
4 灰褐  細 ○◎ 焼土ブロック（¢5～10mm）2％、白色粘土主体  

D L＝125．4m  且   

H－7  

・（－：、  ニ・・宣  

7区 H－7号住居跡；竃セクション   
1 黒褐  紳 00 As－C・Hr－FPlO％   
2 赤褐  細 00 As－C・Hr－FPlO％、焼土粒10％、粘土粒1％  

A’3 灰褐  細 △○ 焼土ブロック（¢5～10mm）5％、焼土粒10％、灰30％、  
粘土ブロック（¢5～20mm）10％   

4 にぷい赤褐 細 00 焼土ブロック（¢5mm）10％、焼土粒10％   
5 暗赤褐   細 00 焼土ブロック（¢5～10mm）10％、焼土粒30％  

L＝125．Om  

G   且 V  

7区 H－7号住居跡柱穴計測表  
7区 H－7号住居跡 ベルトセクション  
1異褐 畑 00 As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒7％、黄橙色ブロック（d）2～5mm）3％  
2 黒褐 維 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒3％、黄橙色ブロック（d）2～10mm）2％、  

C黒ブロックを含む  
3 黒褐 細 00 AsrC・Hr－FP5％、黄橙色粒2％、黄橙色ブロック（¢2mm）1％  
4 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒5％  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）   

Pl  円 形  36   32   36．5   

0  1：60  2m   

Fig．417区H－6・7・8号住居跡  
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li ニーこ二  
7区 H－9号住居跡柱穴計測表  

＿  C■  D  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  探さ（cm）  備 考   

Pl  楕円形  52   40   22．0  

P5  円 形  36   34   21．5  貯蔵穴  

7区 H－9号住居跡 ベルトセクション  

All暗褐 細 00 As－C・Hr－FP25％、  
黄橙色ブロック（¢1～2mm）1％、  

炭化物1％  
2 暗褐 細 00 As－C・Hr－FP15％、  

黄橙色ブロック（¢2～5mm）2％、  

炭化物1％、  
焼土ブロック（¢1～2mm）2％  

3 暗褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、  
黄橙色ブロック（¢5～10mm）3％、  
焼土ブロック（¢5～10mm）2％、  
焼土粒5％、灰（東部分）5％  

4 暗褐 細 00 As－C・Hr－FP3％、黄橙色粒1％  
5 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色粒2％、  

焼土ブロック（¢2～10mm）3％、  

焼土粒5％、炭化物2％  
6 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP3％、  

黄橙色ブロック（¢1～5mm）2％、  
黄橙色粒2％、  
焼土ブロック（¢1～10mm）3％、灰5％  

7 黒褐 細 △○ 焼土ブロック（¢1～5mm）2％、灰20％  
8 暗褐 細 △O As－C・Hr－FPl％、  

焼土ブロック（¢1～2mm）3％、  

焼土粒5％、灰3％  
A’  

C L＝125．3m  

D L＝125．3m  

7区 H－10号住居跡 竃セクション   
1 黒褐  細 ◎O As－C・Hr－FP25％、焼土粒1％  
ド2 黒褐 細 ◎O As－C・HrrFP7％、焼土粒5％、  
一′  焼土ブロック（¢5～10mm）10％、炭化物1％   
3 暗赤褐 微 00 焼土粒15％、焼土ブロック（¢5～10mm）20％、  

粘土粒10％   

4 暗赤褐 微 00 焼土粒10％、焼土ブロック（¢5～10m）10％、  
粘土粒10％、灰  

ゝ  L＝125．Om   

ニニ 

∵ 
ぜ
 
 

○
 
¢
 
 

G L＝125．Om  ‾ 

7区 H－10号住居跡柱穴計測表  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  備 考   

Pl  楕円形  34   28   16．0  

P2  円 形  22   22   21．5  

P5  円 形  110   70   25．5  貯蔵穴   

A L＝125．4m  虹 7区 H－10号住居跡 ベルトセクション   

1 黒褐 細 00 AsLC・Hr－FP25％、黄橙色粒2％  
2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒7％、  

黄橙色ブロック（¢1～2mm）2％  
3 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒3％  

0  1：60  2m  

Fig．42 7区H－9・10号住居跡  
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調査区外  
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こW 7区 W－2号溝跡セクション  

1 黒褐 租 ○× As－B50％、  
TW As－C・Hr－FP2％  

2 黒褐 租 ○× As－B40％、  
As－C・Hr－FP 5％  

3 黒褐 租 ○× As－B30％  

7区 H－11号住居跡 ベルトセクション  

1暗褐 細 00 As－C・Hr－FP20％、黄橙色ブロック（4）5mm）1％、  
黄橙色粒2％、炭化物1％、焼土粒1％  

7区 W－1号溝跡南壁セクション  
00 As－B2％、As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒25％  田

口
山
田
山
m
m
H
田
 
 

糸
「
女
小
糸
虫
什
立
叩
 
 

褐
褐
褐
褐
褐
 
 

暗
黒
黒
異
暗
 
 

1
払
劫
3
4
 
 

現耕作土  00 As－B5％、As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒10％  A L＝124・9m  
00 As－B5％、As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒5％  
00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色粒3％  
田 △O As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒30％  

7区 A－1号道路東西セクション  

1 黒褐 租 ○△ As－B混土層  
2 黒褐 細 △× As－B純層含む  
3 黒褐 細 ◎O As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒7％、  

黄橙色ブロック（¢2～5mm）3％、道路最上面  

4 黒褐 細 ◎O As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒10％、小礫5％  
5 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒15％、  

黄橙色ブロック（¢2～5mm）5％、小礫を多く（15％）含む  

L＝121．3m  現耕作土  

0  1：60  2m  1：120  4m  

Fig．43 7区H－11号住居跡、W－1・2号溝臥A－1号道路跡  
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7区 D－1号土坑セクション  
1黒褐 細 ○× As－B・FPlO％、黄橙色粒3％  

④  

2 黒褐 粗 ○△ As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒5％  
3 黒褐 細 00 As－C・HrrFP20％、黄橙色粒7％  
4 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒10％、黄橙色ブロック（d＞2～5mm）2％  
5 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒7％  
6 暗褐 租 △○ 黄橙色粒15％、黄橙色ブロック（¢2～10mm）3％  

三！∈＝ 、＞∵  」史一  
現耕作土  

L＝121．2m  

調査区外  

7区 D－8号土坑セクション  
1 暗褐 細 00 As－C・Hr－FP15％、  

黄橙色ブロック（¢1～2mm）1％、  

B混土層  
2 黒褐 細 00 As－C・HrLFP5％  
3 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒3％、  

黄橙色ブロック（¢5～10mm）2％、  
C黒ブロック含む  

4 撹乱  
5 暗褐 細 00 As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒7％、  

黄橙色ブロック（¢10mm以上）3％  
A■  

6 暗褐 細 00 As－C・Hr－FPl％、黄橙色粒10％、  

黄橙色ブロック（¢10mm以上）15％  

7区 D－3号土坑セクション  
1 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP30％、  

瓦が多量に入る層（特に北側）  

2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP25％、  
瓦の他に長ケイ壷等の遺物が入る層  

3 黒  細 00 As－C・Hr－FPlO％、  
この層より下は遺物が極端に少なくなる。  
ただし、最下層まで遺物が入る  

4 黒褐 微 00 As－C・Hr－FP3％、  
黄橙色ブロック（¢5～30mm）5％、  
黄橙色粒10％  

5 黒褐 微 ○△ 黄橙色ブロック（¢20～200mm）、  
黄橙色粒主体（総社砂層流れ込み）  

6 暗褐 微 ○△ 黄橙色ブロック（¢5～20mm）、  

′  
／   
／  
ノ  

黄橙色粒主体（総社砂層流れ込み）、  
As－C僅かに含む  

7 褐 徴 ○△ 黄橙色粒主体（総社砂層）  
8 暗褐 微 ○△ As－C・Hr－FP3％、  

黄橙色粒3％、  
総社砂層の砂粒含む  

9 黒褐 細 ◎O As－C・HrrFP7％、  
黄橙色粒5％  

10 黒褐 微 ◎O As－C・Hr－FPl％、  
黄橙色粒10％  

11暗褐 細 ◎O As－C・Hr－FP7％、  
黄樫色粒5％（9層と同じ土層）  

12 暗褐 微 ○△ As－C・Hr－FPl％、  
砂粒層。  
堆積途中で水が溜まったか？  

13 黒褐 細 △△ As－C・Hr－FPl％、  
黄橙色ブロック（¢10mm）1％、  
草橙色粒3％  

14 暗褐 微 △△ 黄橙色ブロック（¢10～50mm）3％、  
黄橙色粒10％  

15 暗褐 徴 ◎× 総社砂層流れ込み  
16 褐  微 ◎× 黄橙色ブロック主体  

＼   
＼  

＼  

A L＝121．4m  

0  1：60  2m   

Fig．44 7区D－1・3・8号土坑  
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7区 H20－1トレンチ東壁セクション（D－7を含む）  
1 現耕作土  
2 暗褐 細 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒1％  
3 黒褐 微 00 黄橙色粒5％  
4 暗褐 微 00 As－C5％、黄橙色粒1％  

（D－7）  

（D－7）  

（D－7）  

5 黒褐 微 00 As－C・Hr－FP2％、黄橙色ブロック（d＞5mm）2％（D－7）  
6 暗褐 微 00 As－C・Hr－FP2％  
7 褐  微 00 地山に近い  

7区 H20－2トレンチ東壁セクション（D－12を含む）  
1暗褐  細 00 As－C・Hr－FP5％ 黄橙色粒2％  （D－12）  

2 暗褐  細 ◎○ 黄橙色粒5％、黄橙色ブロック（¢5mm）2％（D－12）  
3 褐  微 ◎○ 黄橙色ブロック（¢5mm）5％  
4 にぷい黄褐 微 ◎△ As－C・Hr－FP5％、底部に鉄分凝集層、  

ただし北から16m以南は不鮮明  

5 貴褐  微 ◎△ 総社砂層  

D－10  4  

L＝125．3m  

D－9  

レ 7区 H20－3ト  
1 暗褐  
2 暗褐  
3 にぷい費褐  

微
徴
微
微
微
徴
微
微
微
微
微
微
 
ン
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）
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00 As－C・Hr－FPl％  
00 黄橙色粒2％  
◎○ 黄橙色ブロック（¢5mm）5％  

◎○ 底部に鉄分凝集層あり  
00 As－C5％  
00 As－C・Hr－FP5％  
00 AsrC・Hr－FP2％ 黄橙色粒2％  
00 黄橙色粒2％  
00 As－C・Hr－FP2％ 黄橙色粒2％  
○◎ 黄橙色ブロック（¢5mm）2％  

◎○ 底部に鉄分凝集層あり  
00 総社砂層  

褐
褐
褐
褐
褐
褐
 
 

黒
黒
黒
暗
黒
黒
 
 
 

4
 
5
6
 
7
 
0
0
9
 
 
10 にぷい黄褐  

11褐  
12 褐   

Fig．45 H20－7区1・2・3トレンチ断面図  
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S  

7区 H12－2   
1 暗褐  
2 黒褐   

3a 灰黄褐   

3b 暗褐  
4 暗褐   

5a にぷい黄褐   

5b 褐  

6 黒褐  

7 褐  
8 にぷい黄褐  

9 暗褐   

10 褐  

2 1   2  

ン  

◎O As－C・Hr－FP20％、底部に鉄分凝集層あり、北から5．5～6．5m付近で瓦を含む  
レ
徴
微
微
徴
微
微
徴
微
微
細
細
微
 
 

ト
 
 

00 As－C・Hr－FP5％  
00 黄橙色ブロック（¢5～10mm）10％  
00 AsqC・Hr－FP5％  
00 As－C・HrLFP2％  
00 As－C・Hr－FPl％、黄橙色ブロック（d）2mm）5％  
○◎  
00 黄橙色ブロック（¢5mm）2％  
○△ 地山に近い  

00 黄橙色ブロック（¢2～5mm）5％  
00  
00 稔社砂層  

）
）
）
）
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皿L＝125・4m D－14  

7区 H20－4トレンチ東壁セクション（D－14を含む）  

褐
 
褐
褐
褐
褐
褐
 
暗
褐
暗
暗
暗
暗
黒
 
 

1
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細
微
徴
徴
微
微
微
細
微
微
細
細
微
微
微
微
徴
 
 

◎O As－C・Hr－FP20％、底部に鉄分凝集層あり  
◎O As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒5％  
00 As－C・HrLFPlO％  
00 AsrC・Hr－FP7％  
◎O As－C・Hr－FP2％  
00 川砂がやや混じる  
○◎ As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒1％  
00 地山の流れ込みか  
00 黄橙色粒1％  
◎○ 黄橙色粒1％  
◎○ 南側でやや地山が混じる  
00  
00  
◎○ 黄橙色ブロック（¢5～10mm）5％  
○△ 地山に近い  
◎○ 層底部に鉄分凝集層あり  
◎○ 黄橙色粒5％  
○△ 総社砂層  
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7a にぷい黄褐  
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トレンチ東壁セクション  
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0
0
0
◎
 
 

○
◎
◎
0
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As－C・HrLFPl％、黄橙色ブロック（4）2mm）1％  
As－C・Hr－FPlO％、底部に瓦あり  

As－C・Hr－FP2％、底部に鉄分凝集層あり  
As－C・Hr－FPl％、黄橙色ブロック（d）2mm）2％  
総社砂層  

0  1：60  2m  

Fig．46 7区H12－2・3、H20－4トレンチ断面図  
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⊥＿）丁⊥   

ー 
＿  

8区 D－1号土坑跡セクション  
1 灰黄褐 租 00 As－B50％  
2 暗褐  細 00 AsTB20％、As－C・Hr－FPl％  

8区 D－2号土坑跡セクション  
1 暗褐  細 00 As－B20％、As－C・Hr－FPl％  
2 暗褐  細 00  
3 褐   細 00   

8区 D－3号土坑跡セクション  
1 黒褐  細 00  

8区 D－4号土坑跡セクション  
1灰黄褐 租 △○ 耕作痕の一部  
2 暗褐  細 ◎O As－C・Hr－FP2％  
3 褐   細 00  

8区 D－5号土坑跡セクション  
1 黒褐  維 00   

8区 D－6号土坑跡セクション  
1 黒褐  細 00  

8区 W－1号溝跡 東西壁セクション  
1 現耕作土  
2 暗褐 租 ◎O As－B50％  
3 暗褐 租 ◎O As－B20％、As－C・Hr－FPl％  
4 暗褐 租 00 As－B20％、As－C・Hr－FP5％  

調査区外   

0  1：60  

Fig．47 8区D－1～6号土坑、P－1～3ピット、W－1号溝跡  
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lモ  

B L＝121．9m   123 ＿旦  

9区 H－1号住居跡 ベルトセクション  

1黒褐 細 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色ブロック（d）2～10mm）5％、  
黄橙色粒5％  

2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP3％、黄橙色ブロック（4）2～10mm）3％、  
黄橙色粒3％  

3 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP2％、黄橙色ブロック（4）10mm）3％、  
黄橙色粒7％  

9区 H－1号住居跡 竃セクション  
1暗褐 細 00 粘土ブロック（¢1～2mm）5％、粘土粒5％、  

焼土粒3％、炭化物1％  
2 暗褐 微 00 焼土ブロック（¢10mm）7％、焼土粒5％、  

粘土ブロック（¢1～2mm）2％、炭化物3％、粘土粒7％  
3 黒  微 00 灰多く混ざる  

B L＝122．3m  

0  1：30  1m  

9区 H－2号住居跡 ベルトセクション  

1黒褐 細 00 As－CtHr－FP15％、黄橙色ブロック（d）2～5mm）3％、黄橙色粒5％  
2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色ブロック（4）5～10mm）7％、Hr－FA15％、炭化物1％  
3 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック（¢5～10mm）5％、Hr－FA3％、黄橙色粒7％  
9区 H－2号住居跡 竜セクション  

1黒褐  微 00 焼土粒3％ 粘土粒1％  
2 暗赤褐 微 00 焼土ブロック（¢5mm）5％、焼土粒10％、粘土粒1％  
3 暗赤褐 徴 △○ 焼土ブロック（¢20～30mm）10％、焼土粒10％  
4 褐灰  微 △○ 灰層  
5 極暗褐 微 △○ 灰わずかに混じる、焼土粒1％  

Fig．48 9区H－1・2号住居跡  

0  1二60  2m   
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④  

C■  

L＝122．5m  

B  

0  1：30  1m  

9区 H－3号住居跡 東西南壁セクション  
1 現耕作土  

2 黒褐  
3 黒褐  
4 黒褐  
5 黒褐  

租 00 As－B混土層  
細 △O As－C・Hr－FP3％、黄橙色ブロック（¢2～5mm）2％、黄橙色粒1％  
細 △O As－C・Hr－FP5％、黄橙色ブロック（4）5～10mm）3％、黄橙色粒2％  
細 △O As－C・Hr－FP3％、黄橙色ブロック（d）2～5mm）3％、黄橙色粒2％  

9区 H－3・10号住居跡 南北ベルトセクション   
1黒褐 細 00 As－C・Hr－FP15％、黄橙色ブロック（¢2～10mm）3％、  

黄橙色粒2％  （H－10）   

2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色ブロック（4）2～10mm）5％、  
黄橙色粒3％  （H－10）  

3 黒褐 細 00 As－C・Hr－FP5％、黄橙色ブロック（d）10mm）7％、  
黄橙色粒7％  （H－10）   

4 黒褐 細 △O As－C・Hr－FP3％、黄橙色ブロック（d）2～5mm）2％、  
黄橙色粒1％  （H－3）   

5 黒褐 細 △O As－C・Hr－FP5％、黄橙色ブロック（¢5～10mm）3％、  
黄橙色粒2％  （H－3）   

6 黒褐 細 △O As－C・Hr－FP3％、黄橙色ブロック（¢2～5mm）3％、  
黄橙色粒2％  （H－3）  

A■ 9区 H－3号住居跡 竜セクション   
1黒褐 細 00 As－C・Hr－FP3％、焼土ブロック（4）2～5mm）3％、  

焼土粒5％、炭化物2％   
2 暗褐 徴 △O As－C・Hr－FP2％、焼土ブロック（¢5～10mm）7％、  

焼土粒25％  
3 黒褐 徴 00 灰混じる、焼土ブロック有り  

調査区外  

L＝122．5m  2  

9区 H－4号住居跡 東西南壁セクション  
1 現耕作土  
2 黒褐  
3 黒褐  
4 黒褐  
5 黒褐  

6 黒褐  
7 黒褐  

8 異褐  

租 00  
細 △○  
細 00  
紳 00  
細 00  
細 00  
細 00  

As－B混土層  
As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒1％ 焼土粒2％  
As－C・Hr－FP15％、黄橙色ブロック（¢10mm）2％、黄橙色粒3％、焼土粒3％  
As－C・Hr－FP5％、粘土ブロック（4）50mm）有り、粘土粒7％ As 

－C・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック（4）2～5mm）2％、黄橙色粒3％  
黄橙色粒5％、粘土粒7％、粘土ブロック（¢2mm）3％  
As－C・Hr－FPl％、黄橙色粒1％  

0  1：60  2m   

Fig．49 9区H－3・4・10号住居跡  
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調査区外  
C L＝122．4m  ＿  

L＝123．Om  

彩   
9区 H－5号住居跡 竃セクション  
1黒褐 細 △O As－C・Hr－FP3％、焼土ブロック（d）2mm）5％、  

炭化物5％   
2 暗褐 細 △O As－C・Hr－FP2％、焼土ブロック（¢2mm）3％、  

焼土粒10％   
3 黒褐 細 △○ 焼土ブロック（¢2mm）2％、焼土粧3％  

9区 H－5号住居跡 南北ベルトセクション  
1黒褐 細 00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色ブロック（4）2～5mm）2％、黄橙色粒2％  
2 黒褐 細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒2％、焼土ブロック（4）2mm）1％  
3 黒褐 細 △O As－C・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック（d）2mm）5％、費橙色粒3％  

9区 H－5号住居跡・W－4号溝跡・D－2号土坑 東西壁セクション  
1 現耕作土  
2 暗褐  
3 黒褐  
4 黒褐  
5 黒褐  
6 黒褐  
7 暗褐  
8 黒褐  
9 黒褐  
10 黒褐  
11黒褐  
12 黒褐  

紺 00 As－B混土層  
紺 00 炭化物2％  
細 00 As－C■Hr－FP7％、焼土ブロ  
租 00 As－C・Hr－FP15％、焼土ブロ  
微 00 As－C・Hr－FP3％、黄橙色ブ  
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（¢2mm）2％、炭化物1％  
ク（¢5～10mm）3％、黄橙色粒7％  

徴 00 As－C・Hr－FP3％、黄橙色ブロック（d）5～10mm）5％、黄橙色粒10％  
和 00 As－C・HrLFP7％、黄橙色ブロック（4）5～10mm）2％、草橙色粒2％  
細 00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色ブロック（4）2mm）1％、焼土ブロック（¢2mm）  
微 ◎O As－C・Hr－FP3％、黄橙色ブロック（4）2～5mm）5％、黄橙色粒2％  
細 ◎O As－C・HrLFPlO％、焼土粒2％  
和 △O As－C・Hr－FP5％、黄橙色ブロック（¢2～5mm）3％、黄橙色粒3％  

W－3  

C L＝122．7m  9区 H－6号住居跡・W－3号溝跡セクション  
1黒褐  細 00 As－C・HrTFP15％、黄橙色粒1％、黄橙色ブロック（¢5mm）2％  
2 黒褐  租 △○ 黄橙色粒10％、黄橙色ブロック（¢5mm）10％  
3 にぷい黄褐 柵 △○ 地山に近い  

3
 
3
 
3
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
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一
一
 
l
 
一
一
一
一
 
 

W
W
W
H
H
H
H
H
H
 
 

As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒2％、黄橙色ブロック（¢2mm）2％  
As－C・Hr－FP7％、黄橙色粒3％、黄橙色ブロック（d，5mm）3％  
As－C・Hr－FP3％、黄橙色粒5％、黄橙色ブロック（¢5←10mm）3％  
粘土ブロック有り  
灰混じる  
粘土ブロック（¢50mm）30％、炭化物15％  
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褐
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黒
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9区 H－6号住居跡 竃セクション  
1 黒褐 徴 △O As－C・Hr－FPl％  
2 暗褐 微 △○ 粘土ブロック（¢5～20mm）5％、粘土粒10％、炭化物1％  
3 異褐 微 00 焼土粒1％、灰1％  
4 黒褐 微 △○ 灰層、焼土ブロック（¢5mm）2％  

0  1：60  2m O  l：30  1m  

Fig．50 9区H－5・6号住居跡、W－4号溝跡  
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調査区外  

A L＝122．6m  

9区 H－8号住居跡 北壁セクション  
1 現耕作土  
2 灰黄褐  
3 暗褐  
4 暗褐  

5 暗褐  
6 暗褐  
7 にぷい赤褐   

As－B50％以上  
As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒2％  
As－C・Hr，FPlO％、黄橙色粒5％  
As－C・HrTFPlO％、黄橙色粒2％、焼土粒5％  
As－C・Hr－FP5％、焼土粒15％  
焼土ブロック50％  
As－C・Hr－FPlO％、粘土ブロック20％、焼土ブロック20％  
As－C・Hr・－FPlO％、焼土粒2％  
焼土粒2％  
As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒2％、黄橙色ブロック（¢5～10mm）10％  
As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒2％  
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C L＝121・9m 且  D L＝121■9m  E L＝121・9m  

9区 H－9号住居跡 P5セクション  
1 暗褐  細 00 AsTC・Hr－FPlO％、焼土粒5％、  

黄橙色ブロック（¢5～10mm）10％  

2 暗褐  細 00 黄橙色ブロック（¢5mm）5％  
3 にぷい黄褐 微 ◎○ 地山（地山を切っている）  

9区 H－9号住居跡 北壁セクション  
1 現耕作土  
2 灰黄褐   稚 ○△ As－B20％  
3 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP5％、焼土粒1％  

細 00 As－C・Hr－FP20％、黄橙色粒5％、焼土粒2％、  
炭化物1％、黄橙色ブロック（¢5mm）5％  

細 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒3％、  

4 暗褐   

5 異褐  
黄橙色ブロック（¢5～20mm）5％  

黄橙色粒2％、炭化物15％  
費橙色ブロック（¢5～10mm）10％  

焼土粒5％  
焼土ブロック50％、焼土粒10％  
灰層  

Fig．519区H－7・8・9号住居跡  
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0  1：60  2m   
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2 暗褐  

3 黒褐   

4 黒褐   

5 黒褐   

6 黒褐  
7 黒褐  

租 ○× As－B40％、As－C15％  
細 △O As－C・Hr－FP5％、黄橙色ブロック（d）2mm）1％、  

費橙色粒2％、焼土粒1％  
細 00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色ブロック（4｝5～10mm）3％、  

黄橙色粒3％、焼土粒2％  
細 △O As－C・Hr－FP3％、黄橙色ブロック（¢2～5mm）2％、  

黄橙色粒2％、焼土粒2％  
細 △○ 黄橙色ブロック（¢2mm）7％  
細 00 AsrC・Hr－FP5％、黄橙色ブロック（d）2mm）2％、  

黄橙色粒2％、焼土粒3％、炭化物2％  

B L＝122．4m  

9区 H－11号住居跡 竃セクション  
1黒褐 細 00 As－C・Hr－FP7％、黄橙色ブロック（¢2mm）2％、焼土ブロック（4）5mm）2％、焼土粒3％  
2 黒褐 細 00 AsrC・Hr－FP5％、焼土ブロック（4）5mm）3％、焼土粒3％  
3 極暗褐 細 00 焼土ブロック（¢5mm）20％、焼土粒15％  
4 黒褐  微 △○ 焼土ブロック（¢5mm）5％、焼土粒10％、灰混じる  
5 暗褐  細 00 焼土ブロック（¢20mm）20％  
6 黒褐  細 00 灰層、焼土粒10％  

調査区外  

L＝122．6m  2  

9区 DB－1号土坑墓 壁セクション  
1 現耕作土  

2 黒褐  
3 黒褐  

4 黒褐  

租 ○△ As－B混土層、As－C・Hr－FP15％  
細 00 As－C・Hr－FPlO％  
微 ○△ AsqC・Hr－FP3％  

0  1：60  2m  O  l：30  1m  

Fig．52 9区H－11号住居跡、DB－1号土坑墓  
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④  

L＝123．Om  

A●  

調査区外  

9区 D－1号土坑 壁セクション  
1 現耕作土  
2 暗褐  

3 黒褐  

4 暗褐  
5 暗褐  

6 異褐  
7 暗褐  

8 暗褐  
9 暗褐  

10 黒褐  
11にぷい黄褐  
12 黒褐  
13 黒褐  

As，B混土層（As－B20％）、黄橙色粒5％ ロ 
黄橙色ブック（¢10mm）5％、黄橙色粒10％  
黄橙色粒5％  
ややシルト混じる  
黄橙色粒2％  
As－B20％、流水による砂層あり  
シルト質土  
ほぼAs－Bの純層  

黄橙色粒5％   

黄橙色ブロック（¢10～15mm）10％、黄橙色粒15％  
地山に近い、地山ブロック（¢5～10mm）20％  

細 00  
細 00  
微 00  
微 ○◎  
微 ○◎  
細 ○△  
微 ○◎  
細 ○△  
微 00  
微 00  
糸田 00  
細 00   

W－1  

f
仁
一
一
一
 
 

＞
■
■
∴
＼
′
＼
′
 
 

調
査
区
外
 
 

9区 W－2号溝跡 壁セクション  
A L＝123．3m  1 現耕作土  

2 暗褐  

3 暗褐  

畑 00 AsrC・Hr－FP15％、黄橙色粒2％  
細 00 As－C・Hr－FPlO％  

9区 W－3号溝跡 北壁セクション  
1 現耕作土  
2 にぷい黄褐 細 ◎△ As－B混土層（As－B20％）、As－C・Hr－FP5％  
3 暗褐  細 00 As－C・Hr－FP15％、黄橙色粒2％  
4 暗褐  細 00 As－C・Hr－FPlO％  
5 暗褐  微 00 地山に近い、やや地山ブロック入る  

0  1■60  2m  

F短．53 9区D－1号土坑、W－2・3号溝跡  
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④  tA  W－1   

1：100  5m  

Fig．54 9区W－1号溝平面図  

ー114 一   



W－1  

A L＝123．Om  

0  1‘60  2m  

C L＝122．3m  

9区 W－1号溝跡 東壁セクション  
1 現耕作土  
2 にぷい黄褐 細 ◎O As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒2％  
3 暗褐  細 ○△ AsrC・Hr－FP20％、黄橙色ブロック（d）2mm）2％、シルトやや混じる  
4 曙褐  細 00 AsTC・Hr－FP5％  
5 暗褐  微 00 黄橙色ブロック（¢5mm）5％、黄橙色粒10％、シルトやや混じる  
6 黒褐  微 00 As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒2％  
7 暗褐  微 00 黄橙色ブロック（¢5mm）5％、黄橙色粒5％   

9区 W－1号溝跡 西壁セクション   

△
△
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
×
0
0
0
0
 
 
 

◎
◎
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
△
0
0
0
0
 
 
 

細
細
微
純
絹
細
細
細
細
細
純
綿
租
細
細
細
細
 
 
 

褐
 
 

土
黄
 
 

作
い
褐
 
 

耕
ぶ
黄
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
灰
褐
褐
褐
褐
 
 

現
に
灰
暗
暗
暗
黒
暗
暗
暗
黒
黒
黒
褐
黒
暗
暗
暗
 
 

a
b
 
 

0
 

1
2
ぬ
釣
4
お
馳
飴
飢
7
8
9
1
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
 
 

As－B混土層（As－B20％）  
As－B混土層（As－B50％）、As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒2％  
流水による砂層か、ややシルト混じる  
As－B混土層（As－B20％）、黄橙色粒2％  
黄橙色粒2％  

黄橙色ブロック（¢5mm）2％、黄橙色粒10％  

黄橙色粒1％  
As－C・Hr－FP 2％  

黄橙色粒5％  
黄橙色粒5％、炭化物1％  
流水による砂層か、ややシルト混じる  
黄橙色粒2％、炭化物10％  
As－C・Hr－FP2％  
黄橙色ブロック（¢10mm）5％、黄橙色粒2％  
黄橙色ブロック（¢5～10mm）10％  

Fig．55 9区W－1号溝跡断面図  
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P－7  P－13  P－19  

1L＝114・7ml●  oL＝114・7m OT  皿L＝114．7m且＿  

－  

L＝114．7m  
KL＝114．7m K’   Ju＝114．7m Q－   WL＝114．7m W’  

m上。．Xx．  

JL＝114．7mJ■  

「ノ ニr  
M L＝114．7m Mr s L＝114．7m S■ ‾‾‾ 

rJ′ 

P－12  P－18   

N L＝114．7m N’  T L＝114．7m TT  

「ノ 

Tl二㌻   

Y L＝114．7m Y’  

「Jr  

L＝115．3m   

1  

10区 D－1号土坑 セクション  
1 現耕作土  

10区  

1  

坑
0
0
0
0
0
 
土
0
0
0
0
0
 
 

号
 
2
細
細
微
細
細
 
 
 

黒
 
 

セクション   

ややシルトが混じる   

洪水による砂層  
洪水による砂層  

2 褐  
異
 
 

4 褐  
立
日
 
 

2 灰黄褐  租 00 As－B混土層（As－B20％）  
3 黒褐  細 00 As－Cl％、炭化物5％、焼土粒2％、粘土ブロック（d，2～5mm）15％  
4 黒褐  
5 暗褐  

細 00 As－C5％、炭化物1％、黄橙色粒5％  
細 00 洪水による砂礫層  

10区 W－1号溝跡 セクション  
1 現耕作土  
2 暗褐  細 ◎O  
As－C・Hr－FP5％、  
黄橙色粒5％  

3 暗褐  細 ◎O  
As－C・Hr－FP2％、  
黄橙色粒2％  

4 黒褐  細 ◎O  
As－C2％、黄樺色粒2％  

5 黒褐  細 00  
As－Cl％、黄橙色粒2％  

L＝114．8m  

6 灰黄褐 微 ◎◎  
ややシルトを含む  

調査区外  0  1二60  2m  

Fig．5610区W－1号溝跡、D－1・2号土坑、PTl～23号ピット  
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W－2  

10区 W－2号溝跡及び両壁西側 セクション  
1 現耕作土  
2 暗褐  

3 褐  
4 にぷい黄褐  

5 灰黄褐  
6 暗褐  
7 灰黄褐  
8a 暗褐  
8b にぷい黄褐  

9a 灰黄褐  

9b 灰黄褐  
10 黒褐  

11灰黄褐  
12 暗褐  

13 にぷい黄褐  

14 灰黄褐  
15 灰黄褐  

16 灰黄褐  
17 褐灰  
18 にぷい黄褐  

19 にぷい黄褐  

20 灰黄褐  
21褐  
22 褐  

23 暗褐  
24 暗褐  
25 にぷい黄褐  

26 灰黄褐  
27a黄褐  
27b褐灰  
28a黒褐  

28b黒  
29 黒  
30 黒褐  

31黒褐  
32 にぷい黄褐  

洪水による砂礫層  
洪水による砂礫層  
洪水による砂礫層、小石が多く混ざる  
洪水による砂礫層、鉄分凝集層がまだらに入る  
洪水による砂礫層、鉄分凝集層がまだらに入る、ややシルトを含む  

0
0
△
0
0
0
0
△
◎
○
◎
○
◎
○
◎
◎
◎
○
△
△
△
△
0
0
0
◎
0
0
◎
◎
◎
0
0
0
×
 
 

◎
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
△
○
△
◎
◎
◎
◎
0
0
0
0
0
◎
△
△
△
△
△
○
△
 
 

細
細
細
細
細
細
細
租
珊
細
微
微
微
細
微
微
微
微
細
細
細
細
微
畑
細
細
微
細
微
徴
徴
微
租
維
租
 
 

洪水による砂礫層  
洪水による砂礫層、鉄分凝集層がまだらに入る  
洪水による砂礫層、鉄分凝集層がまだらに入る  
洪水による砂礫層、鉄分凝集層がまだらに入る  
洪水による砂礫層、鉄分凝集層がまだらに入る、ややシルト  
洪水による砂礫層、鉄分凝集層がまだらに入る  
洪水による砂層、鉄分凝集層がまだらに入る  
洪水による砂礫層、鉄分凝集層がまだらに入る  
砂質のブロック  
As－Cl％、Hr－FP20％、鉄分凝集層がまだらに入る  
Hr－FP20％、砂質の層、ややシルト混じる  
Hr－FP20％、鉄分凝集層がまだらに入る  
シルト層に洪水による砂とHr－FPがやや混じる  

洪水による砂礫層  
洪水による砂層、鉄分凝集層がまだらに入る  
洪水による砂層、鉄分凝集層がまだらに入る  
洪水による砂層、鉄分凝集層がまだらに入る  
鉄分凝集層がまだらに入る  
Hr－FP2％、鉄分凝集層がまだらに入る  
Hr－FP5％、鉄分凝集層がまだらに入る  
Hr－FPFlの純層  
シルトをやや含む  
Hr－FAの純層  
シルト層  
泥炭層、FA下の水田面と考えられる  
泥炭層、FA下の水田面と考えられる  
As－C 2％  

As－C50％以上  
As－C5％、ややシルトを含む  
As－C50％以上  

獅
 
 
 
 
一
一
一
一
一
一
一
 
 

東壁中央   

L＝114．Om  

』＿＿  

「■   

1   

ミ、－く＝＝ン＿  

北壁中央   

L＝114．Om  

W・－＿・・・・．・・・－・・E  

10区 東壁中央 セクション  

1 現耕作土  
2 にぷい黄褐  
3 にぷい黄褐  

4 褐  
5a 灰黄褐  
5b 灰草褐  
5c 灰黄褐  

5d 灰黄褐  
6 褐  
7 にぷい黄褐  

8 黄褐  
9 黒  
10 黒褐  
11黒褐  

細 ◎△  
細 ◎○  
細 ◎○  
細 ◎△  
細 ◎△  
紺 ◎△  
糸田 ◎△  
微 ○◎  
細 ○◎  
細 ◎○  
微 △◎  
胡．0△  

微 ○◎  

洪水による砂礫層  
洪水による砂層、鉄分凝集層がまだらに入る  
洪水による砂層、鉄分凝集層がまだらに入る  
洪水による砂礫層  
洪水による砂層、ややシルトが混ざる  
洪水による砂層、鉄分凝集層がまだらに入る  
洪水による砂礫層  
シルト層  
Hr－FPFlの純層  
Hr－FAの純層  

泥炭層、FA下の水田面と考えられる  
As－C50％以上  
As－C 5％  

11  

10区 水田跡計測表  

10区 北壁中央 セクション  

1 現耕作土  
2 にぷい黄褐  

3 にぷい黄褐  

4 灰黄褐  

5 褐  
6 黄褐  
7 黒  
8 黒褐  
9 異褐  

洪水による砂層  
洪水による砂礫層  
洪水による砂礫層、小石を多く含む  
Hr－FPFlの純層  
Hr－FAの純層  

泥炭層、FA下の水田面と考えられる  
As－C50％以上  
As－C 2％  

糸田 ◎○  
細 ◎○  
細 ◎○  
細 ◎○  
細 ◎○  
微 △◎  
租 ○△  
微 ○◎  

区画恥  位 置      備考    東西  南北  面積   

ロ  Ⅹ247，248 Y152，153  ［3，10］  ［3．30］  6，48  一部検出   

2  Ⅹ247，248 Y151，152  ［2．70］  （2．00）  4，46  一部検出   

3  Ⅹ247，248 Y151，152  ［2．40］  （2．20）  3．94  一部検出   

4  Ⅹ247．248 Y151  ［1．50］  ［1．06］  0．95  一部検出   

5  Ⅹ246．247 Y151～153  （5．40）  ［3．90］  15．14  一部検出   

6  Ⅹ245．246 Y151～153  ［4．90］  ［6．90］  14．40  範囲未確定  
0  1：60  2m  

Fig．5710区W－2号溝跡、南・東・北壁断面図  

－117 －   



A
「
＝
－
N
N
．
∽
m
 
 

PI  

L＝122．5m  

④  

ふ
￥
 
 

H－1  

11区 H－1号住居跡柱穴計測表  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  探さ（cm）   

Pl  円 形  34   31   50   

P－2  

調査区列   11区 H－2号住居跡柱大計測表  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）   

P5  円 形  36   36   36．5   

11区 H－3号住居跡柱穴計測表  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）   

Pl  円 形  26   25   42．5   

11区 H－1号住居跡・P－1・2号ピットセクション  
1 硯耕作土  
2 暗褐  
3 黒褐  
4 暗褐  
5 暗褐  
6 暗褐  
7 黒褐  
8 黒褐  
9 暗褐  

租 ○× As－B40％、As－C・Hr－FPl％  
租 ○× As－C・HrrFP20％、As－C・Hr－FPl％  
租 ○× As－C・Hr－FP3％、黄橙色粒3％  
細 ○× As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒7％  

（P－1）  

（P－2）  

（P－2）  微 △×  
細 △×  
細 ◎△  
珊 △×  

Hr－FPl％、黄橙色粒2％  
C
 
C
 
C
 
C
 
 

一
一
一
 
l
 
 

S
 
S
 
S
 
S
 
A
A
A
A
 
 

Hr－FP2％、黄橙色ブロック（4）10～20mm）2％、黄橙色粒1％  
Hr－FPl％、黄橙色ブロック（4）50mm）3％、焼土粒2％、炭化物1％  
Hr－FPl％、黄橙色粒5％、焼土粒2％  

調査区外  

一  

11区 H－2号 竃セクション  

1 極暗褐 細 △× As－C・Hr－FP2％、  

焼土粒3％、  

炭化物1％  
2 黒褐  微 △× 灰層、焼土粒3％  
3 暗褐  細 △× As－C・Hr－FP2％、  

焼土粒2％  
4 褐   微 △× AsrC・Hr－FPl％、  

黄橙色粒7％  H－3  

H－2P5  日－3PI  

E L＝122．3m E’   H L＝122．3m HT ‾ 

F L＝122．5m  

＼ン  

◎pI 
シ F  ■  ＼  

G L＝122・5m  ＿旦＿  

11区 H－2・3号住居跡セクション  

1 現耕作土  
2 暗褐   租 ○× As－B40％、As－C・Hr－FPl％  
3 黒褐   租 ○× As－B5％、As－C・Hr－FP3％  
4 暗褐   細 ○× As－C・HrrFP5％、黄橙色粒3％、炭化物1％（H－3）  

5 暗褐   細 ○× As－C・Hr－FP2％、黄橙色粒7％  （H－3）  
6 暗褐   細 ○× As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒2％、炭化物1％（H－2）  

0  1：60  2m  

11区 H－3号住居跡 竜セクション  
1 暗褐  細 ○× As－C・Hr－FPl％、橙色粘土5％  
2・極暗褐 細 △× As－C・Hr－FPl％、焼土粒5％、灰7％、  

橙色粘土5％  
橙色粘土主体  
AsrC・Hr－FPl％、焼土粒1％  
焼土粒2％、灰20％、橙色粘土10％灰層  

0  1：30  1m  

◎
×
△
 
 

0
0
△
 
 

微
細
微
 
 
 

褐
褐
 
 
立
日
立
日
 
 

日
日
日
 
n
H
H
 
橙
極
極
 
 
 

3
4
 
5
 
 

Fig．5811区H－1・2・3号住居跡、P－1・2号ピット  
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D L＝121．8m  

④  

ll区 H－4 P7号床下土坑セクション  
且1黒褐 徴 ○× As－C・Hr－FP3％  

黄橙色粒2％  
2 褐  微 ○× As－C・Hr－FPl％  

黄橙色粒1％   

且   
11区 H－4号住居跡柱穴計測表  

A
 
「
＝
【
N
N
．
の
m
 
 

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  探さ（cm）   

Pl  円 形  40  36  58   

P2  楕円形  42  33  72．5   

P7  楕円形  116  75  39   

C L＝122．6m  

11区 H－4号住居跡 両壁セクション  
1 現耕作土  
2 暗褐   租 ○× As－B40％、As－C・Hr－FPl％  
3 黒褐  租 △× As－B30％、As－C・Hr－FP2％、灰黄褐色粘土5％  
4 暗褐  租 ○△ As－B25％、As－C・Hr－FP3％、灰黄褐色粘土15％  
5 黒褐  租 ○× As－B20％、As－C・Hr－FPl％、灰黄褐色粘土5％  
6 灰黄褐  微 ○△ 灰黄褐色粘土主体  

11区 H－4号住居跡 南北ベルトセクション  
1黒褐  租 △× As－B30％、As－C・Hr－FP2％、灰黄褐色粘土5％  
2 灰黄褐 微 ○△ 灰黄褐色粘土主体  
3 暗褐  租 ○△ As－B25％、As－C・HrLFP3％、炭化物1％  
9 暗褐  細 ○× As－C・Hr－FP7％  
10 暗褐  細 ○× As－C・Hr－FP5％  
11黒褐  細 ◎× As－C・Hr－FP7％  
12 暗褐  柵 ○△ As－C・Hr－FPlO％、黄橙色粒5％  
13 暗褐  細 ○× As－C・Hr－FP7％、炭化物1％  
14 暗褐  細 ○× As－C・Hr－FP5％  

As－C・Hr－FP5％、黄橙色粒2％、炭化物1％  
As－C・Hr－FP7％、黄橙色粒2％、炭化物1％  
As－C・Hr－FP2％、焼土粒2％、灰40％  
As－C・Hr－FPlO％、費橙色粒5％  
As－C・Hr－FP7％、黄橙色粒3％、炭化物2％  
As，C・Hr－FP2％、黄橙色粒3％、焼土粒1％、  
炭化物1％  

細 ◎×  

細 ○×  

微 ○△  
細 ○△  
細 ○×  

細 ○△  

7 黒褐  
8 暗褐  

9 黒  
10 暗褐  
11褐  
12 暗褐  

T－1  

11区 丁一1号竪穴状遺構 南壁セクション  
1 現耕作土  

租 ○×  

租 △×  

租 ○×  

租 ○×  

租 ◎×  

租 ○×  

租 ◎×  

租 ◎×  

2 暗褐  

3 黒褐  
4 黒褐  
5 暗褐  
6 暗褐  

7 黒褐  
8 暗褐  

A・  9 黒褐  

％
％
％
％
％
％
％
 
 

1
 
2
 
1
 
2
 
2
 
1
 
1
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P
 
P
 
P
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P
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F
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一
一
一
 
l
 
一
一
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r
 
r
 
r
 
r
 
r
 
r
 
H
 
H
 
H
 
H
 
H
 
H
 
H
 
 

As－B40％、As－C・  
As－B30％、As－C・  
As－B30％、As－C・  

As－B25％、As－C・  
As－B20％、As－C・  
As－B20％、As－C・  
As－B20％、As－C・  
As－C・Hr－FP 7％  

0  1：60  2m   

Fig．5911区H－4号住居跡、T－1号竪穴状遺構  
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④  

D‾偉  
匡   

A L＝122・5m  ⊥   

11区 D－1号セクション  

1 黒褐 租 △× As－B20％  
As－C・Hr－FPl％  

2 暗褐 細 △× As－B5％  
As－C・Hr－FPl％  
黄橙色粒3％  

P－4  
B L＝122．5m BT ‾‾‾ 

P－5  
C L＝122．5m Cl  

P－6  
D L＝122．5m Dl   

匡
 
◎
長
 
 

止◎且  
％  且◎且  

ヾ′  

P－7  P－8・9  P－12  

A L＝122．2m A’ ‾  二 ニニ 

ー 

A L＝122．Om A’  

0  1：60  2m   

Fig．6011区D－1号土坑、P－3～12号ピット  
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Ⅲ  
5一縄3（H－3）  
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盛悪霊ミ  
ー・－・－・◆・－－ ・■一■れ・・－－▲一／ ミ・．、，、こニ〃て≡憲】  
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屈7（X35，165）  
I / 

墟  

5一縄8（×39Y164）  

▲惣一  鍔警㌍轡帯誓  
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．
、
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4
 
 

6
 
 

1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
V
－
 
 

6
 
 

3
 
 

V
∧
 
 一
し
 
 

∩
川
川
山
‥
矧
 
 

′「  

5一縄12（X40Y164）  

諌  

キ：ニノー   ぺ、＋，篭・一■∫u生♪r  
震ヾニニニ、 

，． 璧－㍍∵・ノ範．、l′－ 1く，、、 ■、J・∴－■  
、∫ ＿〆・ 
諷；1「√一  

／Y  
一 ／「9－縄5（X71Y153）  

＿、＿三ざ－・・三 －／  

9一縄3（X68Y151）  

葺
蜃
 
 

も、∴主・－ ♪      ごミ  
1ト縄4（表採）  

9一縄4（X68Y151）  

、廟樹療観                          て  

′  

′ク  

1ト縄5（表採）  苧〟  
＼■  

タ〆  

11一縄1（H－2）  

11－縄3（D－2）   
／11一縄2（H－3）  

0  1／2  5cm  

（銭のみ）  

0  1／3  10cm   
1ト銭1（X46Y164）  9一銭2（W－1）  9一銭1（W－1）  

Fig．61縄文土器、銅銭  
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；  

ト2（H－1）  

2－5（H－3）  

2－2（H－1）   

0  1／3  10cm  

Fig．621区H－1号住居跡、W－2号溝跡、2区H－1・3・5・7号住居跡出土遺物  
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′ 

0  1／3  10cm  

2区H－6・9号住居跡、W－4号溝跡出土遺物  Fig．63  
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2－33（グリッド）  

「′ 

Ⅳ 紺J   調   

＼  

ノ  ‾J  
ノ  

h
 
乳
 
 n  

〆 、     ぺヤ・＿ ＼＿ ■  
ー  Lご 、 

■  
へt－ ヽ≠ご  

2－30（W－4）  

0  1／4  10cm  O  l／3  10cm  

（2－30のみ）   

Fig．64 2区H－4・9号住居跡、W－4号溝跡、グリッド出土遺物  
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3－1（H－1）  

「       【 ／    二二‡主  

3－6（H－2）  

≡≡‾‾  
3－2（H－1）  

≡二「‾′  
3－8（H－3）  

ダ
 
 
′
～
 
 

維
桟
 
 

3－7（H－3）  J  

＼  

3－11（H－3）  

0  1／4  10cm  

3－16（H－4）  （3－10，11．16．17のみ）  

0  1／3  10cm   ・∴ 
モア丁・－ヾ∴1長  

Fig．65 3区H－1～4号住居跡出土遺物  
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Fig．66 3区H－5号住居跡出土遣物（1）  
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葛ノ  ≡l   
覇H＿6）  

0  1／3  10cm  

Fig．67 3区H－5号住居跡出土遺物（2）  
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ニ‾デテ〒  

琶F       、－こ＝   しノー  

3－48（H－6）  

3－49（H－6）  

0  1／4  10m   

！．．．．：     F  
（3－4a購～51）   

0  1／3  10cm  

Fig．68 3区H－6号住居跡出土遣物  
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3－64（H－10）  

0  1／3  10cm   

Fig．69 3区H－7・9・10号住居跡出土遣物  
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′／   

3－72（H－10）   

≡≡≡≡≡≡≡≡グ     ‾－⊥・・二      日  

Y鞄越野′   

0  1／4  10cm  

3－79（H－14）  

（3－70～72）  

0  1／3  10cm  

Fig．70 3区H－10・11・13・14号住居跡出土遺物  
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▼－一一－－－－一一－－－－■－－－－・・一 一■－■■■   

、† ＼＼  

u   ′′／ 3－86   

3－84（H－14）  3－88（H－15）  

＼＼≧転二抑1）  

∈（。＿1）  

3－93（0－1）  

3－90（0－1）  

3－97（D－1）  

rl    －・l‾‾－‾  ≡∃／  

0  1／3  10cm  O  l／4  10cm  

（3一眼96β8β9のみ）  

Fig．713区H－14・15号住居跡、0－1号遺構、D－1号土坑、Ⅰ－1号井戸跡出土遺物  
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Fig．72 5区H－1・2・4・6・7号住居跡、D－3・5号土坑出土遣物  
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（5－19のみ）  

Fig．73 5区H－3号住居跡出土遺物  
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L   
∃  

／ 好   

＼  ん（D－6   

／  

6－13（0－1）  

6－10（ト1）  

0  1／3  10cm  

Fig．74 5区D－3号土坑・グリッド、6区H－1・4・5・7・8号住居跡、Ⅰ－1号井戸跡、0－1号落ちこみ出土遺  
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Fig．75 7区H－2・3・6・8号住居跡出土遺物  
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増 山－‾  

0  1／3  10cm  

Fig．76 7区H－7・9・10号住居跡、W－1号溝跡出土遺物  
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7－35（D－3）  

1／3  10cm  

Fig．77 7区D－3号土坑、9区H－1～7号住居跡出土遺物  
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9－12（H－3）  

＼＼＿       ＼－－     二よ二丁－  ㌧／＼＼＼  ／  ＼9－27（  

」  L   

L   コ＝弓      くこ＼    ∠」＿．．．．＿   
、1  

凶  
／  ＼  

9－29（H－   
9－18（W－3）  1／3  10cm  

Fig．78 9区H－3・9号住居跡、W－2・3号溝跡出土遺物  
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∋（H－11）  

0  1／3  10cm  

Fig．79 9区H－4・11号住居跡、D－1号土坑、W－1号溝跡、10区P－18ピット、11区H－3号住居跡出土遺物  
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11－19（H－4）  

一二‡‾－－  5－39（表採）   

0  1／2  5cm  

［こ□  
（5－土1）  

5一土1（X39Y165）0  1／3  10cm  

Fig．8011区H－2・4号住居跡、表採出土遺物・緑粕陶器・土製品  
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＼1          －  

－  J  

3一石1（H－4）  

．＝二   
二二  

〔⊃  

く∋  ⊂  

1′3 

灯   二」．   二二  
Fig．81石製品（1）  
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（1 c  
0  1／3  10cm  

（3一石13～17）  

磨（H‾6）  

1／6  20cm  

（3一石18）  

0  1／4  10cm  

（3一石19）   

Fig．82 石製品（2）  
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ト‘一‾‾‾－‾イ  

′一山 3一石20（H－9）  

⊂⊃  

、ニノ  
〔つ   

0  1／3  10cm  

■＝：  

（3一石20～27）  

3一石29（H－10）  

3一石30（H－10）   

3一石28（H－10）  

⊂千  0  1／4  10cm  

（3一石28～30）  

Fig．83 石製品（3）  
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5一石2（H－6）  

5一石4（D－3）  

1ト石1（H－3）  

⊂＝〕  1ト石3（H－4）  

皿  11一石2（H－3）  

1ト石4（H－4）  

二こ二二⊃  

1／4  10cm  0  2／3  5cm  0  1／3  10cm   

（9一石3）  （5一石1）   

Fig．84 石製品（4）  
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く＝＝＝コニ   

仏1掘削伸一2）  0 1＿遥（W＿2）  

1－鉄3（W－2）  

2－鉄1（H－3）  

ll一鉄4（×151Y128） 0  

三 
二  

－。 
9一石1（W－1）  

ト鉄5（×151Y128）  

日  
日5一鉄2（H－5）   

2－鉄2（H－6）  

．＿2）   

二：ク  
6一鉄3（H－7）  

・◎  

6－鉄1（H－1）  

6一鉄5（0－1）  

（9一石1）  

0  1／4  10cm  O  l／3  10cm  

Fig．85 石製品（5）・鉄製品（1）  

ー145 －  



‾炉   
庭ヨ 9－鉄1（H－7）  

臨  

9－鉄5（D－1）  7一鉄1（X70Y96）  

lき  

竜≒妻碧  

鞄  

9－鉄4（D－1）  

幸≡喜  
田 9一鉄7（表採）  

三  
10一鉄2（表採）  

く≡≡≡∋，   

（勒 9一鉄3（D－1）  

十 －   
G右－－－－⊥ニニ⊃  

0  ，  

11一鉄4（H－4）  

〔二≡［   

邸 謬  
11一鉄3（H－4）  

1／2  5cm  O  l／1  2．5cm  

（1ト鉄4）   
11一鉄2（H－3）  

Fig．86 鉄製品（2）  
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7－瓦12（D－10）  

7一瓦4（D－3）  
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7－瓦16（D－10）  

7一瓦58（X70Y80）  

一ニー’二  

ニ  7一瓦48（X69Y79）  

7－瓦47（X69Y79）  

出  

7一瓦51（×69Y80）  

7－瓦36（D－13）  

転一．■－、  

7－瓦56（X69Y82）  

7＿採）  

7－瓦61（表採）  7一瓦52（X69Y80）  

0  1／6  20cm   

Fig．87 瓦（1）  
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ニニ．㌣，ふ■・・一一1・  

′、、・榊！′一－rおゝ【   

▲－－・－－■一‾  

7一瓦31（D－13）  7一瓦29（D－13）  

、ナ、‥二こ  
、  

と土 
＿  7一瓦33（D－13）  簡囁覇孝 

［志9，8。）  
至 

，79）  
♭二＝  

7－瓦32（D－13）  

7－瓦34（D－13）  

、ニュ仁S二  
7一瓦35（D－13）  

7一瓦37（D－13）  

7－瓦18（D－10）7－瓦19（D－10）  

7一瓦21・（D－10）  7一瓦20（D－10）  

7－瓦49（X69Y79）  

7－瓦60（サンプルA）   
7一瓦64（表採）  

摂ギ誓欝こ、 ウ 「  

7－瓦63（表採）  

（文字瓦）  

0  1／2  5cm O  l／6  20cm   7一瓦59（×72Y8り  

Fig．88 瓦（2）  
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ト瓦2（H－1）  

■ ′、岬‘  

1        ■1  

ノ】     ヽ－  
I・－ 1  

～′   

－－・、二 ．  

‾『t  

ヒノー㌦・一札t→～－●－・  

2一瓦1（H－3）  

2一瓦4（H－6）  

2－瓦2（H－3）  

9一瓦2（W－1）  

9一瓦1（H－6）   

1／6  20cm   

Fig．89 瓦（3）  
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7－瓦25（D－13）  

7一瓦11（D－3）  

0  1／6  20cm   

Fig．90 瓦（4）  
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7一瓦26（D－10）  

7－瓦44（D－13）  

0  1／6  20cm  

Fig．91瓦（5）  
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．＿こ 7－瓦41（D－13）  

7一瓦43（D－13）  
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1区 H－1号住居跡竃全景（西から）  1区 H－1号住居跡竃遣物出土状況（西から）  

1区 W－1，2号溝跡全景（南から）   1区 H－1号住居跡全景（西から）  
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2区 H－1号住居跡全景（南から）  2区 H－1号住居跡竃全景（西から）  

2区 H－2号住居跡全景（東から）  2区 H－4，  

2区 H－3号住居跡全景（東から）  2区 H－3号住居跡竃全景（東から）  

2区 H－5号住居跡全景（西から）  2区 H－5号住居跡竃全景（西から）   



2区 H－6号住居跡竃遺物出土状況（西から）  2区 H－6号住居跡竃全景（西から）  

2区 H－6号住居跡全景（西から）  2区 H－9号住居跡遺物出土状況（西から）  

2区 H－6，9号住居跡全景（西から）  2区 W－4号溝跡全景（南から）  

2区 D－1号土杭全景（西から）  2区 D－2号土杭全景（南から）   
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3区 H－2号住居跡竃全景（北から）  

3区 H－3号住居跡竃全景（西から）  

3区 H－4号住居跡竃全景（西から）  3区 H－4号住居跡全景（西から）  

3区 H－5号住居跡、D－3号土坑全景（南から）   3区 H－5号住居跡、D－3号土坑遺物出土状況（北から）  
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3区 H－6号住居跡南北ベルトセクション北側（南東から）  

3区 H－6号住居跡全景（西から）   
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3区 H－6号住居跡遺物出土状況（西から）  3区 H－6号住居跡竃全景（西から）  

3区 H－6号住居跡P5遺物出土状況（西から）  3区 H－6号住居跡南壁炭化物出土状況（北から）  

3区 H－8号住居跡全景（南から）  3区 H－8号住居跡竃全景（西から）  

3区 H－7号住居跡全景（西から）  3区 H－9号住居跡全景（南から）   



PL．7  

3区 H－10号住居跡竃全景（西から）  3区 H－10号住居跡竃遺物出土状況（西から）  

3区 H－11，12，13号住居跡全景（南から）  3区 H－10，14号住居跡全景（西から）  

3区 W－2号溝跡全景（北から）  3区 H－13号住居跡全景（西から）  

・■ト1＼ ヽ し  
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3区 Ⅰ－1号井戸跡全景（西から）   3区 W－4号溝跡全景（西から）  
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5区 H－1号住居跡全景（西から）  5区 H－1号住居跡竃全景（西から）  

5区 H－2号住居跡遺物出土状況（北から）  5区 H－2号住居跡全景（北から）  

5区 H－3号住居跡遺物出土状況（西から）  5区 H－3号住居跡全景（西から）  

5区 H－4号住居跡竃全景（西から）  5区 H－4号住居跡竃先端部（西から）   
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5区 H－5号住居跡竃全景（西から）  5区 H－5号住居跡（西から）  

5区 H－7号住居跡全景（西から）  5区 H－6号住居跡全景（西から）  

5区 D－3号土杭全景（東から）  5区 W－2号溝跡、A－1硬化面全景（南から）  

6区 H－1号住居跡新旧竃全景（西から）   6区 H－1号住居跡全景（南から）  
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6区 H－2，3号住居跡全景（東から）  6区 H－4号住居跡全景（西から）  

6区 H－5号住居跡全景（西から）  6区 D－2号土坑全景（南から）  

6区 調査区全景（北から）   
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7区 H－1号住居跡全景（北から）  7区 H－2号住居跡全景（南から）  

7区 H－2号住居跡東竃全景（西から）  7区 H－2号住居跡北竜全景（南から）  

7区 H－3号住居跡全景（西から）  7区 H－6号住居跡全景（西から）  

7区 H－7，8号住居跡全景（西から）  7区 H－9号住居跡全景（南から）   
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7区 H－10号住居跡竃全景（西から）  7区 H－10号住居跡全景（西から）  

7区 T－1号竪穴状遺構、D－2号土坑全景（西から）  7区 W－1号溝跡全景（南から）  

7区 D－3号土坑出土遺物①（東から）  7区 D－3号土坑遺物出土状況（西から）  

7区 D－3号土坑全景（東から）   7区 D－3号土坑出土遺物②（東から）  
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7区 瓦敷き面中央部全景（東から）  7区 瓦敷き面集中部（南から）  

7区 D－10，13号土杭全景（東から）  7区 D－10，13号土坑全景（西から）  

7区 D－13号土坑南側断面（北から）  7区 D－13号土坑西側断面（東から）  

や  

7区 D－6，7号土坑全景（西から）  7区 瓦敷き面埋め戻し前状況（北から）   
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8区 調査区全景（東から）  

9区 H－1住居跡全景（西から）  9区 H－1号住居跡竃全景（西から）  

9区 H－2号住居跡竃全景（西から）  9区 H－2号住居跡竃全景（西から）   



9区 H－3，10号住居跡全景（西から）  9区 H－3号住居跡遺物出土状況（西から）  

9区 H－4号住居跡全景（西から）  9区 H－3号住居跡竃全景（西から）  

9区 H－5号住居跡竃全景（南から）  9区 H－5号住居跡全景（北から）  

9区 H－6号住居跡竃全景（西から）   9区 H－6号住居跡全景（西から）  
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9区 H－7号住居跡全景（西から）  9区 H－8号住居跡全景（西から）  

9区 H－9号住居跡全景（西から）  9区 H－9号住居跡竃全景（西から）  

9区 H－11号住居跡全景（西から）  9区 H－11号住居跡竃全景（西から）  

9区 W－1号溝跡石検出状況（東から）  9区 DB－1号土坑墓全景（南から）   
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10区 東側FA下水田確認面全景（西から）  10区 西側ピット群全景（北から）  

10区 FA中イネ科葉茎出土状況（北から）  10区 FA下水田確認面東側全景（北から）  

10区 W－2号溝跡全景（北から）  10区 W－1号溝跡全景（北から）  

10区 D－2号土坑全景（東から）   10区 D－1号土杭全景（南から）  
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11区 調査区全景（西から）  

11区 H－1号住居跡全景（西から）  11区 H－2，3号住居跡全景（西から）  

11区 H－2号住居跡竃全景（西から）  11区 H－4号住居跡全景（西から）   
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